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プロローグ

第一話　オーダーは素うどんで

第二話　秘密兵器は子供の玩具

第三話　狼男は満月が苦手？
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　　　プロローグ







　目覚まし時計が鳴った。

　ぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴ。

　冷やし中華の上にのっけるハムが切れるように小刻みな電子音だ。

　ジリリリリリリリンってやつに比べて心臓には優しいけど、それでも快適な眠ねむりを妨さまたげるもんだから憎にくらしい音に変わりない。

　そんな中、毛布にくるまっていた青年はむっくりと起き上がった。

　寝ね惚ぼけていることを差っ引いたってとぼけた顔つきだ。

　柔にゆう和わって言えば聞こえがいいけど、天てん秤びんばかりを持ってくればとぼけたって方に傾かたむく。

　ぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴ。

　精一杯に鳴く目覚まし時計を黙だまらせた青年は、トロンとした目で部屋を見渡した。

　こぢんまりしてるけど居心地のよさそうな部屋だ。

　ベッド、机、本棚、タンス、ＣＤプレーヤー、羊ひつじのぬいぐるみ。

　生活に必要な物は全すべて揃そろってる。

「おかしいなぁ」

　たっぷりと時間をかけて部屋を観察した青年は、トロンとした声で呟つぶやいた。

「僕の部屋の壁の色は青くて、天てん井じようにはしみがくっついてたはずなのに、ど～～してこんなとこにいるんだろ？」

　またたっぷりと時間をかけた。

　そして青年はやっと思い出した。

　自分が引っ越したという重大事実を。

「そういや引っ越ししたんだっけ」

　そのボケ丸だしの呟きを合図としたように、一階の方から声が響ひびいた。

「銀ぎん之の介すけ！　学校遅刻するわよ！」

「いけね！」

　銀之介は尻しりの穴に火のついたダイナマイトを突っ込まれたかのように飛び上がった。

　素早くパジャマを脱ぬぎ捨すてると洋服ダンスを開ける。

　紺こん色いろのなかなか洒しや落れた学生服がハンガーにぶら下がってる。

「新しい制服を着るのって、これで何回目なんだろうな」

　銀之介は感かん慨がい深そうにその新品の制服を見つめた。

　あんまり嬉うれしそうな表情じゃなかった。って言うか、いわゆるもうたくさんだぜって顔つきだ。とことんに。

「銀之介！」

　母親の声で、銀之介はうんざり顔を遠心力で振り飛ばし制服を装備した。おまけに鞄かばんも装備した。

　とろんとした高校生の誕生だ。

「よしっと」

　タンスの内側にくっついた鏡を見て、うんって頷うなずいた銀之介は、鞄片手に部屋を飛び出し、左に曲がった。

　と……。

　鼻はな面づらを思い切り壁にぶつけた。

　しばし廊ろう下かをばたんばたん転ころげ回ってもだえ苦しんでから反対側を見た。

　まるで失敗をあざ笑うかのように、階段はそっちにあった。

　銀之介は苦笑してから階段を駆かけ降りた。

　台所で背中向けて料理作ってる母親の姿があった。

「お早う。母さん」

「お早う。朝ご飯テーブルに置いてあるから。あとね、炊すい飯はん器きのタイマーかけ忘れててお弁当出来てないの。悪いけど学校でパンでも買って食べてくれない」

「いいよ」

　銀ぎん之の介すけは鞄かばんをソファーに投げ置くとテーブルについた。

「朝ご飯。朝ご飯っと」

　目玉焼きだった。

　卵二個を使ったゴージャスなものだった。

　でも無む惨ざんにも潰つぶれていた。

　完全に潰れた目玉焼きだ。

　出で来き損そこないの目玉焼きをしげしげと見つめ、銀之介はは～～ってため息を吐はき出した。

「たまには潰れてない目玉焼きが食べたいもんだ」

　切実なぼやきに返って来たのは母親の鋭いつっこみだった。

「何言ってんの。潰れてない目玉焼きなんか食べたら大変じゃない」

「確かにそ～～だけど」

「引っ越して三日でまた引っ越しなんて母さんはいやよ。誰だれのせいでこれまで二十三回も引っ越ししてると思ってるの？」

　銀之介の胸にグッサリと刃は渡わたり三十センチのドスが突き立てられた。

　銀之介の言われてつらいことナンバー１なことなのだ。

　ちなみにナンバー２は恋人いない歴のことで、ナンバー３は成績悪いこと。

「全すべて僕のせいです」

　銀之介は神しん妙みように頭をたれて反省した。

「この僕が自分の体質もよく把は握あくせずついつい不注意で最悪の事態を招まねいてしまったゆえにこのようなことに」

「分かったから。早くそれ食べて学校行きなさい」

「あい」

　銀之介はトーストの上に潰れた目玉焼きをのっけると口に押し込んだ。

　塩味が足りなかったから口の中に直接塩を振り込んだ。

　とってもえれがんとででりしゃすな味がした。

　とってもえれがんとででりしゃすな味を口の中でもぐもぐしてると、後ろからぽんと肩かたを叩たたかれた。

「お早う銀之介」

　振り返るときゃしゃな眼鏡めがねのおじさんがいた。

　風が吹けば飛ばされそうな貧ひん弱じやくなおじさん。目つきが銀之介そっくりのトロン目だ。

「ほ父ふさはんん！」

「また前の家と間違えて壁にぶつかってたようだな」

「なはははは」

　銀ぎん之の介すけは口に物をつめたまま笑った。

　図ず星ぼしだったから笑うしか出来なかった。

　とっても苦しい笑いだった。

「どうしてこうとぼけた子が生まれてしまったんだろうね。母さん」

「さぁ、私に似てないってことだけは確かよ。あなた」

「あれじゃないか？　生まれた時に黄おうだんが強かったろ。あれのせいで」

「ありえるわね」

「とぼけてるから彼女も出来ないんじゃないかな」

「きっとそうね。成績が悪いのもきっとそのせい。転校ばっかしてるってのもあると思うけど」

　なんだかいやな話１・２・３ミックスになって来て息するのがつらくなってきたから、銀之介はさっさと退たい散さんすることに決めた。

　えれがんとででりしゃすな口の中の物をぐいっと飲み干し、銀之介は立ち上がった。

「それじゃ学校行くから」

「これが最後の高校になるようにしなさいよ」

「また引っ越しなんてことにならないようにな。父さんだってそうそう引っ越ししてられないんだ」

「あい」

　両親の温かくもナイフのような言葉を背中に受けて銀之介は家を飛び出した。

「ったく。しつこいんだよ。引っ越し引っ越しって。僕だって好きで……」

　銀之介はそこで足を止めると空を見上げた。

　雲が流れていた。朝にふさわしいすがすがしい空だ。

「高校だけでも今回で四校目だもんな。しつこくも言いたくなるよな」

　銀之介は軽く拳こぶしを握にぎり合わせると、どっかにいる神様に誓ちかった。

「神様。今度こそは僕の秘密が絶対にばれないようにします。僕の引っ越し伝説も二十三回で打ち止めにします。そしてなんとしてでも、今日から通う飯いい波なみ高校、僕の四番目の高校を卒業してみせます！」

　どっかにいるかもしんないけど、やっぱりいないような気がする神様にそう誓った銀之介は、登校初日の学校へと急いだ。
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　銀ぎん之の介すけはいつも思う。

　初めての教室って、新人役者のオーデションみたいなもんだって。

　オーデションを受けたことがないけど、たぶんこんなもんなのだろう。

　壇だん上じように立たされる自分。そして自分という人間を探ろうとするたくさんの目、目、目。

　妖よう怪かい百ひやく目めとお見合いしてる気分だ。

　とにかく、銀之介は緊張してた。

「え～～と」

　銀之介は強こわばった顔でぎこちなく笑った。

　転校初日、転校生が必ず通らなくちゃいけない魔まの関かん門もんに銀之介は立っていた。

　ザ！自己紹しよう介かいって奴やつだ。

　これまであんびりーばぼろな数の転校をこなしてる銀之介ではあるが、これはなかなか慣れるもんじゃない。

「初めまして。駒こま犬いぬ銀之介って言います。長なが崎さき県から来ました」

　銀之介はとりあえずマニュアル通りにそう言った。

　続いて得意科目や特技なんぞを発表して、自分をアピールするってのが正しい転校生のあり方である。

　しかし、銀之介は正しい転校生なんかじゃなかった。

　とある事情によって転校に転校を重ねてる問題ありの青年なのだ。

　アピール出来る程、勉強が出来る訳もなく運動にいたっては壊かい滅めつ的。

　唯ゆい一いつ、アピール出来ることと言ったら、ちょっとばかし変わった体質くらいなもんだろうがそれを言ったらジ・エンドだ。

「どうかよろしくお願いします」

　銀之介はぺこって頭を下げてなんとも簡単な自己紹介を終わらした。

「という訳だ。皆仲良くするように。あ、改めて自己紹介しておこう。私はこの二年三組の担任、柏かしわ持もちだ」

　天然パーマの若い教師はガシっとポーズを作った。

　顔を斜ななめ四十五度に傾かたむけて顎あごに軽く親指の腹を当てる。

　無気味だけど本人がいいと思ってる以上止めようがない。

「教科は国語を担当している。しかし本当に君たちに教えたいことは青春の汗あせと涙なみだと鼻水だ。困ったことがあったらなんでもこの私に相談してくれ。家庭を顧かえりみずとも力になろう。分かったね。駒こま犬いぬ君」

　柏かしわ持もち先生はものすごく熱血な瞳ひとみで言った。

　正直、なんか恐こわそうだから遠えん慮りよ願いたかったけど、ここは頷うなずかなくちゃいけないとこだ。

「はぁ。よろしくお願いします」

「うんうん。話じゃ引っ越しばかりしてるらしいじゃないか。これまで親しい友達も出来にくかったろう。これからはこのクラスと私が君の家族だ。大おお船ぶねに乗った気持ちでいてくれたまえ」

　柏持先生は銀ぎん之の介すけの手を握にぎって上下に振りたくってから思い出したように聞いて来た。

「そう言えばまだ聞いてなかったが、駒犬君が引っ越しばかりしてるのは、やっぱりお父さんの仕事の都つ合ごうか何かで？」

「まあ、なんて言うか……」

　銀之介はあいまいな笑みを浮かべた。

　問題は自分にあるがこいつらの前で言うわけにはいかない。

「そんなもんです」

「そうか。転勤の多い家に生まれると大変だな。実は先生も子供のころは大学でサンショウウオの研究をしている父親の都合で日本全国たらい回しに。おかげで各地の方言はマスター出来たがその度にみじめな思いを」

　なんかそのままほったらかしにしておくと地球滅めつ亡ぽうの日まで続きそうだったから、銀之介はさりげなく止めに入った。

「あの、先生。僕の席は」

「お、失礼。私の青春の汗と涙と鼻水の話は今度じっくりすることにしよう。さてと、駒犬君の席は…………あそこだ」

　銀之介は指さされた机へと向かった。

　一番後ろの窓側。そこが銀之介の新しい居場所だった。

　鞄かばんを置いて椅い子すに座すわる。椅子の座り心地は前の学校と大たいして変わりなかった。

「それじゃ授業を始めようか」

　柏持先生の声に、銀之介は慌あわてて鞄をひっくり返し、中身を机の上にぶちまけた。

　と、その時だ、

　ツンツン。

　右の肩かたに刺激が走った。指でつんつんされた刺激だ。

　銀之介は犯人の方に首を動かした。

「やあ」

　隣となりの席の女の子が軽く手を上げ笑った。

　髪の毛がびみょ～に外ハネしてる小こ柄がらな女の子だ。残ってるそばかすが印象的だ。

「よろしくね」

　女の子はパチってウインクした。

「……ああ」

　銀ぎん之の介すけはちょっと緊張した様よう子すでとぼけた返事を返した。

　いきなりのウインク。

　しかもその子は、ちょっと田舎いなかくさい雰ふん囲い気きはあるもののなかなかかわいらしい娘むすめだ。

　もしかして、この学校ではいい思い出たくさん出来るかもしれん。

　銀之介は一人、自分の席でにやけた。
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『股もも引ひき組ぐみ』

　そのいかがわしいビルの門には、そんな看板が立っていた。

　んでもって、その建物の中で巣くってる連中も十分過ぎる程怪あやしかった。

　壁に『一日一悪』って書かれた額がく縁ぶちが飾られている部屋。

　そこにあつまった十数人のいかがわしい男達はこれまた、いかがわしい歌を熱唱していた。





　股もも引ひき組ぐみ組歌

　　　　　　作詞作曲股引伸のぶ左ざ衛え門もん




　悪代官は桃もも太た郎ろう侍ざむらいにやられる

　悪徳商人は水み戸と黄こう門もんにはかなわない

　でも今は現代、桃太郎侍も水戸黄門もいない

　必殺仕事人だっていないのさ

　だからやりたい放題なのさ

　世の中悪あくどい者が勝つ

　正直者は馬ば鹿か野や郎ろう

　悪者だけが生き残る

　さぁ地じ上あげに行こう！

　さあイカサマ賭と博ばくだ！

　薬は駄だ目めだよ恐こわいから

　悪どい手段であこぎに儲もうける

　ああ、我らは股引組

　　　　　　　　　　　　　　　おわり






　歌うだけカロリーと時間の無む駄だのような歌だが、歌ってる本人達はいたって真ま面じ目めだった。

　そ～ゆ～～世界なのだ。

「よ～～し、いい声が出るように毎日腹ふつ筋きんをするんだぞ。腰こしに負担がかかるからちゃんと膝ひざを立ててな」

　指し揮き棒ぼうを振っていた五十前後の男が満足気に頷うなずいて見せた。

　何食べて育てばここまで腹黒い顔になれるんだろうって風ふう貌ぼう。金ぴかの目め茶ちや悪あく趣味なスーツ。中に何が入ってるのか想像するのが恐こわいように膨ふくらんだ内ポケット。

　そう、彼こそたった一代で股引組を設立し、日夜悪どく儲もうけることを考えてやまない、立派な組長さんなのだ。

　人は彼をこう呼ぶ。

　飯いい波なみ市のボツリヌス菌きん。

　子供から大人おとなまで老ろう若にやく男なん女によ全すべてを問わず、さらには犬猫にまで嫌きらわれるとても立派な悪党なのだ。

「それでは本題に入るで」

　伸のぶ左ざ衛え門もんは指し揮き棒ぼうを投げ捨て、パチリと指を鳴らした。

　がらがらと地図を張ったホワイトボードが運ばれて来る。

　飯いい波なみ市内の拡大地図だ。

　地図を隣となりに、伸左衛門は唾つばを飛ばして叫んだ。

「この町にビッグショッピングセンターの開発計画が持ち上がった」

　赤マジックで大きくその場所に丸を書く。

「ショッピングセンターさえ完成すれば価格を釣つり上げて悪どく儲もうけることが可能なんや。わしら股もも引ひき組ぐみもたっぷりおいしい汁しるが吸えるっちゅうこった。だがな、着工するにあたっての一番の障害はこのひなびた商店街や！」

　伸左衛門はホワイトボードに思い切り手を叩たたき付けた。

　かなり痛そうな音が響ひびいた。

　ヒビの恐れもあるやな音だった。

　伸左衛門は右手を抱かかえてしばし痛みをこらえた。

　十数名のいかがわしい連中は必死に自分の尻しりをつねって笑いをこらえた。

　うっかりプーなんて吹き出したもんなら、間違いなく鉛なまり玉だまが飛んで来て明日あしたの朝には日本海で魚のエサになるからだ。そ～～ゆ～～業界だ。

　たいそう長い時間をかけて、伸左衛門は痛みに勝利した。

「この津つ君きみ商店街の貧乏人共をなんとかするよう、東とう条じようの旦だん那なよりきっちり言われとる。普通の地上げならばそんじょそこいらのチンピラにも可能やろ。だがより安く涙なみだも出んような値段で買いたたくには、わてらのような悪あくどいやり方が必要なんや。分かるな」

　いかがわしい連中はこっくりと頷うなずいた。

「よし、分かってるならええわ。なら、これから各自に担当場所を分担する。これまで教えた悪どい手段を駆く使ししてなんとしてでも土地の権利証をぶん取るんだ。しっかと頼たのむで」

　伸左衛門は組員一人ずつに分担を告げていく。

　それぞれ、いかがわしい顔を上下に振って了りよう解かいを示した。

「おい、健けんとマサ！」

「へい」

「ほい」

　最後に、二人組が一歩前へ出た。

　角刈がりサングラスの健と、派は手でシャツチンピラのマサだ。

「この区画はお前らに任せる。小さな区画やからお前らにも可能やろ。なんとしてでもあげるんや。わかったな」

「へい！」

「ほい！」

　健けんとマサは直立不動で返事の声を張り上げた。

　分担を伝えられたいかがわしい顔の連中はどやどやと部屋を出て行った。

　やがて、部屋には健とマサが残された。

　いかがわしい顔の密度がぐぐぅぅって下がってかなり過ごしやすい部屋になった。

　派は手でシャツチンピラのマサは不安そうに兄気分の顔を見上げた。

「兄貴、オイラ地じ上あげなんて初めてで、どうやっていいか分からないっす。とっても不安っす」

「心配するな。この道二十年の俺おれについてくれば間違いはない」

「でも兄貴二十年もこの業界やってるのに、まだずっと下したっ端ば」

「ごちゃごちゃ言うな！」

　健の兄貴パンチがマサに炸さく裂れつした。

「確かに、これまで俺はパッとしなかった。だがそれはあえて自らの力を隠かくし英気を養っていたに過ぎん。だが時は来た。俺はこの仕事を足がかりにぐんぐんのし上がってやる。そしていずれは健さん組を設立し、極ごく道どうの世界の頂点に立つんだ！」

「すごいです兄貴」

　マサは片かた膝ひざついてパチパチ拍手した。

「その時は、マサ。お前が副組長だ！」

「一生ついていくっす兄貴」

　パッとしないチンピラ二人組は手を取り合い熱く見つめ合った。

　十秒経過。

　まだ見つめ合ってる。

　二十秒経過。

　まだまだ見つめ合ってる。

　三十秒経過。

「兄貴って、右のホクロから毛が生はえてるんですね。こんなの初めて見たっス」

「兄貴パ～～～ンチ！」

　健の兄貴パンチでマサは吹っ飛んだ。

「ド阿あ呆ほなこと言ってないでさっさと準備しろ」

「へい！」

「端はしから行くぞ。まずは」

　健は地図の一点にびしって指を突き立てた。

「このうどん屋からだ！」
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　昼休みになった途た端たん、銀ぎん之の介すけは一いつ瞬しゆんにして囲まれた。

　顔中が好こう奇き心しんで埋うまってるおニューのクラスメイト達にだ。

「前はどこの高校にいたの？」

　最初に聞かれた質問がお決まりのそれだった。

「前の高校……か」

　銀ぎん之の介すけの喉のどにでっかい石ころが詰つまった。

　前の高校、思い出したくもないあの名前。でもほんの少し前のことだから名前も出席番号も購買のパンの値段だってはっきり覚えてる。

「長なが崎さき県の時とき津つ高校ってとこだよ」

　銀之介は、忌いまわしきその名前をぼそっと口にした。

「時津高校だって？」

　野や次じ馬うま達がざわめいた。

「俺おれ聞いたことあるぞその高校。どこで聞いたんだろ？」

「ほら、少し前にニュースでやってたじゃないか。不良グループが誰だれかに半殺しにされて校庭に転ころがされてたって奴やつ。たしかその高校だよ」

「そうだ。私も週刊誌で読んだわ。犯人は怪かい物ぶつ？　とか見出しが出てた」

「そうそう。半殺しにされた目撃者の話だと毛むくじゃらで牙きばの突き出た化ばけ物ものだったらしいぜ」

　わいわいがやがや新人類が話す中で、銀之介は一人、傍はた目めにも分かるくらいブルーに染まっていた。

「な、転校生君はあそこの生徒だったんだろ？　なんかニュースに出てないようなすごいこと知らないか？」

　新人類共の熱気がむっと銀之介に襲おそいかかる。

「あはは」

　銀之介は地じ獄ごくでもそうそうお目にかかれない苦しい作り笑いを浮かべた。

　知ってない訳がない。

　まさに、あの時間あの場所、銀之介はそこにいたのだ。

　でも、それは秘密だ。

　まさか自分がやりましたとは口が避さけても言えない。

「僕は……………あの日は風か邪ぜで休んでたから。よく知らないんだ」

「な～～～んだ。残念」

　温度と湿度が幾分下がった。

「でもな、転校生君。聞いといてからこんなこと言うのもなんだけど、時津高校から来たことは秘密にした方がいいぞ」

　一人の新人類の真ま面じ目め顔に、銀之介は怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「どうして？」

「ろくなことにならないのが目に見えてるからさ。すぐに分かることだけど教えておこう。実はこの学校には………」

　話が核心にせまろうとしたその時だった。

　教室の前の扉とびらが勢いよく開かれて、女子生徒が飛び込んで来た。

　銀ぎん之の介すけの隣となりにいた娘むすめだ。前の授業の後に担任に呼ばれて出て行ってたのだ。

「あ、いたいた」

　その娘は野や次じ馬うま達をかき分けて机の前にやって来ると、銀之介の手を摑つかんだ。

「学校を案内したげる。一いつ緒しよに行こ」

　もちろん気の大人おとなしい銀之介が抵抗出来るはずもなく………。

　娘に引っ張られるまま教室を出た。

　もしやこの娘は僕に気があるのでわでわ。

　なんて自己中心的なピンク色の妄もう想そうを抱かかえたけど、残念ながらそうじゃなかった。

「今国語の宿題の提出期限を延ばしてくれるよう先生んとこに頼たのみに行ってたの。そしたらさ、三日延ばす代わりに転校生に学校を案内してやれって言われてね。だから悪いけどアタシの成績のために付き合ってよ」

　世の中、そううまく行かないよね。

　銀之介は廊ろう下かの天てん井じようを見上げてしみじみと息を吐はき出した。

「ごめん、転校生君の名前なんて言うんだっけ？　朝聞いたはずだけどド忘れしちゃって」

「駒こま犬いぬ銀之介」

「駒犬君と銀之介君。どっちで呼ばれたい？」

「普通は苗みよう字じで呼ばれてるけど」

「そーか、じゃあアタシは銀之介君って呼ぶよ。普段と違う方が新鮮でいいでしょ」

　親や親しん戚せき以外から名前で呼ばれるのはものすごく久しぶりだ。

　銀之介はちょっと照れ臭くさい気がして、コクンって頷うなずいた。

　それから聞いた。

「君の名前はなんて言うんだ？」

「そっか、そう言えばまだ言ってなかったね」

　娘はたっぷりともったいをつけてから発表した。

「アタシはね、七しち味み唐とう子こって言うの。いー名前でしょ」

「七味……唐子」

「今さ、七味唐とう辛がら子しを想像したでしょ」

　ジト目光線が飛んで来た。

「あははは、そんなことないって」

　銀ぎん之の介すけは思い切りざ～とらしく笑った。

　その実、真まつ赤かでひょろんとしたあれをしっかりと連想してたのだ。

「ま、いつものことだし、別にいいけどね。あ、最初にお願いだけど名前で呼んでね」

「名前で？」

「そ～。アタシも普段は苗みよう字じで呼ばれてるの。でもいきなり名前にしてなんて言ったって無理でしょ？　こ～ゆ～のって最初からじゃないとね。だから最初の君に頼たのむよ」

「い～よ。唐とう子こさんだね」

「唐子でいいよ。堅かた苦ぐるしいの嫌きらいなんだ」

「分かった。よろしく。唐子」

「そーそーそーそー」

　唐子は満足したようにこっくんこっくん頷うなずいた。

「さ、あんまり時間がないから生徒にとってとっても重要な名めい所しよだけをざっと案内しちゃうね。まずは」

　スタスタ歩く唐子の後ろを銀之介はくっついて行った。




　第一の名所

　購買所




「はい、ここが購買所」

　なかなか大きな購買所だ。

　教室一個分くらいの大きさはある。

　前にいた高校の駅のキヨスクのような購買所とは訳が違う。

「いろいろ揃そろってるよ。文房具はもちろんパンにジュースにお菓子類。ただガムはないけどね。前はあったんだけど嚙かんだガムを机の裏に張り付ける人がたくさんいたから取り止めになったの。普通の店に比べるとちょっとだけ安いかな？ 以上。質問は？」

「ないっす」

「それじゃ次行ってみよ～～」




　第二の名所

　図書館




「ここが図書館」

　本独特の匂においがたち込める空間だった。

　まだ昼休みが始まったばっかだから人の姿も少ない。

　図書館を案内してくれるなんて、顔に似合わず意外と本好きなのかも、って思った銀ぎん之の介すけの予想は見事に外はずれてた。

「ま、昼寝しようと思ったらここが無ぶ難なんなとこね。あっちの百科事典の棚たなの辺あたりなんか誰だれも行かないからソファーに寝ね転ころがってグ～～ってね」

「なるほど、昼寝の場所…ね」

「そ～～～」

「本が目当てってわけじゃないんだ」

「本なんか借りたことないからよく分かんないんだけどね。あれだったら図書委員に聞いて。詳くわしく教えてくれるから」

「ああ」

「それじゃ次行ってみよ～～」




　第三の名所

　保健室




「ここが保健室ね」

　説明されるまでもなく保健室だ。

「生理痛って言えばすぐに休ませてくれるから。図書館で眠ねむるよりは快適だよ。ただ欠点は月に一度しか使えないってこと。覚えた？」

「覚えたって、僕は男だから無理だと」

「え？　男の人って生理痛がないの？」

「あるって話は聞かないけど」

「おかしいなぁ、中学の時、性教育のビデオで確か言ってたような気がするんだけどな。男にも生理痛があるって」

　彼女が何を勘かん違ちがいしてるのか、青少年の銀之介には理解出来た。

　せいりつう。そのビデオで言ってたのはその言葉から『り』を引いたものだろう。

『せいりつう』から『り』を引いたものだったら確かにある。痛いもんじゃない。どちらかと言えば気持ちいいもんだ。

　でもなんか細かく説明するのが恥はずかしいから深くは語らないようにした。

「次をお願いするよ」

　銀之介は少し顔を赤くして唐とう子こを急せかした。




　第四の名所

　トイレ




「ここがトイレね」

　確かにトイレだ。

　しかし、わざわざ案内されるべき名所とも思えない。

「…………………」

「どうしたの？　黙だまりこくっちゃって？」

「いや、トイレは一杯あるけど、ここに連れて来たには何か訳が？」

「このトイレは一見ただのトイレに見えるけど実はただのトイレじゃないの」

「花はな子こさんが出るとか？」

「そんなんじゃなくて、ここのトイレはね、一番教室から離れてて来る人が少ないトイレだってこと」

「だから？」

「も～～、分かんないかな」

　唐子はいらついたように言った。

「つまり静かに用を足たしたいんならここがベストってことよ」

「はぁ」

　確かに、生徒にとっては重要なことなのだろう。

　ただ転校生を最初に案内する場所としてはふさわしくないように思えた。

　もしかして、この唐とう子こって娘むすめは変わり者なんじゃないか？　って疑問が銀ぎん之の介すけの前ぜん頭とう葉ようのはしっぽにニョキッと芽を出した。

「じゃ、次行こ」

「ああ」




　第五の名所

　体育用具室




「ここが体育用具室ね」

「体育用具室だな」

「どう、体育用具室でしょ」

「うん。どこからどう見ても体育用具室だよ。こんなに体育用具室っぽい体育用具室はなかなかお目にかかれない。世の体育用具室に見習わせたいくらいだ」

　銀之介はたっぷりと感心するフリをしてから尋たずねた。

「で、この体育用具室が何か重大なのかな？」

「ほら、ここって出入り口もあんまり人目につかないし、人もそう頻ひん繁ばんに来そうじゃないでしょ」

「確かに」

「これがどういう意味だか分かる？」

「かくれんぼの時隠かくれられる」

「面おも白しろい発想だね。でも高校生にもなってかくれんぼする人ってそういないと思うよ」

「じゃあ何なんだ？」

「あのね、ここはね、生徒の中では有名なね、校内カップルの密会場所なの」

「へ～～」

「ここでキスしたカップルは将来必ず結ばれるっていうジンクスだってあるくらいなんだ」

「僕が前の前にいた学校じゃ確か木の下だったな。どこの学校にも同じような伝説があるもんだな」

　そこで銀ぎん之の介すけは言葉を止めた。

　待てよ。どうしてこの娘こは僕をこんなとこに、って疑問を覚えたのだ。

　青少年の脳のう味み噌そは自分の都つ合ごうのいい方に答えを引っ張る。

　まさか、これは僕とここでムッチューをしたいということで、つまりこの娘は僕に気があるのでは！

「で、なんで銀之介君をここに連れて来たかって言うと。ものすごく大事なことが……とにかく来て」

　唐とう子こが体育用具室の扉とびらを開いた。

　ああ、ビンゴ！かも。

「早く」

「はい！」

　銀之介は初めていけないお店へ足を踏ふみ入れた田舎いなか者ものの若者みたいな顔で体育用具室に足を踏み入れた。

　マットや飛び箱の匂においにまじって、ちょっとだけ青春の香りがした。

「その、唐子……。気持ちは嬉うれしいんだけどさ。こ～～ゆ～～ことってやっぱり順序をおかないといけないと思うんだ。いや、ど～～してもってんなら僕的にはＯＫだけど」

「ぶつくさ言ってないで見てよ」

「見てよって。もしかして服をぬぎぬぎしたとか？　いや、それはヤバイって。いくらなんでもそこまで」

「ほら早く！」

　そっぽ向いていやいやする銀之介の顔を、唐子は無理矢理壁の方へと向けた。

　壁にはでっかいシミがあった。

「このシミって、何かに似てると思わない」

「え？」

「何の形に見えるか言ってよ」

　銀ぎん之の介すけはシミをしみじみと見つめて、ぼそっと呟つぶやいた。

「ドラえもん」

「大正解！」

　唐とう子こは銀之介の頭から手を離してパチパチ拍手した。

　銀之介は目をぱちくりさせた。

　どうも唐子には服を脱ぬぐとかムチューするとかいう意志はないようだ。

「あのさ、もしかしてこのシミを見せたくて僕をここに？」

「他ほかにどんな理由があるの？」

　逆に聞かれて、銀之介は生卵でも飲み込めるような顔でポカンとした。

「でも良かったぁ。友達とかに見せてもみんなタヌキとかネコとか言うんだよね。ドラえもんって分かったのは銀之介君が初めてだよ」

　心の底から嬉うれしそうに笑う唐子を前に、銀之介は確信した。

　やっぱりこの娘は変わってるって。




「さ～て、それじゃ残すとこはただ一つ。こっからだと少し遠くなるけどついて来てよ」

　スタスタと歩く唐子の後ろを、銀之介はいささか疲れた面おも持もちでくっついて行った。

　これまでがこれまでだ。どうせまた妙みようなところに連れていかれるに違いない。

　そんな銀之介の目に奇き妙みような扉とびらが写った。

　悪魔でも出てくるような悪あく趣味な扉だ。

　演出的に古ぼけさせた扉には、かわいいんだかかわいくないんだか分かんない魔女の人形やなんかが張り付いている。

　なるほど、あれが最後の名所に違いないな。

　と、確信を持ったが、唐子は扉には目もくれずスタスタ通り過ぎる。

「え？」

　無視するにはいささかインパクトの強すぎる扉だ。

　銀之介は後ろから声をかけた。

「あのさ、唐子」

「何？」

「………今横を通り過ぎた変わった扉のことなんだけど」

「ああ、あれは不思議研究部の部室」

　ネーミングだけでも怪あやしすぎて避さけて通りたくなる。

「なんなんだ？　その不思議研究部ってのは」

「今は知らなくてもいいわ。そのうち分かることだから。ただ一つ忠告。関かかわり合いにならない方がいいよ」

「はぁ」

　銀ぎん之の介すけは、分かったようで、それでいて全然分かってない返事を返した。

　そう言えば教室でも、すぐに分かることだってフレーズを聞いたような気がする。

　そうだ、この娘こが入って来たから続きが聞けなかったんだ。

　ここでハッキリ聞いておいた方がいいだろう。

　そう判断した銀之介が詳くわしい説明を要求しようと口を開きかけた時だ。

「はい、ついたよ。ここが第六の名所、飯いい波なみレストランよ」

　唐とう子こが足を止めると自じ慢まん気げに言った。

　それは大きな学食だった。

　銀之介は吐はき出しかけた質問を忘れた。

「へ～～、ここって学食があったんだ」

「去年出来たばっかだけどね。わりとイケル味だよ。銀之介君お昼は？　お弁当？」

「いや、今日は持ってない。パンでも買って食べようと」

「そーか。それならここで食べてこうよ。転校記念におごったげるからさ」

　唐子は食券販売機の前に立つと財さい布ふから出した千円札を突っ込んだ。

「何にする？」

「本当にいいのか？」

「遠えん慮りよしなくていいってば。一番高いのだって五百円なんだから」

「それじゃ遠慮なく」

　銀之介はメニューをざーっと見た。なんだかんだでもついつい安いやつを選せん択たくしてしまう。

「じゃあぁ、かけうどん」

「はい、それじゃあラーメン二つね」

　唐子はラーメンの食券を二枚ゲットするとカウンターに突き出した。

「すぐ出来るからちょっと待ってよ」

「うん。それはいいんだけどさ」

「何？」

「あのさ、僕、かけうどんって言ったんだけど………。いや別にラーメンでもかまわないんだけどさ。ど～～して」

　唐子の両目が釣つり上がった。

「あなたね、アタシの目の前で学食のうどんを食べようなんて許されると思ってるの？」

　唐子に睨にらまれ、銀之介はたじたじの穴モグラの顔になった。

「許されない…………のか？」

「許されないわ。アタシの目の前で学食のうどんを食べるって行為はね、そう、例えるなら上シヤン海ハイガニの前でカニかまぼこを頰ほお張ばるような行為なのよ」

「……意味が理解出来ないんだけど」

「いいわよ。アタシだってよく分かんないんだから。とにかく、ここではうどんは食べちゃダメ。とくにアタシの前ではね」

「うどんが嫌きらいとか」

「嫌いなはずないじゃない。世界で一番大好きな食べものよ」

「じゃぁなんで」

「だからこそよ！」

　すっかりミステリーゾーンになってる。

　ここで押し問答をしても仕方ないって悟さとった銀ぎん之の介すけはあっさり降こう参さんした。

　降参するのは嫌いじゃなかった。

　下へ手たにもめるくらいならいくらでも頭も下げられるし降参だって出来る。

　そ～～ゆ～～～情けない性格だ。

　そ～～やってこれまで生きて来たのだ。

「分かったよ。ここではうどんを食べないようにするよ」

「よろしい」

　お待ちぃ！　って出されたラーメンを運んで唐とう子こと銀之介は近くのテーブルについた。

「今度世界で一番おいしいうどんを食べさせてあげるから」

　コショーを振りかけながら唐子が満面の笑みで言った。

「はぁ。ありがと」

　銀之介は困こん惑わく気ぎ味みな表情でラーメンをすすった。
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　角かく刈がりサングラスの健けんと派は手でシャツチンピラのマサは、一軒のうどん屋の前に立っていた。

「行くぞ！　マサ！」

「はい！　兄貴」

　二人はコクンって頷うなずくとうどん屋の引き戸に手をかけた。

　ガラガラガラ。

　レトロな音をたてて扉とびらが開いた。

　いいも悪いも年ねん期きの入った飯めし屋やだ。昼時日本列島ってこともあってそれなりに客が入ってる。

「へいらっしゃい」

　うどん屋の親父おやじが声をかける。

「カウンターへどうぞ」

　素す晴ばらしく人当たりのいい笑顔のご主人だ。

　健けんとマサは思い切り営業妨ぼう害がいな態度でカウンターの席にどっかと腰こしを下ろした。

「ちんけな店だな。マサ」

「本当っすね。兄貴」

「はは、娘むすめと二人でやってる家族経営ですからね。でも味になら自信ありますぜ」

　うどん屋の親父おやじはにこやかにそう言うとカウンターに身を乗り出した。

「でお客さん。何にします？」

「何があるってんだ？　こんな店に」

　健のその言葉に、待ってましたとばかりに親父は唇くちびるを嘗なめた。

「よくぞ聞いてくれました。かけうどん。てんぷらうどん。肉うどん。月見うどん。なんでもあります。通つうな方のためにかまあげうどんもあります。やっぱりうどんの味を知るならこうでなくっちゃ。あとうちは本場長なが野のの善ぜん光こう寺じから究極の七しち味み唐とう辛がら子しを仕入れてるんです。一ひと味あじ違いますよ。よく七味唐辛子はうどんの味を殺すって言う人もいるけどあっしはそうは思いませんね。かすかな刺激がうどんの淡たん泊ぱくな味をぐっと引き立てて……」

　口にパワーモーターをくっつけたような親父だ。

　このまま親父の話を聞いてたら、ついつい成りゆきでうどんを注文する羽は目めになりそうだった。

　健はそうはなるまいと、最高に営業妨害な声でわめいた。

「おうおう、俺おれ達は別にうどんを食べに来たわけじゃね～～んだ」

「そうだそうだ」

　マサもそれに同調する。

「なんですと、うどんを食べに来たんじゃない」

　うどん屋の親父は怪け訝げんそうに目をパチクリさせてから、にんまりと口元を綻ほころばせた。

「大だい丈じよう夫ぶ。丼どんぶり物ものもやってます」




　そして二十分後。




「まいど～～。またどうぞ」

　店の親父の陽気な声に押され、二人は爪つま楊よう枝じでシーハーシーハーしながら店を出た。

「馬ば鹿か野や郎ろう！」

　健の兄貴パンチが炸さく裂れつした。

「どうしてかつ丼どんなんて注文するんだ」

「兄貴だって天てん丼どん食べたじゃないですか」

　マサも必死に抵抗する。

「馬ば鹿か野や郎ろう。俺おれはちゃんと一杯で止めておいたろ。それをお前はいくら無料だからってご飯のおかわりサービスを受けるとは。情なさけない」

「それはひどい言いぐさですね。オイラは兄貴みたいに味み噌そ汁しるを三回もおかわりしませんでしたよ」

　二人は歯を剝むき出して唸うなり合った。

　実に不ふ毛もうで情けない争いだった。

　これこそまさしく中国の名言。五十歩百歩の争いの日本バージョンだった。

　この争いが全くこれっぽっちも何も生み出さないってことに、二人は長い長い時をかけてやっとこさ気がついた。

「確かに、ついついうどん屋の親父おやじのオシに負けてどんぶりを食べちまったのはミスだ。だがな、これには海よりも高く山よりも深い訳があるんだ。分かるな？」

「とっても素す敵てきに日本語間違ってるけどそれは無視しましょう。それで一体どんな訳があるって言うんです？　兄貴」

「うむ、それはだ」

　健けんはたっぷりともったいをつけてから、人権宣言を発表するみたく言った。

「俺達は、朝あさ飯めしを食べていない！」

　オ～～～～！

　マサはパチパチ拍手した。

「空腹の俺達はついつい天てん丼どんとかつ丼どんの誘ゆう惑わくに負けてしまったのだ。だが、満腹となった俺達にはもう恐れる物など何もない！」

「その通りです！　兄貴！」

　マサは意気込んで拳こぶしを握にぎり締しめた。

　しかしアホな奴やつらだよな。こいつら。

「ただ今すぐに引き返すとちょっとだけ拍ひよう子しが悪いから少し時間を潰つぶしてから出直そう。異い存ぞんはないな」

「ありやせん」

「それじゃいつものとこへ行くぞ」

「今日こそはピカチュウのぬいぐるみをゲットするんですね。兄貴！」

　二人は燃えながらうどん屋を後にした。
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　放課後、銀ぎん之の介すけは担任の柏かしわ持もち先生に呼び出された。

　前の学校での授業の進み具合とかを聞かれた。

　おまけに、柏持先生の昔話にしっかりと付き合わされてしまったから遅くなってしまった。

　生まれた時から始まる壮そう大だいで無意味な昔話なんだ。真ま面じ目めに聞いてたら今晩は学校に泊まらなくちゃならない。

　有名市立小学校に入学したあたりで、なんとか振り切って銀之介は国語研究室を出た。

「また聞きに来てくれたまえ」

「もう二度と来るか」

　銀ぎん之の介すけは扉とびらにその言葉をそっと叩たたき付けるとその場からさっさと逃げた。

　もう生徒の姿は殆ほとんどない。たまに校庭の方で熱血系の運動部の苦しいかけ声が聞こえてくるくらいだ。

　窓から見える西の空はほんのり赤く染まってた。

　どこかでカラスがカ～～って鳴く声が聞こえる。まさしく夕暮れって奴やつだ。

「こんなに長くなるって分かってたら教室から鞄かばん持って来るんだった。」

　銀之介が鞄を取りに教室へと向かった。

　わりかし新しい校こう舎しや、光こう沢たくを放つ階段をとんとんと上る。

　銀之介が二学年の教室のある三階の廊ろう下かへ躍おどり出た時だ。

　向こうで見慣れた顔が廊下をごしごしやっていた。

　校内の妙みようなところをあっちこっち引き連れ回して、最後にラーメンをおごってくれた顔だ。

　人ひと気けのない廊下、たった一人でモップを動かしている光景は、なんだか悲ひ壮そうでもの寂しかった。

「何やってるの？」

　見慣れた顔は振り返ると、ブスっとして言った。

「アタシが洗せん濯たくしてるように見える？」

「いや、掃除してるように見えるけど」

「そ～。掃除してるの」

「一人で」

「そ～」

「他ほかの人は？」

「いないわ。アタシ一人よ」

「一人か………」

　銀之介はたっぷりと感心したように息を吐はき出してから尋たずねた。

「どうして一人で」

「ちょっとあってね」

　ちょっと。

　このちょっとがいかなるものなのか、銀之介は少ない脳のう味み噌そで推理した。

　結果こんな光景が脳味噌の前映画館で上映された。





　放課後劇場　第一回

『とある変わり者の不幸』




　放課後、掃除が嫌きらいな生徒達が教室のかたすみに群れになっている。




「おい、今日掃除当番だぜ」

「面めん倒どうくせ～な。フケちまおうぜ」

「でも担任の柏かしわ持もちがうるせ～～からな。掃除してなかったら厳きびしいおしおきがあるぜ」

「ああ、この間も宿題忘れた奴やつが椅い子すに縛しばられて一晩中耳もとで昔話されたらしいぜ。かわいそうに、半月耳なりがしたらしいぜ」

「かと言って掃除する気にもなんね～し」




　思案する掃除が嫌いな生徒達。

　一人の頭に、豆電球がピカっとついた。




「そうだ！　七しち味みにやらせちまおーぜ」

「そうだな。あいつ変わり者だし。よ～し、七味に押しつけて帰っちまお！」

「おい！　七味」

「何？」

「お前、今日俺おれ達の代わりに廊ろう下かのモップがけな」

「ど～～してアタシが？」

「つべこべ言うな！　お前は変わり者だろ。街中にばらされたいのか？」

「ううぅぅぅ」

「よ～～し、じゃ、後は頼たのんだぞ」




　帰ってゆく掃除が嫌いな生徒達。

　哀あわれ、変わり者の女生徒は一人、モップを動かすのであった。
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「なんてひどい話だ。いくら変わり者だからって掃除を押しつけるなんて」

　一人で憤ふん慨がいする銀ぎん之の介すけを、唐とう子こは疑わしそうな目で見た。

「銀之介君。なんか妙みような誤解してない？」

「へ？」

「当番だけど皆がアタシに押しつけて帰っちゃったとかゆ～～シチュエーションを想像してたんじゃない。それに変わり者って誰だれのことよ」

「あ、はははは。誰のことかな～～。僕よく分かんない」

　銀ぎん之の介すけは笑って誤ご魔ま化かした。

　たっぷりとあんまり健全でない笑みをふりまいてから真ま顔がおで尋たずねる。

「違うの？」

「違う違う。そんな奴やつらの代わりにやる程お人好しじゃないわ。アタシは」

　唐子はモップでペシャっと廊ろう下かを叩たたいてから言った。

「これはね、いわゆる罰ばつって奴」

「罰……」

「そー。ついに古典の宿題やって来てない回数が連続十回の記録を作っちゃって、それで学年主任の古典教師のおでこにバッテンが出来ちゃって、放課後に呼びつけられて怒ど鳴なられて、で罰としてこれなわけ」

「なるほど」

「あ、あ、今アタシを馬鹿だと思ったでしょ。そりゃ成績上位って訳じゃないけど半分くらいんとこにはいるのよ。ただ宿題やってないだけ」

「やればいいのに。出来ないわけじゃないんだろ」

「家事やら家の手伝いやらでいろいろ大変なのよ。父子家庭の悲しさね。お母さんが生きてればもっと楽らく出来るんだろうけどね。ま、慣れればそれまでって感じかな」

　唐とう子こはあっけらからんと言った。

「だから基本的に勉強は学校でだけって決めてるの」

　なんか学校なめてそうな言葉だけどこう信念もって言われると立派なような気がする。

　それに父子家庭ってとこに下腹にくいこむナックルパンチのような説得力があった。

「でも、宿題忘れた罰が掃除だってのは小学生みたいだな。僕も小学生の時に宿題忘れた罰でトイレ掃除させられたことがあるぞ」

「本当にそうだね。まったく。これだから一ひと昔むかし前まえの教師ってやなのよ。今いま時どきの子が掃除なんかで反省すると思ってるの」

　とは言いつつもきっちり手抜きなしにやっちゃってるところが彼女の性格なのだろう。

「ま、腹も立つけど自分でまいた種だからね。やんないと」

　そう言うと、唐子はまたごしごしを始めた。

　やっぱり人ひと気けのない廊下を一人でごしごしやってる姿は寂しかった。

　学校の怪かい談だんを連想させる無ぶ気き味みさだ。

　せめてここにもう一人加われば、少なくとも学校の怪談からは卒業出来るだろう。

「手伝うよ」

　銀之介は廊下の掃除用具入れからもう一つモップを持って来るとそいつをかまえた。

「二人でやれば早く終わるだろ」

「でも…………遅くなるよ。けっこう広いから」

「い～～よ。多少暗くなっても。幸い今日は満月じゃないから」

「満月？」

「いや、何でもない何でも。こっちのことこっちのこと。さ、始めよっか」

　銀ぎん之の介すけは思い切り誤ご魔ま化かすとかまえたモップに力を込めた。

　二人の無口な奉ほう仕し活動で、廊ろう下かは十五分後にはピカピカと光こう沢たくを放つまでになった。

「なんだ、意外と簡単じゃないか」

　今日もいい仕事したぜって額ひたいの汗あせをぬぐう銀之介の後ろで唐とう子こはボソっと言った。

「さ、次行こ次」

「へ？　次？」

「そ、この校舎の廊下全部なんだ」

「…………あびょーん」

　確かに広かった。
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　夕暮れ時。

　角かく刈がりサングラスの健けんと派は手でシャツチンピラのマサはうどん屋前に帰って来た。

　いつものことで残念ながらピカチュウのぬいぐるみはゲット出来なかったようだが、その顔に落らく胆たんの色はない。

　そう、これから地じ上あげという健全なる大仕事が待っているのだ。

　昼時日本列島では空腹という敵てきに負けてしまった。

　今回はそうならないための秘ひ策さくが二人にはあった。

　秘策は焼きそばパンの形をしていた。

「どうだ？　マサ」

「兄貴。やっぱり駅前のパン屋の焼きそばパンは最高っすね」

「しっかり食べとけよ。うどん屋で何か食べたくならないようにな」

　二人は必死に焼きそばパンを頰ほお張ばった。

　同業者がいたら、二人のとんちんかんな行動に蹴けりを入れてくれたかもしれないけど、不幸にも親切な同業者は周りにいなかった。

　健とマサは二人で合計六つの焼きそばパンを平たいらげた。

「うっぷ、兄貴。もう食えません」

「俺おれもだ。これで……おい、マサ。ゴミを道に捨てるな」

「へい、すいません」

「あっちにゴミ箱があるからそこに捨ててこい」

「はいっす」

　マサはちゃんと焼きそばパンの包みを屑くず籠かごに捨てた。ついでに屑籠の周りに散らばってる紙屑も拾っておいた。

　なかなか地球に優しい二人である。

「よし、腹は膨ふくれている。もはや何も食べる気にはならん。ってことは地じ上あげの脅おどしも円えん滑かつかつスムーズに行くってもんだ」

「はいっす。兄貴」

「よし、行くぞマサ！　ちゃんと俺おれのお手本を見て俺のやる通りにするんだぜ」

　健けんは引き戸に手をかけると思い切り力を込めてそいつを開いた。

　ガラピッシャ～～～ン！

　叩たたき付けられた引き戸が営業妨ぼう害がいな音を立てた。

　さらに、思い切りガラ悪い足取りで店に入っていく。

「おうおうおう！　大事な話があって来たぜ！」

「おうおう！　大事な話なんだぜ！」

　マサも同じように営業妨害な態度で足を踏ふみ入れた。

　ギロギロギロギロ。

　二十四の瞳ひとみがやかましい二人に向けられた。

[image: ]

　健とマサの二人はそこで動けなくなった。

　自分達を睨にらみ付けている十二人はそんじょそこいらにいる十二人じゃなかった。湾わん岸がん戦争あたりに顔出さなくちゃお目にかかれないような十二人だったのだ。

　迷めい彩さい服ふくのアメリカンアーミー。

　健とマサなんて三分あればハンバーグ用のミンチ肉にされてしまいそうな筋肉の集団だった。

　静かになった二人を無視して、筋肉の集団はまたうどんをすすり始めた。

「オヤジサン。オカワリ」

「こりゃど～～も。いつもいつも団体さんで来てもらって悪いですね。大たい佐ささん」

「コノウドンヲ食ベニ中央高速ヲブットバシテ来ルノガ私達ノ楽シミナノデス」

「はは、そう言ってくれると嬉うれしいですね。ちょっと待ってて下さい。今茹ゆでてますから」

　うどん屋の親父おやじは入り口ですっかり彫刻と化してる二人に目を向けた。

「おや、昼に天てん丼どんとかつ丼どんを食べに来て下さった方じゃないですか。何か？」

　うどん屋の親父が人好きのする笑顔を向ける。

　ついでに十二人の怪あやしい外国人も内臓をわし摑づかみにするような笑顔を向けてくれた。

　彫刻がゆっくりと動いた。

　健はピースサインを作るとそれを持ち上げ言った。

「………………かきあげうどん二つ」
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「でも本当に、今日はありがとね」

　学校を出て十五分くらい歩いたろうか。

　足を踏ふみ入れた津つ君きみ商店街にて、唐とう子こは改めてそう口にした。

「いいって、別に。学校案内してくれたお礼もあるし。ラーメンのお礼もあるし」

　銀ぎん之の介すけは笑いながら答えた。

　学校中の廊ろう下かのモップがけというのは、なかなかえげつないハードさだった。

　それでも二人は半なかば意地になってモップを握にぎり締しめて走り続けた。

　そんなこんなで、二人がお仕事を終えて学校を出た時には、お空はすっかり暗くなっていた。

　三日月がくっきり見えるくらいだ。

　銀之介は三日月を見上げてぽそっと呟つぶやいた。

「ずっとこの形が続けばいいのにな」

「ど～～したの？　月なんか見上げて」

「いや、ちょっとね」

　銀之介は持ち上げていた首を下ろした。

「ねぇ。銀ぎん之の介すけ君の家ってどこなの？」

「ああ。団だん子ご坂ざかの一いつ軒けん家やを借りてる。こっから歩いて四十分くらいかな」

「なんだ。団子坂ならアタシの家とそんなに離れてないじゃない。じゃ、一いつ緒しよに帰ろ」

「そーだな。夜道は何かと危あぶないし」

　ってな訳で仲良く二人で集団下校することになったのだ。

　ぺちゃくちゃといろんなことをくっちゃべってはや二十分くらい。

「席が隣となりってことで今後もいろいろとお世話になることだし。まだまだよく学校のことが分かんないからよろしく頼たのむよ」

　改めてペコンと頭を下げて銀之介は話をまとめた。

「分かった。アタシに任せといて。銀之介君が素す晴ばらしい学校生活を送れるよう協力するからね」

　唐とう子こはあんまり大きくない胸をポンと叩たたいた。

　と、反作用するかのようにグ～～～って音が唐子のお腹なかから響ひびいた。

　お腹の中の小さい唐子ちゃんがうめき声を上げたのだ。

「ははは」

　唐子は照れくさそうに笑った。

「一生懸けん命めい掃除したからお腹減へっちゃって。何か食べよっか？」

「そーだな」

　確かに、銀之介のお腹でも小さい銀之介君が何かを欲していた。

　銀之介は辺あたりを見渡した。

『七しち味みうどん亭てい』って看板のかかった小さな店を見つけた。

「うどん屋がある………あ、駄だ目めだ。休業みたい、他ほかだな」

　他の店へと目を向ける銀之介だが、唐子はすたすたとそのうどん屋の前へと歩いて行く。

「あの、唐子」

　唐子は店の前まで来ると、怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「定休日でもないのになんで休みなのかな？　お父さん何考えてるんだろ？　稼かせぎ時を」

「え？」

「あ、そうか。またジョーンズさん達が来たんだ。それで店開けられないくらいに食べ尽つくしてっちゃったんだね。なるほどね～～」

　唐子は一人分かったようにこくこくと頷うなずいた。

「ま、いいわ。多分うどんの一玉くらい残ってるだろうから。さ、寄ってってよ」

「寄ってってよって、ここ……君の家？」

「そ～～。七味うどん亭。正しよう真しん正しよう銘めいのアタシの家よ」

　唐子はサイフの中から取り出した鍵かぎで店の戸を開いた。

　店に入って電気をつける。小さな店内が明かりで照らされた。

「カウンターのとこに座すわってて。ちょっと鞄かばん置いてくるから」

　店の奥の階段を駆かけ上がってく唐とう子こを見送ってから、銀ぎん之の介すけはカウンター席に腰こしを下ろした。

　ぐるりと店内を見渡す。

　壁に張られた一ひと昔むかし前まえのポスター。古ぼけたテレビ。魂たましいが宿ってそうな招まねき猫ねこ。

　まさに年ねん期きの入った飯めし屋やって感じだ。

「うどん屋だな。うん。間違いないない」

「お待た」

　鞄を置いた唐子が元気よく階段を駆かけ降りて来る。

「う～～ん。唐子の家がうどん屋だったなんてなぁ」

「意外？」

「いや、そ～～ゆ～～～訳じゃないけど。そ～～か、うどん屋だったのか」

　銀之介はひたすら感心した。

「あ、ますます名前の七しち味み唐子にぴったりだなって思ってるんでしょ」

　まさに思ってた。

　でも一応、礼れい儀ぎとして銀之介はすっとぼけた。

「いや、そ～ゆ～訳じゃ」

「いいんだよ。だってモロそうなんだもん。アタシの名前って七味唐辛子から来てるの」

　唐子はさもおかしそうに笑って言った。

「マジ？」

「大きなマジ。男が産まれたら辛から彦ひこ、女だったら唐子って決めてたんだって。安あん直ちよくでしょ。うちの親って」

　馬鹿らしい程安直だ。でも味があると耳もとで百万回囁ささやかれたらそう思えなくもない。

「いいんじゃない。唐子っていい名前だと思うよ」

「ありがと。お世せ辞じでも嬉うれしいよ」

　唐子はニッて笑ってからカウンターから身を乗り出して聞いて来た。

「ねぇ、銀之介って名前はどうやってつけられたの？」

「それは………」

　言いかけて銀之介は口をつぐんだ。

　ちょっと言えない。

　灰色の毛並みが月明りに照らされると銀色に光って見えるからだなんて言える訳ない。

「…………親の名前の一字って奴やつだよ」

　銀之介はぎこちなくそうひねり出した。

「へ～。そうだよね。普通はそんなもんだよね。さてと」

　唐とう子こはセーラー服の上から大きなエプロンを装備し、髪の毛をたばね、腰こしをパシッと叩たたいた。

「酔よっ払ばらって眠ねむってるお父さんに聞いたら二人分くらいのうどん玉は残ってるって。銀ぎん之の介すけ君。何がいい？　丼どんぶり関係はアタシじゃ出来ないけど、うどんだったらなんでも出来るよ」

「それじゃ…………」

　銀之介はお品書きを見た。




・きつねうどん

・たぬきうどん

・海え老びてんぷらうどん

・かきあげうどん

・肉うどん

・キムチうどん

・月見うどん

・野菜うどん

・かまあげうどん

・すうどん

・山さん菜さいうどん

　ｅｔｃ




　いろんな種類のうどんが並んでる。

　この中の一つは、たとえ背中に拳けん銃じゆうを押しつけられたって選んじゃ駄だ目めだが、それ以外なら別になんだっていい。

　とろろイモ以外ならなんだって食べられる。

「それじゃすうどん」

　銀之介はなんだかんだで遠えん慮りよして一番安い奴やつを選んだ。

　それにあっさりとしたのを食べたいって気持ちもあった。

「すうどんでいいの」

「ああ、すうどんでいい」

「ご馳ち走そうされるからって遠慮しないで。時間かかってもいいって言うなら天ぷらだって……」

「いや、ちょっと今は気分的に油っこいのはね」

「そうなんだ。分かった。じゃあすうどんね。ちょっと待ってて」

　唐子は手慣れた手つきでうどんを作り始めた。

　なかなかさまになってた。

　たった二人だから業務用のじゃなく、小さな鍋なべに水を張ってお湯を沸かす。

　水がぼこぼこ歌を歌い出すのを待つしばしの間。

　唐とう子こは銀ぎん之の介すけの顔をまじまじと見つめてニヤニヤって笑った。

「いいこと教えてあげようか？」

「何？」

「銀之介君のことね。実はけっこう話題になってたんだよ。クラスで」

　初耳だ。

　転校する前から話題になるってのはいかなることぞ。

「ど～して？」

「転校生が来るってことは愛と青春の柏かしわ持もち先生が一週間くらい前にクラスで発表したんだよ。その時に言ってたんだ。転校生は高校をいくつも変わってるって」

「…………」

　事実だから何も言えない。なんせ今度で四度目の高校だ。

「だからみんなけっこうドキドキしてたんだ。もしかしたらものすご～～い不良が来るんじゃないかなって」

「不良………か」

「そ──。暴力事件を起こして学校にいられなくなっては転校を繰り返してるんじゃないかって……あれ？　銀之介君。どうしたの？　顔色悪いよ」

「いや、なんでもない」

　銀之介は世界で一番苦しく笑うと、熱っぽく言い訳した。

「別に問題があったわけじゃない。本当に純粋に父さんの仕事の都つ合ごうで転校なんだ。他ほかの理由なんてあるわけがないじゃないか。どんな理由があるってんだ」

「そーだよね。はい、うどん出来たよ」

「ありがと。とにかく、僕は気の弱いどこにでも転ころがってそうな普通の男子高校生なんだ！」

　銀之介は最後にそう主張すると、割わり箸ばしを割って初めて器を覗のぞき込んだ。

　銀之介の箸が止まった。瞳ひとみが極限まで開かれた。

「こ、これは！」

「へへ、卵くらいサービスさせてよ。アタシの一番のおすすめなんだ。うちのって農家と専属契けい約やくして有精卵もらってるんだよ。一ひと味あじ違ってるよ」

　唐子の説明なんて耳に入ってなかった。

　ぶよぶよの半透明は汁の熱でうっすらと膜まくがかかったように白くなっている。

　そしてその頂点には、色鮮あざやかな黄身がこちらを見ていた。

　芸術だった。

　芸術的な月見うどんだった!!

　そしてそれがトリガーだった。

「………すうどんだって言ったのに」

　銀ぎん之の介すけは頭を抱かかえ込んだ。

　もう遅かった。しっかりと月見うどんの月見を見てしまった今、すでに細胞がざわざわとざわめいている。

　たちまち肉体の変化が始まった。

　むずむずと全身に痛みを伴うむず痒がゆさが走ったと同時に、体中の毛細血管が悲鳴を上げるような感覚。

「すうどんだって言ったのに………」

　ニョキッっと耳が飛び出して。

「すうどんだって……」

　全身から限りなく白に近い灰色の獣けものの毛並みが飛び出して。

「すうどん………」

　ぐぐっと迫せり出した口からニョキっと牙きばが飛び出して。

「あおぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！」

　天てん井じように向かって一ひと声こえ鳴いて、銀之介の変身は完了した。

　灰色の毛並みは蛍けい光こう灯とうの光りでうっすらと銀色にきらめいていた。

　恐ろしく集音率の良さそうな三角形の耳が生はえていた。

　ふさふさの尻尾しつぽがズボンを突き破って飛び出していた。

　あかずきちゃんを飲み込めそうな大きな口には先端恐きよう怖ふ症しよう泣かせの鋭い牙とピンク色の舌があった。

　血統書付きの人じん狼ろうって奴やつだった。

「………………………………」

　突然の目の前でのオカルトチックな変身に、唐とう子こは目をぱちくりさせた。

　驚おどろきで声も出ないって状況だった。




「時は来た！」

　地球に優しい二人、しつこく登場である。

　腹一杯のところで、かきあげうどんもつめこんでしまったから、これまで公園で寝ね転ころがって腹をさすっていたのだ。

「腹も膨ふくれてるし、あの湾わん岸がん戦争な連中ももういないだろう」

「兄貴。今度こそ大だい丈じよう夫ぶっすね」

「ああ、三度目の正直ってやつだからな。よし行くぜ！」

「はいっす」

　健けんとマサは頷うなずき合うと一いつ気きにうどん屋の引き戸を開け、怒ど鳴なった。

「おう！　怪け我がしたくなかったらおとなしくこの店の権利書を…………」

　それ以上は喋しやべらせてくれなかった。

　店に両足を入れることも出来なかった。

　二人は弾だん丸がんのように飛び出して来た何者かに、思い切り跳はね飛ばされたのだ。

　二人は木この葉はのようにひゅるひゅると空中を舞ってから、落下した。

　日ひ頃ごろの行ないがよっぽどいいのか、そこはゴミ捨て場のポリバケツの上だった。

「兄貴。今の……」

　右のポリバケツに尻しりを突っ込ませたマサが、息も絶え絶えに言った。

「わ………分からん。俺おれには大きな犬に見えた」

「オイラも、そう見えました………」

　会話出来たのはそこまでだった。

　健けんとマサは仲良くポリバケツの中で気を失った。




「卒業するって誓ちかったのに卒業するって誓ったのに卒業するって誓ったのに」

　銀ぎん之の介すけは四本足でつっ走った。その速度は尋じん常じようなものじゃない。

　肩かたをぶつけた相手がコマになって地面をほじくり返すくらいの速度だ。

　そう、銀之介は何を隠かくそう、狼おおかみ男おとこなのだ。

　きっかけさえあればとんでもない化ばけ物ものに変身出来る人じん狼ろうの血族。

　これまで幾度となく引っ越しを重ねているのも、全すべてはこの特異体質のせいなのだ。

　もう引っ越しも最後だ。もう転校も最後だ。ここに腰こしを落ち着かせてやる！

　そう意気込んでたのにもかかわらず……。

「最初の一日で何をやってんだ僕はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　銀之介は前方に現れた電柱にとびつくとそれを一気に駆かけ登った。

　感電することなく天てつ辺ぺんまで登りつめた銀之介は、そこに犬座りすると夜空を見上げた。

　三日月のお月様が自分をあざけり笑っていた。

「ワオォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォン！」

　自分の馬鹿さ加減に最大の怒りを込めて、銀之介は夜空に向けて遠とう吠ぼえした。

　その遠吠えに、飯いい波なみ市で飼かわれている全すべての犬がおしっこ漏もらしたとか、漏らさなかったとかいう噂うわさの真しん相そうは定さだかではない。

「月見うどんのバッキャロ～～～～～～～～～～～～～！」

　おまけにその怒鳴り声に、飯波市に住む全ての幼稚園児がおしっこ漏らしたとか漏らさなかったとかいう噂の真相も定かではない。




　　　　　　　　　　　　　　第一話　おわり













　　　第二話　秘密兵器は子供の玩具
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　ぴぴぴぴぴぴぴぴ。

　腸をみじん切りにされるように小刻みな電子音だ。

　銀ぎん之の介すけは眠ねむりの世界から引っ張り出された。

　体がごわつくのは制服のまま眠ってたからだ。

　昨日きのうは、あれから電柱の天てつ辺ぺんでしばらく夜風に当たってから帰宅した。

　夕飯も食べずにベッドにもぐりこんだらそのまま朝まで眠ってしまったらしい。

　目覚めは最悪だ。

　最悪の朝ってやつだった。

　もちろんその理由はかくかくしかじかと説明するまでもな～い。

　銀之介の頭に昨日の光景がぼっこり浮かんだ。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　銀之介は情なさけない声をあげると頭を抱かかえ込んで丸くなった。

　そのままフンコロガシが来てどこか知らないところへ運んでくれるのを待ってたけど、現実ってもんはそう甘あまくなかった。

「銀之介！　遅刻するわよ！」

「は～い」

　銀之介はのっそりと起き上がると、よろよろと階段を下りた。

　ゾンビの行進だった。




「昨日はどうしたのよ。遅く帰ってくるなり部屋に閉じ込もって。夕ゆう飯はんもいらないって言うし」

「ちょっとね。学校でクラスメイトの掃除の手伝いしててさ。とにかく疲れちゃって」

　銀之介は力なくそう言うと目の前のトーストにのっそりのっそりジャムを塗り付けた。

「夜中お腹なか空すいて起きて来るかと思っておにぎり用意しといたの、いつ食べたの？」

「いや、僕は食べてないよ。朝まで寝てたから」

「おかしいわね。朝起きたら空からっぽになってたのに？」

　シャーロックホームズが出てきたくなる空気。

　それまで黙だまっていた父親が眼鏡めがねを押し上げて呟つぶやいた。

「あれは私が食べた」

「あなたが食べてどうするの！」

　母親の熱血パンチが飛んだ。

　貧ひん弱じやくな父親は軽くぶっ飛ばされた。

「夜トイレに起きたら腹が減へってな。いや、すまんすまん。それにしてもよく朝までもったな」

「その掃除手伝ってあげた人の家がうどん屋さんでさ。そこに寄ったから」

　噓うそじゃない。確かに寄るには寄った。

　もっとも、何も食べる前に飛び出したわけではあるが。

「なるほど。しかし、驚おどろいたな。早速そんなにフレンドリーな友達が出来るなんて。お前にしちゃ早いじゃないか」

「本当ね」

　脳天気な両親はうんうんと感心して頷うなずいた。

「こっちか？　それともこっち」

　父親が親指と小指を交こう互ごに立てた。

　別に深い意味はない。性別を聞いてるだけだ。

「こっち」

　銀ぎん之の介すけは小指を立てた。

「かわいい娘こか？」

「けっこうね」

「そっか。そりゃこれからの学校生活が楽しみだな。う～～ん。青春の香かおりがする」

　もう学校生活は終わりだよ。

　喜ぶ父親を前に銀之介は心の中で皮肉っぽく呟つぶやいた。

「しかし良かった良かった。掃除で疲れてたのか。変身体質がばれて追いかけまわされてたんじゃないかと思って心配してたんだぞ」

「何言ってるの。あなた。いくら銀之介だって一日はないでしょ一日は」

「そうだな。いくらなんでも一日はないよな。これまでで一番短かった時だって一ひと月つきはもったんだ。たった一日なんてな」

　かははと明るい笑いを響ひびかせる両親。

　まるでどっかの住宅会社の宣伝に使えそうな光景だ。

　息子むすこの顔色を抜かせばであるが……。

「ん？　どうした銀之介。顔色がとてつもなく悪いが」

「なんでもないよ。それじゃ遅刻するとまずいからもう行く」

　銀之介は半分かじった食パンを置くとそのまま飛び出した。

　死し刑けい囚しゆうが牢ろう獄ごくから逃げ出すような勢いだった。

　その尋じん常じようでない気迫に、両親はしばし目をぱちくりさせた。

「どうしたんだ？　あいつ」

「さぁ、よっぽど新しい学校が気に入ったんじゃないの？」

「いいことだ」

　脳天気夫婦はまた住宅会社の宣伝顔になった。

　と、テーブルに置かれた青い包みに気がつく。

「あ、あいつ。弁当忘れて行っちまったぞ。鞄かばんがいつもより軽いって気がつかなかったのか？」

「それは無理よ」

　銀ぎん之の介すけの母親は、まじまじとした顔で呟つぶやいた。

「今思い出したけど、あの子、鞄も持ってなかったもの」
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　耐えられない空間から飛び出した逃亡者はしばし狂くるったように走り続けた。

　これで無罪ならドラマになるが、有罪だから自じ業ごう自じ得とく劇場にしかならない。

　やがて、逃亡者は息が切れて足を止めた。

　昨晩見せた鬼き神しんのような走りにくらべれば盲もう腸ちよう炎えんのしゃくとり虫のようなノロさだ。

「言えない。記念すべき第一日目にすでに変身シーンを見られたなんて父さん母さんには言えない。新記録を更こう新しんしたなんて口が避さけたって言えない！」

　銀之介は隣となりのへいにごんがごんが頭をぶつけた。

「こんなことが許されるわけがないんだぁ！」




一、引っ越し。

二、生活。

三、正しよう体たいばれる。

四、大騒ぎ。

五、逃げるように引っ越し。




　引っ越しから引っ越しまでを簡単にまとめるとこのようなパターンだ。

　この過程をこれまで幾度となく繰り返している。

　一で始まり二と続き、三、四、五は雪崩なだれのごとく。

　これが極ごく意いだ。

　一から五までの最長記録は五歳さいから十歳までの五年間。

　最短記録は一つ目の高校の一カ月と三日。

　あの時は一カ月で正体がばれて三日後に逃げ出した。

　しかし、今回はさらにその上を行っている。なんてったって二を飛び越えて三まで到達してしまったのだ。

　あと四、五と続くのは川の流れのようなもの。しかもかなり流れの速い川だ。助けに飛び込んだら一いつ緒しよに流されてしまいそうな川だ。

　どうひいき目に見たって記録更こう新しんとなるのは明らかだ。

「あ～～～～！　頭が痛い！」

　いい加減馬鹿になるからおでこを鍛きたえるのは止めた。

「ちくしょー。これからどうすりゃいいんだよ。もう学校じゃ大おお騒さわぎになってるだろうし。それに唐とう子こと顔を合わせたら」

　これまで、変身後の自分と顔を合わせた皆様の反応を銀ぎん之の介すけは思い出した。

　ある者は泣きわめいて、ある者は腰こしを抜かして、ある者はひきつけをおこして……。

　なんかものすごく悲しくなった。

　これまで気さくに話してた唐子にひーひー怯おびえられるのは正直つらい。

「失しつ踪そうしよう」

　銀之介が現実逃とう避ひを決め込んだその時。

「おはよ」

　後ろからポンと肩かたを叩たたかれた。

　振り向いてたまげた。

「うわっち！」

　思わずたまげたポーズをとっちゃうくらいたまげた。

　世界で一番顔を合わせたくない奴やつが朝日を浴びて微ほほ笑えんでたのだ。

「はい、忘れ物」

　唐子はにこやかに銀之介の鞄かばんを突き出した。

「昨日きのういきなり飛び出して行くんだから。いくら勉強嫌ぎらいでも鞄くらいはもって帰らないと」

　銀之介はたまげたポーズのまま固まってた。

　だってそうだ。想像してた悲鳴や言葉が唐子の口からは全然出てこないのだ。

　それに当然あってしかるべき怯えの色が彼女の瞳ひとみにはない。

　唐子の目は昨日と同じ色で輝いてる。

「どうしたの？　鳩はとが銀玉鉄てつ砲ぽうくらったような顔しちゃってさ」

　心配そうに覗のぞきこんで来る唐子に、銀之介は拍ひよう子し抜ぬけしたような声をぶつけた。

「逃げないのか？」

「は？」

「キャーって叫ばないのか？」

「どうして？」

「食べられちゃうとか言って泣き出さないのか？」

「だからどうして？」

「化ばけ物もの！　とか悪魔！　とか言って石をぶつけないのか？　お巡まわりさんを呼んで来ないのか？　皆でバット持って追いかけないのか？　保健所に電話を入れて害がい獣じゆう駆く除じよの人を………」

「ちょっと銀ぎん之の介すけ君。何言ってるの？」

　唐とう子こはキョトンとしてる。正しよう真しん正しよう銘めいに分かってない顔だ。

　銀之介の脳のう味み噌そのシワの中に粉末の希望が生まれた。

　もしかして………もしかしてこいつは昨日きのうの僕の変身を見てないんじゃないか？

　風が吹けばとんできそうな希望を銀之介は大切に包んで聞いた。

「あのさ、一つ聞くんだけど………唐子って目悪い？」

「自じ慢まんじゃないけど両目２・０！」

　唐子は小さい胸張って答えた。

　２・０！

　それだけあれば昨日の変身シーンはばっちに角かく膜まくに焼き付いてるはずだ。

　あなおかし。

　いとおかし。

　銀之介は単刀直入に聞くことにした。

「あれ………見た？」

「何？　あれって？」

「だから………昨日の夜の………僕が月見うどんを見て」

「あ～～～あれね」

　唐子は大きく頷うなずくと、遠えん慮りよない馬鹿みたくどでかい声で言った。

「銀之介君がいきなり変身したことでしょ？」

「わーわーわーわーわーわー」

　銀之介は必死に空気をかき回してその声が拡散するのを阻そ止しした。

「そうじゃないの？」

「いや、それはそうなんだけど」

　銀之介は、粉末の希望がはるか遠くに飛ばされるのを見送ってからおずおずと尋たずねた。

「どうして………恐こわがらないんだ？」

「だってアタシ犬好きだもん」

　それが答えだった。

　他ほかに理由はないわってくらい堂々とした態度だった。

　犬と一いつ緒しよにされるってのも狼おおかみ人間としてカチッっと来るがこれはまたとないチャンスだ。

　三、正しよう体たいがばれる。

　ってとこまで来ていながらその目撃者は、犬が好きという理由で（多分それよりも変わり者だってことが大きい）四の大おお騒さわぎするにいたっていないのだ。

「七しち味み唐とう子こさん！」

　銀ぎん之の介すけは膝ひざの関節を砕くだかれたような勢いで土ど下げ座ざすると、アスファルトに額ひたいをぐりぐり擦すり付けた。

「駒こま犬いぬ銀之介。命をかけてのお願いです。昨日きのうのことは誰だれにも、どうか誰にも言わないで下さい。もし僕のあの体質のことが世間に広まったら、僕はまた引っ越しをしなくちゃならないんです」

「どうして引っ越ししなくちゃならないの？」

「皆が恐こわがって警察に電話したり保健所に連絡したりするから」

「おかしいの。アタシそんなことしないよ」

　それは君が変わり者だから。

　つい口からこぼれそうになるその言葉は丸めて胃袋の奥に押し込んだ。

「大騒ぎする人も………多いんだ。これまでだってそれが理由で引っ越しを続けて来てる。とにかく頼たのむ！　誰にも喋しやべらないで……いや、地域社会の平和のために警察や保健所に知らせなくちゃって思うなら仕方ない。僕だって僕みたいな奴やつがいたら危あぶないって思うくらいだから。ただ、もし連絡するにしても一カ月だけ待ってくれ。さすがに温おん厚こうな親でも新記録更こう新しんだけは許してくれないんだ。頼む。唐子！」

　銀之介は時代劇の農民のように土下座した。

　腸を雑ぞう巾きんみたく絞しぼられるような時間が流れた。

　と、そっと肩かたに当てられる柔やわらかい手の感かん触しよく。そして唐子の優しそうな声が耳もとで聞こえた。

「銀之介君が素す晴ばらしい学校生活を送れるように協力するって言ったでしょ。その考えは今だって同じだよ」

「え？」

　顔を上げると、しゃがみこんで目線を合わせた唐子がニコって笑った。

「正体がばれて学校生活を送れなくなるって言うんならアタシ誰にも言わないって。アタシだけの胸にしまって南なん京きん錠じようをがちっとかけとく。だから安心してよ」

　正直、目の前のそばかす付きの少女が天使に見えた。

　天使にしては庶しよ民みん的てきな顔立ちだけど天使だった。

「ありがとう。ありがとう」

　銀之介は涙なみだと鼻水で感激の意を表した。

「分かったから、涙なみだと鼻水拭ふいて立ってよ。人が見たら何かと思うから」

「ふおぉふおぉふおぉふおぉ」

　バルタン星人みたいな笑い声が後ろでした。

　唐とう子こが振り返ると、恐きよう竜りゆうと追いかけっこしたことのありそうな年代のばあさんがいた。

「あ、雑貨屋のおばあちゃん」

「ふおぉっふおぉっふおぉっ。七しち味みさんとこのおチビちゃんも男を泣かす年とし頃ごろになったか」

「あはは、おばちゃん。これには理由がね」

「隠かくさんでええ、隠さんで。ふおぉふおぉふおぉ」

　ばあさんは入れ歯のない口をふがふがさせて朝の散歩へと戻もどった。

「あ～～ぁ、また商店街に妙みような噂うわさが広まっちゃうんだろ～～な」

「えぐっ、うぐっ」

　感動の体液はまだ止まってなかった。

「も～～。いい加減にその涙なみだと鼻水を止めてよ。はい。ハンカチ」

「うう、ありがと」

　銀ぎん之の介すけは受け取ったハンカチで流れ出る体液をきれいに拭ぬぐった。

「でも昨日きのうは正直驚おどろいたよ。いきなり月見うどん見て変身するんだもん。満月で変身するって聞いたことはあるけど月見うどんでなんてね」

「いや、満月以外でも黄色くて丸いものだったらなんだって引きがねになるんだ。テニスボール。黄色いピンポン玉。黄色い信号」

「そーなんだ」

「食べ物の好き嫌きらいと同じで段々と克こく服ふくしてくものなんだ。でも、僕は卵だけは克服出来なかった」

「大変だね」

「ああ。目玉焼きやそばやうどんの月見を見たらもう駄だ目めだ。いくらあがいても体が言うことをきかない。たとえ目を反そらしても始まった変化は止まらない。体中の毛穴がくわっと開くような感覚がぐわ〳〵って広がって……、昨日みたく変身するってわけだ。でも良かった。見られたのが唐子のような人で。あ、これありがと」

　銀之介は、体液でぐっちょんぐっちょんになったハンカチを折り畳たたむと唐子にお返しした。

「さ、学校へ行こうか」

「でも、その前に、アタシの家に寄ってってよ」

「どうして？」

「ズボンのおしり」

　唐子は、一ひと言こと一言前歯で嚙かみ千ち切ぎるようにして言った。

「昨日尻尾しつぽが出た時のままになってるよ」

　銀之介は後ろを見た。

　ズボンは見事に破れてた。

　おまけにトランクスだって破れてるから時と場合によっちゃチラっと肌はだ色いろが見えてしまう。

　銀ぎん之の介すけは唐とう辛がら子しのように真ま赤つかになった。
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「で、すまんがもう一回説明してくれへんか？」

　街で一番悪い顔、股もも引ひき伸のぶ左ざ衛え門もんはこめかみをヒクヒクさせながら言った。

　彼の前には、二人の部下が立っている。

　角かく刈がりサングラスの健けんと派は手でシャツチンピラのマサの二人である。

　もっとも、二人ともギブスとばん創そう膏こうでがっちりと装備されており、悲壮感バリバリだった。

　まぁ松まつ葉ば杖づえがないだけでもマシなのかもしれない。

「ですから、大きな犬の怪かい物ぶつがですね、いきなり飛び出して来て俺おれ達を……」

　健はそれ以上は何も言えなかった。

　伸左衛門が引きだしから出した拳けん銃じゆうを磨みがき始めたからである。

　これ以上何か言ったら撃うたれる！

　長いヤー業界生活。健はそ～～ゆ～～勘かんだけは恐ろしく働くようになっていた。

「すみませんでした。俺達の力不足です」

　健は神しん妙みように頭を垂たれた。

「そんな！　兄貴！　あれは訳の分からない化ばけ物もののせいで」

　脇わきでわめくマサの寿じゆ命みようを延ばすため、健はポケットに入ってた靴下を口に押し込んでやった。

　なんとも下したっ端ぱ思いの健である。

「ま、分かってるならええわ」

　伸左衛門はピカピカの拳銃をしまった。

「ま、わても昨日の今日に土地ぶんどれとは言っとらん。ただ軽い挨あい拶さつくらいは早いとこしとかんとな。追いつめるならスタートは出来るだけ早い方がええ」

「分かってやす」

「たとえ相手がどーしよーもなく肝きもの座った奴やつだったとしても心配はいらへんで。そん時は家族を叩たたくんや。分かったな」

「へい」

「よし、がんばれ」

　組長の叱しつ咤た激げき励れいを胸もとに大事そうに抱かかえて健はマサを連れ部屋を出た。

「うむぐむぐむぐ」

　廊ろう下かにてマサは目を白黒させて靴下を引っこ抜くと健に激しく抗議した。

「兄貴！　これ一週間くらい履はいた奴やつっしょ。酸すっぱかったっすよ」

「悪いな。他ほかに詰つめるもんがなかったから」

　健はギブスのついてない方の手でタバコを持つとそれをくわえた。

　マサがやはりギブスのない方で火をつける。

　抜ばつ群ぐんのチームワークだ。こんな時ぐらいにしか発はつ揮きされないんだろうけど。

「で、兄貴。どうするんですか？」

　マサがちょっとばかし声を潜ひそめて聞いた。

「いっそあのうどん屋は最後にして、他ほかからやりません？」

「馬鹿を言うな！　これから天下を取ろうとしてる男が、たかがあれぐらいのことでひるんでどうする。俺おれは最初にあそこを落とすって決めたんだ。それまでは他に手を出すつもりはない！」

「ああ、兄貴！　素す敵てきすぎます！」

　マサは拍手しようとしたけど、ギブスで片腕が埋うまってた。だから自分の頰ほおをバシバシ叩たたいて音を立てた。

　こいつアホやな。

　しばし涙なみだの滲にじむような拍手（拍はく頰ほお？）をしてから、マサはちょっとだけ怯おびえの入った声を漏もらした。

「でも兄貴。またあのうどん屋に行くんですか？　いや、オイラはいいんですよ。オイラはいいんですが……。実は三年前に死んだおふくろが昨日きのう夢枕に立って、マサや、あのうどん屋には入らない方がいいよって」

「お前のおふくろさんからは今年の正月に年賀状が来たぞ。いつもうちの出で来き損そこないがお世話になってますって」

「……八年前に死んだ親父が」

「お前の親父さん、この間メロン送ってくれたぞ。お前をよろしくって達たつ筆ぴつの手紙つきで」

「………………すんません。実はちょっと恐こわくて」

「あの程度のことで恐がってどうする！」

　必殺、兄貴パンチが炸さく裂れつした。

「まぁいい。安心しろ。今日はあのうどん屋には行かない」

「え？」

「組長も言ってたろ。家族を叩たたくのも一つの手だって」

「言ってましたね」

「あのうどん屋には娘むすめが一人いる。公立飯いい波なみ高校に通ってるってことも調査済みだ」

「って言うと」

「そうだ。高校へと乗り込んで娘に軽く脅おどしをかける！」

　どど～～ん！

　健けんの後ろで高波が打ち寄せた。

「兄貴。とっても悪わるでいかしてます」

「ふっふっふ。これぞ戦せん略りやくだ。言っとくがうどん屋に行くのが恐いからこんなこと言い出したんじゃないぞ」

「分かってますって」

「決して恐こわいわけじゃないからな！」

　言い訳がましくそう繰り返してから、健けんは歩き出した。
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「そうか。転校生か。そりゃ大変だ」

　七しち味みうどん亭一代目店主、七味辛から雄お。人呼んで唐とう子この親父おやじはとっても気さくな人だった。

　一分でもあればジャングルの奥の人食い人種とも酒を酌くみ交かわせるだろう。

「でもまぁ、この街に引っ越して正解だったぞ。なんてったってここには世界一うまいうどん屋があるんだから。コーラーもう一本どうだい？」

「いえ、もういいです」

　銀ぎん之の介すけは炭酸ゲップを吐はき出してやんわりと断った。

　ここへ来てからわずか十五分の間に出された物。

　コーラ三本。

　きつねうどん。

　おたぐり。

　南瓜かぼちやの煮につけ。

　つけもの。

　さらにカツ丼どんを作り始める辛雄さんを今さっき必死に止めたばかりなのだ。

　唐子は奥の部屋でちくちくやってる。

　銀之介からズボンを剝はぎ取った唐子が、二階でぐーすか眠ねむってた辛雄を呼んだのだ。

　大体、ちょっとちくちくしてる間暇ひま潰つぶしに友達と話しててって頼たのむ娘むすめも娘だが、あいよ～って返事して駆かけ降りてくる親父も親父だ。

　親子そろって変わり者って奴やつだな。

　銀之介は頭ず蓋がい骨こつの中で静かに呟つぶやいた。

「俺おれも喉のどが乾かわいたな。ビールでも飲むか。銀之介君もやるかい？」

「遠えん慮りよします！」

「そうか。これから学校って時にまずいよな」

　未成年ってことは頭にないらしい。

　辛雄はビンビールをコップになみなみ注そそぐと一いつ気きに飲み干した。

「ところで。まだ一日しか学校行ってない転校生にこんなことを聞くのもなんだが…………うちの唐子。学校でどうなんだ？」

「どうって？」

「いや、友達とちゃんとうまくやってるかとかな。授業についてってるのかとかな。片親で育てたから心配なんだ。分かるかな？　この親心」

「はぁ、なんとなく」

「不ふ憫びんな奴やつなんだよ、あいつは。母親が死んでからは毎日炊すい事じに洗せん濯たく。さらには店の手伝い。流は行やりの遊びも知らずただひたすらに店のために働いて、生ごみを出しに行くのだってやな顔一つせず」

　辛から雄おはさめざめと涙なみだをこぼし始めた。

「その結果、今いま時どきの子についていけなくなって、学校で孤こ立りつしてたりしたらと思うと心配で心配で飯めしも三杯しか喉のどを通らない」

　これ以上目の前で泣き上じよう戸ごされたらたまらない。

　銀ぎん之の介すけは慌あわてて言った。

「大だい丈じよう夫ぶですって。唐とう子こ…いや唐子さんは元気で親切で親しみやすくて、学校でだって皆と仲良くやってます。僕が保証します」

　噓うそではない。

　確かに、宿題をやらないとか、ちょっと変わってるとかあるけど、基本的にはいい娘むすめで孤立してるなんてことはなかった。

「少なくとも僕は彼女と知り合えて良かったって思ってます」

　自分の変身体質を知ったあとも普通に接してくれる人はとても貴き重ちようなのだ。

「うう、ありがとう。銀之介君」

　辛雄は、しばしタオルで涙をぬぐってから、銀之介にもたれかかった。

　そして酒くさい息を吹きつけ言った。

「うどん屋にならないか？」

「へ？」

「いいぞ。一見退たい屈くつそうな仕事だが、そんなことはない。自分の作り上げた物を客がうまいと言って腹に入れてくれる。ここに至し上じようの喜びがだな」

　僕は今、誘さそわれているのか？

　いや、唐子の親父さんはたんに酔よっ払ぱらってるだけだ。うんそうに違いない。

　でも瞳ひとみがマジな分だけ目め茶ちや苦く茶ちや恐こわい。

　誰だれか！　助けてくれ！

　銀之介は天国の扉とびらを必死になって叩たたいた。

「お待たせ。出来たよ」

　天の助けって奴だった。

　奥でチクチクやってた唐子がネオ学生服ズボン片手に戻もどって来たのだ。

　これ幸いにと銀之介は辛雄のヘッドロックから逃のがれた。

「パンツも脱ぬげば縫ぬってあげるのに」

「遠えん慮りよします！」

　男のプライドをかけて銀ぎん之の介すけは断固としてお断りすると、テーブルの陰かげで素す早ばやく履はいた。

「本当にお世話になりました。それじゃ」

「お腹なかが空すいたらいつでもおいで。じっくり日本のうどん屋の未来について語り合おうじゃないか」

「どうも」

　銀之介はうどん屋から逃げた。

「ははぁ、銀之介君。うどん屋を継つがないかとか言ってからまれたんでしょ？」

　学校への路みちをてくてくてく。唐とう子こが笑いをこらえながら言った。

「お酒入るといっつも若い人捕つかまえて言ってるんだよ。御ご免めんね。迷めい惑わくしたでしょ」

「いや、別にいいんだ。それにしても………個性的な親父おやじさんだな」

　さすがに変わってるとは言えないから銀之介はその言葉を選せん択たくした。

　高校生だっていろいろ気を遣うのだ。

「はは、よく言われるよ。銀之介君のお父さんはどんな感じ？」

「どこにでもいるよ～なおじさんだよ。特徴を説明しろって言われたら、眼鏡めがねのひょろひょろって感じかな」

「眼鏡のひょろひょろ？」

　唐子は考えた。

　眼鏡をかけたニョロニョロが頭の中を通りすぎて行った。

　でもニョロニョロを知らない読者もいそうだからそのくらいにしといた。

「仕事は何をやってるの？　会社員かな」

「普通の会社員がそう引っ越しばっかしてられないよ」

「じゃぁ」

「父さんは………………漫画家なんだ」

「漫画……家」

　予想しない答えに、唐子は目をドイツの通貨単位にした（答え　マルク）。

「そー。漫画家。っても普通の奴やつじゃないよ」

「普通の奴じゃないって言うと………女の子の口からは言いにくいあれ？」

「いや、そっち系じゃなくて。え～～とね。動物がメインの漫画なんだ。月刊ペッターっていう雑誌に連れん載さいされてる」

「アタシ聞いたことないなぁ」

「かなりマイナーな雑誌だからね。とにかく、父さんいわく電話とＦＡＸと仕事道具があればどこででも仕事が出来るんだってさ。だから引っ越しばっかして住む場所が変わってもやってけるらしい」

「へ～。そ～ゆ～もんなんだ」

「もともとは広告会社に勤めてそのあい間まに漫画やってたらしいけど、僕が正しよう体たいばらして引っ越しばっかしてるから自然と漫画一本にね。正直、家族には申し訳ないって思ってる」

　銀ぎん之の介すけは親の前じゃ言えないその言葉をぼそぼそと吐はき出した。

「まぁ、狼おおかみ男おとこに生れてきたことを恨うらむしかないんだけど」

「狼男！」

　それまで聞き手にまわって頷うなずいてた唐とう子こが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「どうしたんだよ。いきなり？」

「そっか、銀之介君っていわゆる世間一般で言う狼男って奴やつだったんだ」

　思いきりタイミングを外はずして納なつ得とくする唐子に、銀之介はこわごわと聞いてみた。

「唐子。僕を今まで何だと」

「犬男」

　唐子のさらっとした答えに、銀之介は思い切り素すっ転ころんだ。

「そ～～か～～。狼男だったんだ～。知らなかったなぁ～～」

　唐子は一人納得したようにうんうんと頷いた。

「狼男って、オカルト関係だよね」

「ああ」

「オカルト…………」

　それから表情をぐいぐいって暗くした。

　音速で突っ走って来たどんより雲が太陽にボディープレスをかました感じだ。

「もしあの子にばれたら、大変なことになっちゃうね」

「あの子？」

「ほら、昨日きのう妙みような部屋の前を通ったでしょ。覚えてる？」

「ああ、恐怖の不思議研究部とかなんとか」

「そー。実はね、あそこには」

　唐子はそこで言葉を止めた。

　見え始めた校こう舎しやの方向からこちらに向かって突っ走ってくる塊かたまりを目にしたからだ。

「噂うわさをすれば影って奴」

　唐子はやれやれとかぶりを振った。

　そして塊は到着した。

　塊はセーラー服を着ていた。

　塊はおかっぱ頭をしていた。

　塊は大きなぐるぐる眼鏡めがねをくっつけていた。

　そしてその眼鏡めがねからは、好こう奇き心しんっていう世界で一番傍はた迷めい惑わくな光がほとばしっていた。

「お早うございます。七しち味み先せん輩ぱい」

　小こ柄がらな女子高生は二人の目の前でぺっこりと頭を下げた。

「突然で申し訳ないんですけど、今度引っ越して来た駒こま犬いぬ先輩ってあなたのことですか？」

　眼鏡がぐいいって迫せまった。

　ぐるぐるうずまきが目をチカチカさせた。

「確かに僕が駒犬だけど」

「前の高校が長なが崎さき県時とき津つ高校っていうのは本当のことなんですか？」

　また眼鏡がぐいいって迫った。

　これでうずまきがクルクル回り出したら眠ねむってしまうだろう。
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「そうだけど」

「駒犬先輩！」

　小柄な体に似合わない大音量に、銀ぎん之の介すけは体をびくつかせた。

「私、一年の三みつ石いし小こ夏なつって言います。不思議研究部の部長をしてます。時津高校で起きたあの事件のことに興味バリバリです。良かったら詳くわしく話してくれませんか？」

「いや、それはちょっと」

「時間は取らせません」

　少女の迫力は並なみ大たい抵ていのものじゃなかった。

　発情期のクマだって思わず尻しり込ごみするような気迫だ。

　銀ぎん之の介すけごときが抵抗出来るレベルじゃないのだ。

「………いいよ」

「良かった。じゃあお昼休みに不思議研の部室まで来て下さい。よろしくお願いします！」

　少女は、銀之介の手に名めい刺しを捻ねじり込むと風のように去って行った。

　宇宙人の襲しゆう撃げきが終わったような静けさだった。

　銀之介は手の中の名刺に目を落とした。

　ゲーセンで作った奴やつだ。




『不思議研究部部長』

　一年５組　三みつ石いし小こ夏なつ

　不思議研の三石ちゃんと呼んで下さい。




「目、つけられちゃったね」

　唐とう子こがものすごく気の毒そうに呟つぶやいた。

「はぁ」

　銀之介は思わずリポビタンＤを差し出したくなるようなため息を吐はき出した。
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「そうだよ。俺おれが言いたかったのもそのことさ」

　時は戦国世は地じ獄ごく……じゃなかった。

　時は三時限目の体育の時間。

　体育教師の模も範はん演技を見せつけられている中、クラスメイトの河かわ村むら恵けい吾ごは小声で言った。

　初登場のようだけど実は一回出てる。

　転校初日の昼休み、わいわい集まった新人類の中でこんなことを言いかけた奴やつだ。

『すぐに分かることだけど教えておこう。実はこの学校には……』

　結局、その時は唐とう子こ襲しゆう来らいで続きがうやむやになってしまったが、彼はこう続けたかったのだ。

『……オカルト狂ぐるいの一年がいてオカルト系統の話となると人の迷めい惑わくかえりみず首突っ込んでくるんだ』

「お気の毒にな」

　河村の目も唐子の目と同じ色を浮かべていた。

「そんなに……迷惑なのか？」

「まあな。この間、一年の女子生徒の家に幽ゆう霊れいが出るって噂うわさがたったんだ。そしたらそれを聞いた不思議研の三みつ石いしちゃんはな、毎晩寝袋持って庭でカメラ構えてたらしい。幽霊を呼び出すとか言ってなんか妙みような楽器をちんぽこちんぽこ鳴らしてな。結局、その女子生徒は不眠症とノイローゼで入院することになったらしいぞ」

　想像以上の傍はた迷惑さだった。

　銀ぎん之の介すけは頭を抱かかえるとぶるぶると震ふるえた。

　その隣となりで、河かわ村むらはたるんだ靴下を直しながら言った。

「ま、そんなイカレタ部だから、部員は部長の一人だけ。眼鏡めがね取ればイケテルのに、もったいないよまったく」

　部員は部長の一人だけ？

　銀之介はそこんとこで眉まゆを顰ひそめた。

　ちょっとした疑問を覚えたのだ。

　聞くは一時の恥はじ、聞かぬは一生の損そん。

「どうして部員一人なのに、あんな立派な部室があるんだ？　それに生徒手帳に書いてあったけど最低十人いないと部として認められないんじゃ」

「駒こま犬いぬ。なかなか鼻がきくじゃないか」

　河村がニヤっと笑ったその瞬しゆん間かん。

「こら！　そこ！　何ごちゃごちゃ話してるんだ！」

　体育教師の一いつ喝かつが飛んで来た。

「河かわ村むら！　またお前か！」

「すんません」

「ん、お前は？」

　体育教師はジロリって銀之介を睨にらみ付けた。

「昨日きのう転校して来た駒こま犬いぬです」

「俺おれの授業の最中に与よ太た話ばなしをしていた罪は重いぞ。転校生だからって見み逃のがすことは出来ん。二人とも授業終わるまで体育館の端はしでうでたてやってろ！」

「分かりました～」

　河村はやれやれと立ち上がった。

「駒犬。言う通りにした方がいいぞ」

　そりゃそうだ。この御ご時じ世せいに縦たてジマジャージに竹刀しないで武装してる体育教師だ。逆らわない方がいいに決まってる。

　銀之介は河村と一いつ緒しよに体育館の端まで行くと両手をついた。

「燃える人間凶きよう器き。森もり本もと。通称、筋肉モリリン。剣けん道どう五段の空から手て五段。合あい気き道どうと柔じゆう道どうもともに四段。さらに最近気き孔こう拳けんまで始めたって噂うわさだ。生活指導主任までやってやがるから気をつけろ」

　河かわ村むらの説明を聞き、銀ぎん之の介すけはため息一つ漏もらして呟つぶやいた。

「担任の柏かしわ持もち先生といい森もり本もと先生といい、個性的な先生が多いんだな」

「個性的な先生か……」

　河村はせっせと上下運動しながらフッて笑った。

「さっきの質問に答えてやろう」

「え？」

「不思議研が部員一人なのにどうして部として認められているか？　そしてどうしてあんな立派な部室を与えられているか。その理由はな」

　河村はもったいをつけてから吐はき出した。

「飯いい波なみ高校最強の教師が顧こ問もんとしてくっついてるからさ」

「最強の教師？」

「あぁ、最強の教師だ」

「燃える人間凶きよう器きの森本先生よりも強いのか？」

「強い。いかに森本といえどもあの先生の前じゃ玉を抜かれた猫状態だ」

「ううむ」

　剣道五段の空手五段。合気道と柔道もともに四段。さらに最近気き孔こう拳けんまで始めたって森本先生をも凌りよう駕がする教師とはどんな教師なのだ？

　銀之介はアメリカ版ゴジラを思い浮かべた。

　きっとそんな教師に違いないと思った。

「その名は倉くら地ち。今年来たばっかの美術教師なんだが、なんだか知らないが不思議研の三みつ石いしちゃんと仲がいいらしくてな、顧問を引き受けた。倉地先生にかかりゃ校長だって赤ん坊みたいなもんだからな。あっさり部として認められ部室も与えられた。そ～ゆ～わけだ」

　キ～～～ンコ～～～ンカ～～ンコ～～ン！

　終業を告げるチャイムが鳴り響ひびいた。

　銀之介にとっちゃ地じ獄ごくへの門の開閉ラッパのようにも聞こえる。

「お、急がないと焼きそばパンが売り切れちまうな。それじゃな。尋じん問もんがんばれよ」

　一人残された銀之介はうでたてふせの体制のまま固まっていた。

　話に聞くかぎり恐ろしい部だ。恐るべし不思議研、恐るべき三石小こ夏なつ。恐るべき最強の顧問。

　もしあのオカルトマニアに正しよう体たいを知られたら、尻しりの毛までむしられて徹底的に調べられることだろう。

　ひーひー恐れられるのもやだけど、尻の毛を抜かれるのはもっといやだった。

　きっと痛いに決まってる。

「銀之介君。そろそろ時間じゃないの？」

　向かい側で授業を受けてた唐とう子こが、まぶしいぶるまあ姿でやって来て言った。

　でもそのまぶしいぶるまあ姿を堪たん能のうしてる余よ裕ゆうは銀ぎん之の介すけにはなかった。

「なぁ、僕、行かない方がいいと思うんだけど」

「行かないってのは、何かすごいことを知ってるのかもって妙みように勘かん繰ぐられちゃうんじゃないのかな」

「う…」

「行って適当に誤ご魔ま化かすのが一番だと思うよ」

　確かに唐とう子この言う通りだ。

　銀之介は静かに唾つばを飲み、戦場に赴おもむく決意を固めた。

「終わったらど～なったか教えてね。アタシ図書館で雑誌でも読みながら結果待ちしてるから」

「ああ」

「そんな明日あしたで日本が沈没しちゃうような顔しないでよ。がんばがんば！　銀之介」

　唐子の傍はた迷めい惑わくな応援だけがむなしく響ひびいた。
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『不思議研究部』

　銀之介の目の前の扉とびらにはくり貫ぬいたコルクで作られたその文字が張り付いていた。

　ジャージから学生服に着替えた銀之介は扉とびらの前で大きく深呼吸した。

　下腹に力を込めて勇気を固めると扉とびらに手をかける。

「失礼します」

　銀之介はエイリアンが闊かつ歩ぽする宇宙船へ踏ふみ込むような心境で部室に入った。

　人の姿はない。

　人の姿はないけど妙みようなもんは一杯あった。

　お札ふだ、魔ま方ほう陣じん、ケロリン、藁わら人形、ＵＦＯの模型、食い倒れ人形、あとイロイロ。

　古こ今こん東とう西ざいの不思議なものオンパレードって感じだ。

　食い倒れ人形とケロリンがイマイチ理解出来なかったが深く悩むのは止めた。

　脳のう味み噌そのグリコーゲンを無む駄だに使うだけだからだ。

　本ほん棚だなにあるのだってそっち系統の本ばかり。タイトルを読んだだけで夜トイレに行くのが恐こわくなりそうだ。

「やっぱり逃げようかな」

　でも退路は絶たれた。

「あ！　来てくれたんですね。駒こま犬いぬ先せん輩ぱい」

　主あるじの登場だった。

「御ご免めんなさい。ちょっと授業が長引いちゃってて。あ、とりあえず座すわって下さい。何にします？　コーラ？　ウーロン茶？　ファンタもありますよ。オレンジだけですけど」

　小こ夏なつは贅ぜい沢たくにも設置されてる冷蔵庫を開けた。

「じゃ、ウーロン茶」

「はい、どうぞ」

「ありがと。それから最初にちょっと聞きたいんだけどさ。どうして朝、僕が転校生だって」

「クラスで聞いたら七しち味み先せん輩ぱいと仲良くしてるって教えてくれたんです。だから七味先輩と一いつ緒しよに歩いてるのがそうかなって。実は七味先輩とは中学が一緒なんです。中学の時はいろいろお世話になりました」

　中学生の唐とう子こが苦労している光景が目に浮かんだ。

　銀ぎん之の介すけは唐子に静かに同情した。

　好こう奇き心しんの塊かたまりはテーブルの反対側の椅い子すに腰こしを預あずけた。

「それじゃお話を」

「ちょっと待ってくれ」

　先せん手て必勝とばかしに銀之介はちょっと待ったコールを飛ばした。

「最初に言っておくんだけど、僕はあの夜のことは何にも」

「質問はこっちからします。それに自分は覚えてないようでも記き憶おくってのは頭の片かた隅すみに残ってるものなんです。大だい丈じよう夫ぶです。それを引き出す方法を私、知ってますから」

　小こ夏なつはポケットから糸をくくりつけた五円玉を取り出した。

「さ、先輩。この五円玉をじっと見て下さい」

「え？」

「張り付いてる記憶を引っ張り出すんです。さ、早く」

　銀之介は言われた通りに五円玉に目をくっつけた。

　右へ行って左へ行って右へ行く。

　まったく、こんなもんで記憶が引っ張り出せれるんならテスト中にやってるよ。

　右へ行って左へ行って右へ行く。

　とにかく、下へ手たなことを言わないようにしなくちゃな。ばれたらおしまいだから。

　右へ行って左へ行って右へ…………。

　あれ？　なんだか気分が……人。

　右へ行って……左へ行って……右へ。

「それじゃ駒犬先輩、お尋たずねします。あの事件のあった日、あなたはどこで何をしてましたか？」

「あの日は………普通に学校へ行って…」

「何か変わったことはありませんでしたか？」

「親切にしてくれてる織おり川かわ先輩に、生徒会長がしつこく言い寄ってて」

「なるほどなるほど」

「かわいそうだな～って思ってて」

「それで？」

「夜に織おり川かわ先せん輩ぱいの家から電話があって、家に帰ってないけどそっちにいないかって。それで僕はもしかしたらって思って、慌あわてて学校へ行って」

「ふむふむ。それで先輩は何を見たんですか？」

「僕は………たくさんのオートバイとそれに囲かこまれる織川先輩の姿を」

「ビンゴだわ！」

　小こ夏なつは机をばしばし叩たたいた。

「さ、先輩、よっく思い出して下さい。その後、先輩は何を目撃しましたか？　一体どんな光景を」

「僕は……………織川先輩を助けたくて……」

　ピンポンパンポン！

　校内放送が入った。

『一年五組三みつ石いし小夏さん。三石小夏さん。至し急きゆう生徒会室まで来て下さい』

「今それどころじゃないの！　さ、先輩。続きを」

　そこで小夏はちょとだけ理性のある顔を作った。

「待って。そう言えば予算案が通るか通らないかでもめてるって言ってたよ～な。多少おっくうでも出ばっとかないとまずいわね」

「僕は………迷うことなく………」

「すいません。駒こま犬いぬ先輩。ちょっとだけ待ってて下さいね。すぐに帰って来ますから」

　小夏はそれだけ告つげると不思議研部室を飛び出して行った。

　でく人形になってる銀ぎん之の介すけが一人残された。

「ポケットに入ってた生卵を………ハッ！」

　頭の中で揺ゆれていた五円玉が消えた。

「ぼ、僕はなんてことを」

　銀之介はグアムの海よりも真まっ青さおになった。

「ばれないようにばれないようにって気き負おいすぎたんだ。そのせいであの五円玉の動きに引き込まれて……」

　もしあと少し小夏がこの場にいたら……。

　銀之介は自分の想像でムンクの叫びと化した。

「いかんいかんいかん。今度来たら五円玉を振られる前にきっちりと言って逃げよう。僕は何も見てません。僕は何も見てません。僕は何も見てません。僕は何も見てません」

　銀之介は何度も何度もその言葉を繰り返して練習した。

　五分が経過した。

　十分が経過した。

　十五分が経過した。

　舌回りは良くなったけど本番はいっこうにやって来ない。

「遅いな」

　続いて銀ぎん之の介すけのお腹なかもグゥゥって呟つぶやいた。

「弁当家に置いて来ちまったし。パンでも買ってくれば良かった」

「失礼しま～～～す」

　清せい純じゆんそうな一年男子が一礼して入って来た。チェリーである確率百パーセントって顔だ。

「三みつ石いしさんに頼たのまれて来ました。なんでもちょっと時間がかかるからこれ食べて待ってて欲しいそーです」

　少年が置いたのは蓋ふたをした学食マークのどんぶりだった。

「君は学食出前委員会か何か？」

「いえ、三石さんの同級生です。生徒会室の前を通りかかったら三石さんが出てきて強ごう引いんに頼まれて」

「断れなかったってわけか」

　銀之介は少年に心から同情した。

「お金はもらってるんで。ど～ぞ」

「ちょっと待った！」

　銀之介は立ち去ろうとする少年に待ったをかけた。

「一つ聞くが中身は？　もし中身があれだったら箸はしでまぜまぜしてほしいんだけど」

「中身は校長先生うどんですけど？　何かまずいですか？」

「校長先生うどん？」

　変わったネーミングのうどんだ。ま、あれじゃないなら危険はない。

「いや、なんでもない。ありがとう」

　銀之介はありがたくお礼を言って青少年を見送った。

　予期せぬ食べ物の登場にお腹なかの虫が元気に運動会を始めてる。

「さてと、せっかくのご好意だ。ありがたく頂ちよう戴だいしよう」

　銀之介は割わり箸ばしを割ると、どんぶりの蓋ふたをパカっと開けた。

　うどんの上には、黄色い塊かたまりがつるんとのっかっていた。

　月見うどんだったのだ！

「い！」

　すでに手遅れ。

　耳が飛び出し、牙きばが突き出し、縫ぬったとこのズボンが破れた。

　銀之介はめでたく変身を遂とげた。




　　　　　７




「ふわぁぁぁぁぁぁ」

　図書館、奥の簡かん易いソファーにて唐とう子こは大あくびをかました。

「やっぱり、睡すい眠みんの必要な女子高生が夜中に起きて父親とうどんこねるってのは問題あるよーな気がするわ」

　それから自分の手の中の雑誌に目をダイビングさせ自じ嘲ちようっぽく笑った。

「でもちゃんとオレンジページのうどん特集号読んでる自分が情なさけない」

　唐子は読み終わったうどん特集号を閉じると、本ほん棚だなに囲かこまれた通路に目を向けた。

「それにしても、銀ぎん之の介すけ君遅いな。時間かかってるけど大だい丈じよう夫ぶかな？」

　こんこんこんこん。

　ノックの音が聞こえた。すぐ後ろからだ。

　でもすぐ後ろは窓。しかもそこは三階のはず。

「そんなはずないよね」

　って思ったけど、やっぱりノックの音が続いた。

　こんこんこんこん。

「え？」

　唐子は肩越しに振り返って、窓の外にいる毛むくじゃらの顔と御対面した。

「銀之介君？」

　ニッと牙きばを剝むき出してそいつは笑った。

　唐子は辺あたりに人がいないのを確認してから鍵かぎを開けて窓を開いた。

「悪いね。読書の最さい中ちゆうに」

「それはいいけど、ど～したのその格かつ好こう。正しよう体たい知られるとまずいって言ってたのは銀之介君じゃない。何を思って学校で変身なんか」

「好きでこんな格好になったんじゃないやい」

　銀之介は唇くちびるを尖とがらした。

「実はかくかくしかじかで、待ってる時に出前が来て、それを開けたらそいつが」

「月見うどんだった」

「そーゆーこと」

　コックリ頷うなずく銀之介に、唐子は完全無欠に呆あきれた。

「も～ど～して蓋ふたを開ける前に気をつけないの！」

「だって校長先生うどんって聞いたんだ。月見うどんじゃないと思って」

「津つ木き美み正まさ晴はる」

「何だそれ？」

「うちの校長先生の名前。よ～するに津つ木き美みと月見とをかけたシャレってわけ。うちの学食じゃみんなそうだよ。校長先生うどん。校長先生そば。校長先生ラーメン」

　理り不ふ尽じんなひっかけに銀ぎん之の介すけはわめきたてた。

「誰だれだ！　そんな馬鹿らしいだじゃれで名前考えたのは。一発ぶん殴なぐってやる！」

「津木美校長」

　銀之介は途と端たんに静かになった。

「一発ぶん殴る？　退学覚かく悟ごで」

「いや、止めとく」

「そーそー。ま、これで一つ勉強になったってことでいいじゃん。それより早くもとに戻もどった方がいいんじゃないの？」

「確かにそーだけど。これが自由自在ってわけにはいかないんだ」

「そーなんだ」

「実は頼たのみがあってここまで壁をよじ上って来たんだ。手数だけど僕の鞄かばんの内ポケットに入ってる青いきんちゃく袋ぶくろを持って来てくれないか？　人間に戻るための秘密兵器が入ってるんだ」

「きんちゃく袋ね。持ってくるまでそこで大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ、幸いこっちは裏庭だから人の姿もないし、変身してる僕だったら壁に張り付いてるくらいわけない」

「ＯＫ。じゃあ行って来るわ。あ、くれぐれもアタシじゃない人の前で顔出さないようにね」

「分かった」

「念のため合い言葉を決めとこ。何かいいのある？」

「合い言葉か。え～と」

　銀之介は０コンマ１秒考えて口を開いた。

「月見うどんのバッキャロー！」

「あなたね。うどん屋の娘むすめにそんなこと言わせるつもり」

「御ご免めん。じゃあてんぷらうどんのバッキャローにする」

　唐とう子こはため息を吐はき出した。

「本質的には何も変わってないじゃない。まぁいっか。月見うどんのバッキャローだっけ。それで行くよ。それじゃね。ちゃんと頭引っ込めててよ」

　唐子は、銀之介の頭を押し込むと全速力で図書館を走った。

　で図書委員に怒られた。

「図書館では走らないで下さい」
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　その女性は、うんざりしてた。

　ど～してうんざりしてるかっていえばそりゃ深い理由がある。

　昼休みになった途と端たん、アロットオブな男達が女性めがけてやって来たからだ。

　男を引き連れるのが嫌きらいって訳ではない。天てん秤びんばかりで計れば好きだって方にガッタン傾かたむく。

　でも、一人でいたい日だってあるのだ。

　とくに、昨夜の夜よ更ふかしで、化け粧しようのノリが悪いこんな日なんてなおさらそうだった。

「ふ～～。ここなら静かにくつろげそうね」

　女性は、図書館の奥、誰だれも読みそうもない分ぶ厚あつい百科事典街のソファーに体を預あずけた。

「でも……私がいた頃ころとはずいぶん変わったわね。制服着用の義務ってのは余分だけど、学食が出来たってのは羨うらやましい気がするわ」

　女性はソファーに置き去りにされてる迷まい子ごのオレンジページを見つけるとそれを拾い上げた。

「たまにはこ～ゆ～の読んで料理の勉強でもしようかしら。え～と、きつね……たぬき……てんぷら………月見………うどんばっか。キャロットケーキの作り方ないのかな？」




　一方こちらは窓の外。

　必死に壁に張り付いて唐とう子この帰き還かんを待つ狼おおかみ君がいた。

　そんな狼君の素す晴ばらしい耳にこんな言葉が飛び込んで来た。

『月見………うどんばっか…キャロ』

　もし狼君の心に余よ裕ゆうがあったなら、それが合い言葉とは別もんであることに気がついたであろう。

　唐とう子この声じゃないことも聞き分けられたろう。

　唐子の匂においじゃないってことだってとんがった鼻を使えば分かったはずだ。

　でも、狼君は焦あせっていた。

　本当に焦あせってた。

　だからその言葉が耳に飛び込んで来た途と端たん、銀ぎん之の介すけは耐え切れなくなって首を突き出した。

「いや～、待ったぞ。ありが……」

　人違いって奴やつだった。

　振り向いて自分と顔を合わせてるのはどう見ても唐子じゃない。

　まず服装が違う。

　なかなかファッショナブルでシックでゴージャスでエレガントな服（訳わかんね～よな）を着用。少なくともセーラー服じゃない。

　ボディーラインだって違う。

　出るとこは出て、引っ込むとこは引っ込んで、そしてとことん出るとこはとことん出るという夢の体型。これに比べれば唐子もまだまだ発展途上国だ。

　それに顔だって違う（当たり前だな）。

　一言で言うと美人。二言で言うとすごい美人。そんな顔だ。

　そんじょそこいらじゃなかなかお目にかかれない大人おとなの女って奴やつだった。
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「こりゃまた失礼しました～」

　って頭を引っ込めようとしたがもう全すべては遅すぎた。

　女性は大きく息を吸い込むと、波は動どう砲ほうのごとくに吐はき出した。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　それは鼓こ膜まくの二、三十枚も軽く突き破ってしまいそうなパワフルな悲鳴だった。




「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　鼓膜を二、三十枚軽く突き破る悲鳴なもんだからとうぜん辺あたりに響ひびき渡った。

　そして教室めがけて走ってる唐とう子この鼓膜も突き破ってくれた。

「今の悲鳴はもしかして………」

　やな予感が二つした。

　一つは銀ぎん之の介すけが見つかったんじゃないかって予感。

　もう一つは見つけた人があの人だったんじゃないかって予感。

　唐子は踵きびすを返すと図書館めがけて走った。

　そしてやな予感は二つとも的中した。

　図書館から女性が飛び出す。

　演出を感じさせる華か麗れいさで倒れる。

　集まる男達。

「恐ろしい怪かい物ぶつが窓から首を！」

　叫ぶ女性。

　どよめく男達。

　唐とう子こは血けつ相そうを変えると図書館に飛び込んだ。

「図書館は走らないように」

　あくまで職務に忠実な図書委員をきっぱり無視して例のポイントへと急ぐ。

「銀ぎん之の介すけ君。銀之介君」

　小声で呼びかけるが返事はない。

「月見うどんのバッキャロー」

　唐子がその言葉を口にすると、窓の外からひょっこり出る獣けものの顔があった。

「唐子だよな？」

　銀之介はしっかりと遠えん慮りよのない視線を唐子の胸元へ送ってからうむって頷うなずいた。

「うむ、やっぱり唐子だ」

「どこ見て言ってるのよ！」

　唐子はなんとなく銀之介の言ってる意味を理解して丸めた雑誌でスカポンっと叩たたいた。

「それにしても銀之介君。まずったわね。よりによって倉くら地ち先生に見られるなんて」

「倉地先生？」

　その名前は脳のう味み噌その新しいミゾに詰つまってる。

「倉地先生って言うと飯いい波なみ高校最強の教師で何な故ぜか三みつ石いしちゃんと仲良しでそれで不思議研の顧こ問もんをやってるっていう」

「詳くわしいじゃない」

「あの奇き麗れいな人が最強なのか？」

「喧けん嘩かが強いかどうか知らないけど、殆ほとんどの男性教師と男子生徒が倉地先生の一ひと言ことで動くことは紛まぎれもない事実よ！　耳すませてみなよー」

　言われた通りに銀之介は長い耳をぴくぴく動かした。

「大変だ！　我らが……倉地先生が怪物に襲おそわれたぞ！」

「ちくしょー。僕達の倉地先生を襲うなんて。なんて野や郎ろうだ！」

「運動部に招しよう集しゆうをかけろ！」

「すぐにだ！」

「ミンチにして今晩のおかずにしてやる！」

　なんて世にも物ぶつ騒そうなかけ声が聞こえて来た。

　銀ぎん之の介すけは頭の天てつ辺べんからつま先までブルーになった。

　尻尾しつぽもキュッって織おり込んだ。

「もうすぐ人が来る。とにかく逃げて！」

「逃げてって言ったって一体どこに」

「人目につかない場所………そうだ。昨日きのう案内したでしょ。ドラえもんのいる体育用具室！　ここから屋根つたっていけば見つからないはずよ！」

　細かく聞いてる暇ひまはなかった。殺気の塊かたまりが近づいている。

「分かった。そこに行く。あ、秘密兵器はそっちに持って来てくれ。それじゃ」

　銀之介は壁に爪つめをたてると壁を上り始めた。

　一いつ瞬しゆんの差でバットやら竹刀しないやら持った男子生徒達（森もり本もと先生もいた）が押しかけてくる。

「倉くら地ち先生を襲おそった怪かい物ぶつが窓の外にいるって」

「え、アタシ見てませんけど」

「どけ！」

　先頭の森本先生は、唐とう子こを押し退のけると窓から首を突き出した。

「いない」

「倉地先生の見間違いだったのかな？」

　そんなことをついつい漏もらしてしまった新しん米まいファン君はいきなりリンチを受けた。

「貴様は倉地先生の言うことを疑うのか！」

「すみません。すみません。僕が間違ってました」

「なら倉地先生はいつでも正しいってそこで正座して百回唱となえろ！」

「倉地先生はいつでも正しい。倉地先生はいつでも正しい。倉地先生はいつでも正しい」

　危あぶない宗教ってこんな風に出来上がってくんだわ。きっと。

　唐とう子こはそんなことを思い、背筋を寒くした。

「いいかお前ら。気を抜くなよ。まだどこかに隠かくれているかもしれん。気合いを入れて探すぞ」

「お～～～！」

「倉地先生の仇かたきは俺おれ達がうつんだ」

「お～～～！」

　ノリ的には『ニューヨークへ行きたいか？』のノリだ。

「銀之介君。くれぐれも見つからないようにね」

　唐子は窓から見える青空に銀之介の無ぶ事じを祈いのった。
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「兄貴。ど～～してこんなとこ歩いてるんすか？」

　マサは聞いた。

　目の前の背中に問いかけた。

　学校へ来たのは分かる。でもどうしてこんな裏側からこそこそと入っていくのかってとこが分かんなかったのだ。

「こんな歩きづらい路地を歩くより正面玄げん関かんから堂々と」

「お前はアホかぁ！」

　健けんの兄貴パンチが炸さく裂れつした。

「俺おれ達はあっちこっちに傷のある商売してんだぜ。もし教師に見つかってみろ。俺達の凄すご味みのある顔で警察に通報されてしまうではないか！」

「そっか。そこまで考えが回りませんでした」

「まだお前はいいさ。潰つぶれた食パンみたいな顔だからな。だが俺は違う。一般人とは一線を画かくした野性味のある顔。もし女性教師なんかが見たらキャーと悲鳴を上げて警察に連絡を…」

「あら、教材関係の方ですね」

　って声がかけられた。

　振り返ると、小こ柄がらな女教師がいた。

「ここをまっすぐ行けば小さな下駄箱がありますから。でも正面玄関から入ってこられればいいのに」

　教師は笑いながら言うと去って行った。

「…………一般人とは一線を画した野性味のある顔じゃなかったんすか？」

　マサがジト目で健を見上げた。

「兄貴パンチパンチパンチパンチ！」

　健はとりあえずマサをしめた。

「きっとあの女は目が悪かったんだ。そうに違いない。さ、行くぞ」

「へい」

「俺は間違いなく野性味溢あふれる顔してんだ。獰どう猛もうで残ざん忍にんな獣けもののようなな」

　二人は角を曲がった。

　そして目を見開いた。

　正しよう真しん正しよう銘めいの野性味のある顔した奴やつがすぐ目の前にいた。

「あ！」

　って声を上げる暇ひまもなく二人は思いきり跳はね飛ばされた。

「ごめんなさ～～～い！」

　その言葉だけがその場に捨てられた。

　ひゅるひゅるひゅると飛んで二人はまたゴミ捨て場の上に落下した。

「兄貴……オイラまたデカイ犬、見ちゃいました」

「奇き遇ぐうだな。俺おれもなんだ」

　二人は仲良くその場で気き絶ぜつした。
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「銀ぎん之の介すけ君。ちゃんと無ぶ事じにたどりつけたかな？」

　唐とう子こは走っていた。そのポケットには青いきんちゃく袋ぶくろが押し込まれていた。

　中身はなんだかまだわかんないけど秘密兵器をゲット。ただいま体育用具室目掛けて全力疾しつ走そうしてるとこだ。

　そんな時に事故は起こった。

　角を曲がった唐子はそこで見事に正面衝しよう突とつした。

　お互たがいが尻しり持もちをつくくらいそれはパワフルなものだった。

「すみません！」

　唐子は相手の手からこぼれ落ちた何かを拾おうと地面を見た。

　そして絶望色の吐と息いきを吐はき出した。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　弁当は御ご臨りん終じゆうしてた。

　内臓をぶちまけた弁当箱の悲ひ惨さんな姿だった。

「すみませんすみません」

　土ど下げ座ざせんばかりの勢いで謝あやまる唐子に、被害者は優しく言った。

「いや、いいんだ。弁当忘れた息子むすこのなんだが、私が食べたってことにすればいい。忘れてったあいつが一番悪い訳だしな」

　ああ、なんていい人なんだろ。

　唐子は頭を上げて、初めてその被害者の顔をまじまじと見た。

　そして声を上げた。

「あ！　眼鏡めがねのにょろにょろ」

「眼鏡のにょろにょろ？」

「いえ、なんでもありません」

　小さな眼鏡でひょろりんとした体。

　唐子の頭に無意識にその言葉が浮かんだのだ。

「あの、もし間違ってたら申し訳ないんですけど、銀之介君の……お父さんですか？」

「え？　そうだけど」

「どうも、初めまして。クラスメイトの七しち味み唐子って言います」

　唐子はぺっこりと頭を下げた。

「銀之介君には掃除を手伝ってもらったりとお世話になってます」

「掃除……って言うと。君はもしかしてうどん屋さんの」

「はい、そーです」

「そうか、君が………」

　眼鏡めがねのにょろにょろはにんまりと笑った。

「いや、失礼。じゃこっちも自己紹しよう介かいしておこう。駒こま犬いぬ銀ぎん一いち郎ろう。知っての通り銀ぎん之の介すけの父親だ」

「いろいろとお話は聞いてます。漫画家さんなんですよね」

「はは。そんなに大たいしたものじゃないけどね。そうそう、僕も銀之介からあなたのことを聞いてますよ」

「え？」

「隣となりの席にかわいい女の子がいるって。これまであっちこっち引っ越して来たけどあんなかわいい子は初めてだって。もうかわいすぎちゃってど～しよ～って言ってたな」

　もちろん口から出で任まかせだ。

「え～～そんな」

　でも唐とう子こは素す直なおに喜んだ。

「ま、銀之介はちょっとばかし変わった息子むすこだけど、良かったら仲良くしてやってくれないか？」

「はい、任せて下さい」

「それはありがとう。さてと、せっかく来たんだ。担任の先生に挨あい拶さつでもして行くか」

　銀一郎は弁当の死体を片づけると唐子に向かって軽く手を上げた。

「それじゃまた」

「はい」

　唐子はしばらく銀一郎が見えなくなるまで見送った。

「本当に眼鏡のにょろにょろなんだもん。びっくりしちゃった。でもいい感じのお父さんね。落ちついてて、とっても紳しん士し的てきで。うちのお父さんとは大違い」

　それからやっと自分の任務を思い出した。

「いけない！　早くこれを届けなくちゃ！」
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　コンコンコン。

　まずは軽いノック。それから体育用具室に体を滑すべり込ませる。

　鍵かぎが壊こわされてるから銀之介は到着してることだろう。

「銀之介君？　銀之介君？」

　返事はない。

「月見うどんのバッキャロー」

　石せつ灰かいの詰つまった袋ふくろの後ろから野性味溢あふれる顔がごそっと突き出た。

「唐子か。あんまり遅いから心配してたんだ」

「御ご免めん。いろいろあってね。後で話すけど。それより大だい丈じよう夫ぶ？　見られなかった？」

「すぐそこの曲がり角で出くわした二人を跳はね飛ばしちゃったんだ。でも多分こっちの姿は見てないよ。一いつ瞬しゆんだったから」

「でも。倉くら地ち先生ファンクラブの連中が血ち眼まなこになってたし、早く元に戻もどった方がいいわね。はい、頼たのまれてた奴やつ」

　唐とう子こは青いきんちゃく袋ぶくろを手渡した。

「中身何なの？　なんかかちゃかちゃ言ってたけど」

「ふっふ、これこそ人間に戻るための秘密兵器」

　銀ぎん之の介すけは袋に手を突っ込むと、もったいをつけてから一いつ気きに摑つかみ出した。

「ジャ～～ン！」

　それは積つみ木きセットだった。

「こんな切せつ羽ぱ詰つまってる時にふざけないで！」

「ふざけてないって。マジなんだ。黄色くて丸い物で変身したから、黄色じゃなくて丸くないものを見れば元に戻れる。小さい頃ころから愛用してるこの積木さえあれば三分くらいで元に戻れる。これがなきゃ一時間はこのままだ」

「なかなか大変なんだね」

「ああ、大変なんだ。それじゃ元に戻るからちょっと待っててくれ」

　銀之介は床に積木を転ころがすとそれを凝ぎよう視ししながら積み上げたりした。

　どっからどう見ても積木で遊んでるようにしか見えない。

「狼おおかみ男の世界も、分かんないものね」

　唐子は心の底からそう吐はき出した。

　その時だ。

「僕、見ました。毛むくじゃらの何かが入ってくのを」

「本当か！」

「遠くからでハッキリとは見えなかったけど普通じゃなかったです！」

「伝説の体育用具室。確かに隠かくれる場所としては申し分ない」

　血液を一いつ瞬しゆんにして凍こおらせるような声が外から聞こえて来た。

「マズイわ！　森もり本もと先生達がもう来ちゃった！」

　唐子は咄とつ嗟さに機転をきかし、高飛びのバーを使ってつっかえ棒ぼうをした。

「ん、開かないぞ」

「何かがつかえてるんだ。皆、手を貸せ」

「オー！」

　ぎっしぎっしぎっしぎっし。

　扉とびらがぎすい音をたて始める。

「なんとかしばらくは大だい丈じよう夫ぶそう。急いで。銀ぎん之の介すけ君」

「おう、今がんばってる」

　銀之介は一生けんめい積つみ木きをいじくった。

　本人はがんばってるんだけど周りから見れば遊んでるようにしか見えないとこが悲しい。

「ちくしょー。なかなかしぶといじゃね～か」

　森もり本もと先生のドブに吐はき捨てるような声が響ひびいた。

「森本先生。お待たせしました」

　続いて、なんだか声帯が半分つぶれてるような声が聞こえて来る。

「おお、お前らの到着を待ってたんだ。脂あぶら田だ！」

「脂田先せん輩ぱい！」

　唐とう子こは小声で叫んだ。

「誰だれだよ。その脂田先輩って」

「相す撲もう部部長よ」

　サ～～。

　唐子は青くなった。

　銀ぎん之の介すけも青くなった。

「倉くら地ち先生のためならエンヤコ～ラ！」

　相撲部による扉とびらぶち壊こわしが始まった。

　扉はバキバキ音をたて、そしてあちこちに亀き裂れつが走る。

「もう駄だ目め。とてもじゃないけど三分なんてもたない」

　唐子は悲鳴を上げた。

「ねぇ、一いつ瞬しゆんで元に戻もどる方法はないの？」

「ないわけじゃない」

「何？」

「僕を気絶させるんだ。そうすれば」

　唐子は脇わきのバットを手にすると迷わず銀之介の頭を殴なぐりつけた。

　ゴキ。

　バットがぐんにょり曲がった。

「ぐわ～～んと来たけど……駄だ目めだ。気絶までにはいたらない。変身した僕を気絶させるにゃロケットランチャーでも持って来ないと」

　銀之介は力なく笑いながら曲がったバットを怪かい力りきで元に戻した。

　扉はどんどん死につつあった。もってあと一分。

「ど～するの。これじゃ銀之介君がまた転校になっちゃうよ～」

　半べそをかく唐子。

　そんな唐とう子こを前に、銀ぎん之の介すけはぼそっと呟つぶやいた。

「もう一つだけ、一いつ瞬しゆんで元に戻もどる方法がある」

「どんな？」

「これは昔変身した僕に脅おどしとして母さんが言ってた。早く人間に戻らないとあれしちゃうぞって感じで。暗示効果って奴やつだろうか？　いつしかそれが元に戻る最高の手段になっていた」

「説明はいいから早く早くそれをやってよ！」

「僕一人じゃ出来ない。唐子の協力がいる」

「なんでも協力するから早く！」

「………………」

　銀之介は一いつ瞬しゆん目を閉じてから、決意を込めて見開いた。

「絶対に怒らないな！」

「うん」

「絶対に絶対だな！」

「うん。とにかく早くして」

「よし！」

　銀之介は右手を唐子の腰こしに回して抱だき寄せた。

　左手を唐子の顎あごに当てて軽く押し上げる。

　呆あつ気けにとられる唐子の唇くちびるに、銀之介はムチュってした。

　唐子の目が大きく見開かれた。




　ついに扉とびらは死んだ。

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!！」

　竹刀しないを持った森もり本もと先生引き連れる空から手て部、柔じゆう道どう部、剣けん道どう部の切り込み部隊が一いつ気きに用具室に雪崩なだれ込こむ。

「どこだ！　化ばけ物もの！」

　化物はいなかった。

　いたのは一組の男女だけだ。

「どうしたんですか？　森本先生。そんな血けつ相そう変えて」

「いや、倉くら地ち先生を襲おそった化物を探してだな」

「化物？　あははは、そんなのいなかったよ。なぁ、唐子」

　にこやかに笑いかける銀之介を唐子はキッと睨にらみ上げた。

「ばっかぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　バッチィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィン！

　最大限のビンタを置き土産みやげに、唐子は用具室を飛びだして行った。

　変身時はバットの一いち撃げきにも耐える銀ぎん之の介すけだが、ノーマル時はビンタで軽く張り飛ばされる。

「絶対に怒らないって言ったのに……」

　銀之介はダウンした。

「化ばけ物ものはいなかったけど、狼おおかみはいたようだな」

　森もり本もと先生の生活指導教師の血が燃えたぎった。

「駒こま犬いぬ！　お前という奴やつはぁぁぁぁぁぁ。ちょっと来い。高校生の正しい恋愛の仕方についてじっくりレクチャーしてやっから」

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃ」

　銀之介は森本先生の指導のもと、うでたてを三百回させられた。




　んでもってこちらはトイレ。

　教室から一番離れてて落ち着いて用が足せる例のトイレ。

「伝説の用具室で………」

　鏡を前に唐とう子こは自分の唇くちびるを指でなぞった。

「馬鹿！」




　　　　　　　　　　　　　　第二話　完
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　　　第三話　狼男は満月が苦手？
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「一体何が起きたんか……あえて聞かないようにするで」

　股もも引ひき伸のぶ左ざ衛え門もんは、奥歯でアゲハの幼虫でもかみ潰つぶしたような顔で言った。

　目の前には健けんとマサがいた。

　先日のギブスに加えて、今度は松まつ葉ば杖づえも装備していた。

　スーパーサイヤ人並みにパワーアップした悲ひ壮そう感かんだ。

「組長！　今度は失敗しません。俺おれももう腹をくくりました。玉ぎよく砕さい覚かく悟ごでぶつかって行きます」

「兄貴！」

「マサ。見ておけ、これが男の死しに様ざまだ」

「格かつ好こう良過ぎるっす。兄貴」

　盛り上がる二人を尻しり目めに、伸左衛門は推定三百キログラムの重い息を吐はき出した。

「意気込みは嬉うれしいがな。しばらくは地じ上あげは休みや。ちよっと別の仕事をやってもらうで」

「え？」

「ちょっと厄やつ介かいな問題が起こったもんやからな」

　伸左衛門は机の上から薄っぺらい地方雑誌を取り出した。

『月刊　い～なみ』

『悪質！　地上げ計画』

　開かれたページの片かた隅すみにはこんな文字が陣じん取どっていた。

「なんすか？　これ」

「書かれたんや。商店街での仕事がな。まだ組の名前や細かいとこはふせられてるが、来月号で特集すると書いてある。公にされたら非常にマズイ。そこでだ」

　伸左衛門はあくどい顔をぬうっと突き出した。

「この地方誌の編集長を軽く脅おどして来て欲しいんや」

「脅しですか？」

「そう。脅しだ？」

「分かりました。早さつ速そく不幸の手紙でも送って」

　伸左衛門は拳けん銃じゆうを引き抜いた。

「マジに考えて出た結果がそれやなんて言うなよ。わても人殺しにはなりたくないんや」

　健けんは押し黙だまった。

「それじゃあ靴にナメクジでも」

　くだらないことを口走ったマサの口に靴下を詰つめ込んだ。

「一番効果的な脅おどしは家族を責める。これは前に言ったな。今回もそれを使うんや」

「家族……と言うと？」

「この男には高校生の娘むすめが一人おる。つまりその娘を誘ゆう拐かいしろってこっちゃな」

「誘拐！　組長！　そりゃ犯罪ですぜ」

「犯罪おかしてなんぼの業界やろ。それに別に誘拐して香港ホンコンに売り飛ばそうって言ってるんやない。ちょっと脅しを入れるだけや。分かったな？」

「へい、分かりやした」

「くれぐれもヘマせんようにな」

「はい」

　健は酸欠寸前のマサを引っ張って組長室を出ようとした。

　と、振り返って尋たずねる。

「ところでその編集長の名前は」

「ああ、三みつ石いしって言うんや。この雑誌持ってけ。書いてあるから」
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「うぅぅ、まだ痛い」

　一歩歩く度に体を駆かける痛みに耐えながら、銀ぎん之の介すけは学校への道筋を歩いていた。

　昨日きのう、森もり本もと先生の愛のある熱血指導によって破壊され尽つくした筋肉は、すこしでも動かそうもんならピーピーと悲鳴を上げる。

　でも一番痛いとこと言えば……。

　銀之介は左の頰ほおを押さえた。

　まだうっすらと平手の跡あとが張り付いている。

　威い力りよくもさることながら心理的にもめっぽう痛かった。

「そりゃ、怒おこるよな。いきなりむちゅーだもんな。今日会ったらちゃんと謝あやまらなくちゃな」

　噂うわさをすればなんとやら。

　目の前をてくてく歩いているのは昨日自分を思い切り引っぱたいた彼女だ。

「よし！」

　銀之介は、滅めつ多たに湧わいてこない勇気を絞しぼると、唐とう子こ目掛けて走った。

「唐子！」

　唐子の目の前に躍おどり出た銀之介はペコッて深々と頭を下げた。

「昨日きのうは悪かった！」

　実に男らしい態度だった。

　言い訳が出来るほど頭が回らないって理由もあるけど。

　唐とう子こは銀ぎん之の介すけをジロって見ると、端たん的てきに言った。

「責任取って」

「へ？」

「責任取ってよ！」

　少しのまじりっけもない本気の顔だ。恐ろしい展開だ。

　銀之介は一いつ瞬しゆん顔をブルーにしたけど、やがて固い唾つばをごくごくって飲み下した。

　ああ、これがテレビドラマとかでよく見る責任取ってシチュエーションなんだな。

　目を閉じ、思いを張り巡めぐらす。

　お父様。お母様。先立つ不幸をお許し下さい。僕はこれから人生の新しい舞台に立ちます。

　責任取ってうどん屋になります。

　静かに、両親にお別れの言葉を捧ささげてから、銀之介は目を開いた。

「分かった。僕も男だ。責任取ろう」

　途と端たんに唐子はニコって笑うと言った。

「そ、ありがと。それじゃ放課後ね？」

「へ？」

「楽しみにしてるから」




　土曜日だから帰宅部の二人は早々と学校から解放される。

　そんな放課後。

　銀之介と唐子は、学校近くの喫茶店にいた。

『喫茶熊の穴』

　そんないかがわしい喫茶店の一番奥のテーブル。唐子の目の前には鬼おにのようなサイズのチョコレートパフェがそびえ立っていた。

「ありがとね。ジャンボパフェおごってもらっちやって」

「いえいえ」

　世界で一番アタシが幸せよって顔でパフェを頰ほお張ばる唐子を前に、銀之介は安あん堵どしたため息を吐はき出した。

「責任……ってこのことだったんだ」

「そー。何だと思ってたの？」

「そりゃぁ、責任って言うくらいだから…………いや。何でもないよ」

　銀之介は遅れて運ばれて来たソーセージサンドイッチを頰張った。

「あのさ、銀ぎん之の介すけ君」

　ふと動かしていたスプーンを止めた唐とう子こが、銀之介から目をそらしたままぼそっと呟つぶやいた。

「言っとくけど、昨日きのうのあれはアタシの中じゃもう忘れさられてるから」

「え？」

「だからぁ！　認めてないって言ってるの！　あれが本当のあれだなんて。だから銀之介君も忘れて！　いい？　分かった？」

「ああ、分かった」

　なんだかよく分からないけど、銀之介はコクンって頷うなずいておいた。

　しばし、もぐもぐする音だけが響ひびいた。

「でも昨日は大おお騒さわぎだったよね」

　パフェに突き刺さっていたポッキーをカリカリ嚙かじりながら、唐子は口を開いた。

「武装した倉くら地ち先生ファンクラブ員が学校内をうろうろしてて。なんでも夜中までそうしてたらしいよ」

「倉地先生ファンクラブ？　そんなのもあるのか？」

「あるわよ。カミングアウトしてる人だけでもだいたい全校男子の三分の一くらい。隠かくれてる人を合わせればもっといると思う。先生だって森もり本もと先生を筆頭に何人か。うちの担任が入ってるって話は聞いたことがないけど」

　最強の教師。

　銀之介は改めてその言葉を嚙かみ締しめた。

「ま、状況から見てもしばらくは倉地先生を襲おそった謎なぞの怪かい物ぶつを追えぇぇぇ！　捕つかまえて挽ひき肉にく機きに入れてミンチにしてハンバーグの材料にしてしまえぇぇぇぇぇぇ！って盛り上がってる思うけど」

　ずんずんずんずんと青くなる銀之介。

　でも唐子は口調を変えるとカラッと明るく言った。

「でも考えようによっては案外これはラッキーかもね」

「ど、どこがラッキーなんだよ？」

　銀之介は力一杯抗議した。

「変身した僕を探して学校中を物ぶつ騒そうな奴やつらがうろついてんだぞ。しかも見つけたらハンバーグにしてしまえなんて言ってる連中なんだぞ。この状況のどこをどう見ればラッキーだなんて」

「物を隠かくすには何か大きな物の中に紛まぎれ込ませる。分かるかな？」

「分かんないよ！」

「察さつしが悪いよ。つまりね」

　唐子が何やら説明を始めた矢先。

「今日は！」

　喫茶店に似合わない大声で飛び込んでくる奴やつがいた。

「あ、マスター！　電話で注文してた特性サンドイッチ取りに来ました！」

「お、いらっしゃい。出来てるよ。でも大変だね。先生に頼たのまれたんだろ」

「へっへ～～～。でもアタシの分も出してもらえるから」

　銀ぎん之の介すけは振り返りたくなかった。唐とう子こだって右に同じだ。

　でも向こうが勝手に二人を見つけると飛んで来た。

「あ！　七しち味み先せん輩ぱいと駒こま犬いぬ先輩じゃないですか！」

　不思議研の三みつ石いしちゃんだ。

「二人で仲良くお茶してるんですか？　いや～、若いってい～ですね～」

　推定年ねん齢れい四十三歳さいなこと言ってから小こ夏なつは銀之介にペコッて頭を下げた。

「あ、駒犬先輩。昨日きのうはすいませんでした！」

「は？」

「私が呼びつけておいたのに、途中でほっぽりだしちゃって」

「え、いや。別に」

「本当はこれからでもじっくりお話を聞きたいところなんですけど」

　銀之介は露ろ骨こつに顔をしかめた。でも話は思わぬ方向へと頭を突き出した。

「今ちょっといろいろ大変なんです。知ってるかと思いますけど倉くら地ち先生が犬のような怪かい物ぶつに襲おそわれたって言うんです。その怪物のことを調べなくちゃならないんです。知的探求心がうずうずしてるんです。だから忙いそがしいんです」

「そ～なんだ」

「ですからすこし待ってて下さい。またいずれお話を伺うかがうんで。それじゃ」

　小夏は一礼すると、熊のようなマスターからサンドイッチの包みを受け取ると店を出ていった。

　なんて言っていいか分からない静せい寂じやくがとぐろを巻いた。

「ね。ラッキーでしょ。しばらくは謎なぞの怪物事件で知的探求心が一杯で銀之介君のことなんか眼中にないって。怪物事件の知的探求心が薄れるころには銀之介君のことなんかすっかり忘れてるだろうし」

「でも……もし怪物事件の知的探求心が薄れなかったらどうするんだ？　最高にヤバイ人種が目を光らせて僕の尻尾しつぽを待ち構えてる最悪の状況なんだぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだって。何度も言うけどあの娘こは飽あきっぽいの。あの娘の知的探求心は燃える時は燃えるけど消えるのだって早いんだから」

「そ～か」

　とりあえずは頷うなずいた銀之介だったけど、なんだか喉のどの奥に不安の塊かたまりが詰つまっていた。

　狼おおかみの血族ゆえの動物的第六感だったのかもしれない。
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「地じ上あげ？」

　七しち味みうどん亭ていの店主、七味辛から雄おは器用に片かた眉まゆ釣つり上げて言った。

「ええ、悪質な脅おどしがあったって聞いたんですけど、おたくは大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ふ～～～む」

　辛雄はしばし腕うでを組んで考えた。考えて考えて考えて、そして口を開いた。

「ない！」

「そうですか」

　男はひどく残念そうな顔で頭を振った。

「それは非常に残念。食べ物屋相手ならゴキブリ入れたり鼻くそ入れたり読者が喜びそうないやがらせが満まん載さいだと思ったのに」

「え？」

「いや、なんでもありません。少なくともこの商店街で被害を受けてる店があるってのは事実なんです」

　男はポケットから取り出した名めい刺しを辛雄に渡した。

「何か被害がありましたらこちらに連絡下さい。ペンは対戦車バズーカーよりも強しですから」

「はあ？」

「それじゃ」

　男は軽く一礼するとうどん屋を出て行った。

「地元雑誌さんも大変だな」

　辛雄が名刺をぺらぺらっと見て呟つぶやいた。

「たっだいま～～～」

　ガラガラっと引き戸が開かれて、一人娘むすめの御帰宅だった。

　そして一人娘はお友達の男の子と一いつ緒しよだった。

「お！　銀ぎん之の介すけ君も一緒なのか！」

　辛雄は名刺をほっぽり出すと申し訳なさそうに入って来た銀之介に詰つめ寄った。

「いや～、丁ちよう度どいい。実は銀之介君に頼たのみたいことがあったんだ。何、難しいことじゃない。ちょっとそこのテーブルについて待っててくれ」

　辛雄が銀之介を強ごう引いんに椅い子すに座すわらせると厨ちゆう房ぼうに飛び込んで何やらがちゃがちゃ始めた。

「…………一体何を始めようって言うんだ？」

「……………………銀之介君。逃げた方がいいかも」

「え？」

「早く！」

　でも時すでに遅し。平皿を持った辛から雄おがひょこひょこやって来た。

「夏に向けての新メニューを作ってみたんだ。その味あじ見みをお願いしたくてな」

　銀ぎん之の介すけの前に平皿がどんと置かれた。

　ごく普通の冷やしうどん。ただ一つの部分を抜かせばではあるが。

　銀之介は、おずおずとその無視出来ない部分を指摘した。

「あの。麵めんが真まつ赤かなんすけど」

「いいところに気がついたね」

　普通気がつくそ！

「新メニュー冷やし紅くれないうどん。唐とう辛がら子しを練ねり込んだうどんをさっぱりとした大根下ろしタレで食べる。実に夏らしいメニューだろ」

　辛雄は得意気に言った。

「もちろん、唐辛子を練り込んだうどんなら他ほかでもやってるとこはある。だがうちのはそんじょそこいらのとは違う。練り込む唐辛子の質と、そして量がケタ外はずれに違うんだ」

　辛雄はぐいいいって胸を張った。

　銀之介にしてみれば、出来れば違うのは質だけにして欲しいって感じだ。

「さ、食べて感想を」

「はぁ」

　銀之介は割わり箸ばしを割るとうどんを二、三本摑つかみ上げた。

　毒々しいまでの赤色だ。小麦粉に絵の具でも交ぜたんじゃね～かって疑いたくなるくらいに。

　銀之介は静かにそれを口に運ぶと、勇気を振り絞しぼってすすった。

　ズルズルズルッ！

　……………………。

　魂たましいがきっちり三秒間抜けた。

　そして魂が帰宅した後は、火を吹く怪かい獣じゆうと化した。

「ううむ。やはりまだ改良が必要か」

　店中を飛び回る怪獣を前にして、辛雄は分かったように頷うなずいた。

「水！　水！　水！」

「はい、水」

　唐とう子この差し出した水によって、なんとか怪獣は退たい治じされた。

「も～～、なんてことするのお父さん！」

「だって、お前が味見してくれないから」

「自分でやって！」

　腰こしに手を当てて父親を睨にらみ付けた唐子は、ふと自分の足元に落っこちてる角張った紙切れに気がついた。

　拾い上げてぺらぺらって見る。

『ペンの力で街に平和を。飯いい波なみタイムズ編集長　三みつ石いし彰あき春はる』

「ど～したの？　この名めい刺し」

「ああ、さっき来てな。なんかこの辺あたりをガラの悪い連中が地じ上あげしようとしてるとかで、何かいやがらせの被害はありませんかって」

「うちなんかいやがらせされたっけ？」

「いや、うちにはないが、周りじゃちらほら被害にあってるらしい。何かあったらすぐに連絡してくれとな」

「へ～～～～。それにしても」

　唐とう子こは再度名刺を見て苗みよう字じを確かめた。

「この苗字、この街に多いのかな？」

「そうそう。そう言えば一番下の娘むすめさんは飯波高校の一年生って言ってたぞ。なんでも一年生なのに部長さんだそうだ」

「………………」

　もはや決定だ。迷う必要もない。

「ってことは……三石ちゃん？」

　辛から味みの王国から帰って来た銀ぎん之の介すけが不安げに呟つぶやいた。

「………そーゆーことになるね」

　二人は、二人にしか分からないため息を吐はき出した。

「ところで唐子。悪いんだがちょっくら出前に行ってくれないか？」

　辛雄の言葉に、唐子はおやって首を傾かしげた。

「出前？　出前は味を落とすからやんないってのがお父さんのガンコ一いつ徹てつじゃなかったっけ？」

「特別だよ。ほら、横よこ町まちの御ご隠いん居きよさん。よく食べに来てくれてたろ」

「うん。三日と開けずに来てたけど最近来ないね。どうしたんだろ？」

「なんでもバナナの皮に滑すべってギックリ腰ごしになっちまったんだとさ」

「バナナの皮？」

「そーだ。なんでもあの辺あたりで最近バナナの皮を捨てて回ってる野や郎ろうがいるらしくてな。運悪くその被害にあっちまったって訳だ」

　バナナの皮に滑ってギックリ腰になる。肉体的外傷もさることながら精神的にもかなり痛いだろう。

「気の毒に」

　唐子は心の底から同情した。

「それで御隠居さんが蒲ふ団とんの中で言うそうなんだ。七しち味みうどん亭ていのきつねうどんが食べたい。あのつるつるしこしこした感触をもう一度味わいたいって。それで家族の人から電話があってな。これから取りに来るから一杯作ってもらえないかって」

「でも横よこ町まちって言ったら車でだって十五分はかかるよ。冷さめちゃうし伸びちゃうしおいしくなくなっちゃう」

「そうだ。で、出た結論はただ一つ。現地へ材料持参で行って作ってあげるってことだ」

　辛から雄おはびしって唐とう子こを指さした。

「俺おれが行きたいとこだが、これから夜の店の準備をしなくちゃなんねえ。そこで唐子。この役目。お前に任せる」

「え～～～」

「お前ならば七しち味みうどん亭ていの味を出せるだろう。もう準備はしてある。すぐに出てくれ」

「でも」

「でももへったくれもない。うちのうどんを楽しみにして蒲ふ団とんの中でくたばりかけてるじじいがいるんだ。冥めい土どのみやげにきつねの一杯も出してやらんでどうする」

　無む茶ちや苦く茶ちやな説得だったけど、迫力に押された。

「仕方ないか」

「分かってくれたか。さすが我わが娘むすめ。もらった代金はお前の小こ遣づかいにしていいからな。頼たのんだぞ」

「小遣いも何も、往復の電車賃でほとんど消えちゃうよ」

　唐子はうどんを茹ゆでる特性鍋なべを背せ負おって十分な火力を発はつ揮きするバーナーを抱かかえた。さらにうどん玉やらダシの素やらきつねやらを一ひとまとめにして肩かたから下げる。

　ちゃんと七味唐とう辛がら子しも内ポケットに忍しのばせることを忘れない。

「それじゃ行って来る。御ご免めんね。銀ぎん之の介すけ君。せっかく来てもらったのに。遅くなると思うけど、もし良かったらゆっくりしてて」

「あ、僕もつきあうよ」

　銀之介は立ち上がると、唐子に抱かかえられたバーナーコンロ一式を少々強ごう引いんにもぎ取った。

「え、いいのに」

「いいっていいって。僕も暇ひまだし、それに……」

　ここにいたらさらにとんでもないものの味あじ見みをさせられそうだから、って言葉はとりあえず飲み込んでおいた。

　事実、辛雄は今度は毒々しいまでにま緑のうどんを皿に盛り付けている。

「さ、行こう。暗くなる前に帰ってこられるように」

　銀之介は唐子を引っ張るようにしてうどん屋から逃げ出した。

「さ、銀之介君。次は冷やし葵あおいうどん。これでもかってくらいにワサビを練ねり込んでだな……。あれ？　銀之介君」

　辛雄はガラ～ンとしたうどん屋で目をパチクリさせた。

「仕方ない。たまには自分で味をみてみるか」

　辛から雄おはま緑のうどんを指でつまむとツルツルってすすった。

　魂たましいが抜けた。

　数刻後、火を噴く怪獣がうどん屋前で七しち転てん八ばつ倒とうすることになった。




　　　　　４




「ふ～～」

　女教師は手にしていた絵筆を置いた。

　組んでいた足を組み替える。

　禁断の谷間がかいま見えるけど床ゆかに這はいつくばってそれを見ようとする馬鹿な男はそこにはいなかった。

「こんな感じだったかしらね。チラっと見ただけだからなんとも言えないけど」

　女教師、倉くら地ちは脇わきのテーブルの上からサンドイッチの最後の一切れを取ると口に押し込んだ。

　ここは美術研究室。

　彼女は、一生懸けん命めい脳のう味み噌そのミゾをほじくり返して絵を仕上げていたのである。

「ど～～もありがとうございますぅ」

　脇わきからしやしゃり出てきた女子高生、三みつ石いし小こ夏なつは、完成した絵を手に取るとしげしげと観察した。

　描かれてるのは人間じゃない。白銀の精せい悍かんな怪かい物ぶつ。

　一見すると犬だけど伸びた牙きばや発達した顎あごは犬とはかけ離れてる。

「でもこんな絵を見てどうしようって言うの？」

「もちろん。この怪物を捕つかまえるんです！」

　小夏は燃える瞳ひとみで拳こぶしを固めた。

　倉地はは～って息を吐はき出した。

「本当にこういう系統が好きなのね。プチ三石ちゃん」

「そのプチ三石ちゃんっての止めてくれません？」

「御ご免めん御免。でも他ほかに思いつかなくて……。ところでプチ三石ちゃん」

「もーいーです」

　小夏はぷーって膨ふくれた。

「で、何ですか？」

「そうそう、プチじゃない三石ちゃんは元気か聞こうと思って」

「姉さんは相変わらずですよ。長なが野の市でブイブイやってます」

「そーなんだ。今度帰って来たら顔見せるように伝えておいてよ」

「は～い。倉地先生って、高校時代姉さんと同じ部だったんですよね」

「そーよ。演劇部。私が部長。後こう輩はいに三みつ石いしちゃん。それともう一人。世界で一番馬鹿な男」

　倉くら地ちはちょっとだけ遠い瞳ひとみで天てん井じようを見た。

「どうかしたんですか？」

「ううん。まあ、いろいろあったってことよ」（『僕の血を吸わないで』１～５参照）

「あれからはや、四年。飯波高校ここもだいぶ変わったわ。制服着用しなくちゃいけなくなって。教師がガラっと入れ替えになって。学食が出来て。三石ちゃんの妹が入学して。私が教師として戻もどって来て…」

　倉地先生はまた遠い目になった。

　そのまま放っておいても良かったけど、組んだ足の隙すき間まからパンツ見えてるし、もしここに男性教師、もしくは男子生徒が入って来たらすごいことになりそうだから、小こ夏なつはおずおずと話しかけた。

「それじゃ、倉地先生。この絵は借りていきますね。ポスターにして外の人達にくばります」

「外の人達？　ああ。正直うざったいのよね」

「またまた。姉さんに聞きましたよ。倉地先生って、学生時代も一杯男の子引き連れてたって」

「確かにね。大たい抵ていの男はくっついて来たわ。ま、中には例外もいたけど」

　また倉地は遠い目になった。
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「あの、先生」

　今度の遠い目はさっきよりもかなりパワフルだった。

　さっきの遠さを東京～大阪間としたら、今度は東京～福岡くらいある。

　とりあえず小こ夏なつは、倉くら地ちのミニスカを引っ張ってパンツは見えないようにしてあげた。

「それじゃあ先生。失礼します」

　小夏はぺこって頭を下げると、フェロモンで充満した部屋を出た。

　部屋の外には筋肉がずらって並んでた。

　柔じゆう道どう部の筋肉。空から手て部の筋肉。テコンドー部の筋肉。剣けん道どう部の筋肉。相す撲もう部のぜい肉。

　倉地先生を守るために選せん抜ばつされた倉地先生ファンクラブ武闘派集団の皆さんだ。

　もしまた怪物が倉くら地ち先生に襲おそいかかっても、この鍛きたえ抜かれた筋肉ですりつぶしてやろうって意気込んでる物ぶつ騒そうな人達だ。

　あわよくばその後でありがとのチューなんてもらえたらな～なんて思ってる困った人達でもある。

　しかしこいつらもアホだよな。

　筋肉がずらって並んでるこの廊ろう下かはまず普通の神経してる奴やつなら避さけて通りたくなるだろう。

　でも、幸い小夏は普通の神経はしてなかった。

「それじゃ、皆さん。護ご衛えいがんばって下さ～～い」

　小夏はにこやかに挨あい拶さつすると絵を抱かかえて玄げん関かんへと向かった。
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　ここは校門前。

　電柱の陰かげに隠かくれる怪あやしい二人組がいた。

「兄貴、オイラ誘ゆう拐かいなんてどうやっていいか分かりません」

「心配するな。俺おれに任せとけ。お前は黙だまってその写真の娘むすめが出てくるか見とけ」

　健けんは分ぶ厚あつい本をぺらぺら捲めくりながら言った。

「兄貴。さっきから何読んでんすか？」

「さっきそこの本屋で買ったんだ」

　健は本の表紙を見せた。




『完全誘拐マニュアル！　誰だれでも気軽に誘拐犯』




「営利誘拐から愉ゆ快かい犯罪まで、全すべての誘拐の仕方をより細かく、そして分かりやすく説明した画かつ期き的てきなハウトゥー本だ」

「あるんですね。世の中いろいろと。誰だれが書いたんです？」

「本名はふせられてるが、もと誘拐請うけ負おい株式会社という会社で社長をしていた人物らしい。現在は服役中だそうだ」

「あ、兄貴！　出てきましたぜ」

　マサが声を上げた。

　校門からてくてく出てくるのは大きなキャンバスを抱かかえた眼鏡めがね少女。間違いない。ターゲットだ。

「よし、マサ行け！」

「オイラがですか？」

「俺の一般人とはかけ離れた凄すご味みのある顔を見たらいきなり警けい戒かいされてしまうだろ」

「はいはい。分かりましたよ」

「ほら、初歩的誘ゆう拐かいのいろはだ。ここをしっかり読んどけ！」

　突き出された本のページをマサは音読した。




　その一、道を尋ねる。

（具体的な場所の名前を出すよりも○○を探してるんですけど、どこで買えますか？　と尋ねた方が効果的）

　その二、分からないから案内してよと言う。

（しぶった場合は交番までというのも効果的。警けい察さつという言葉を出すことにより警けい戒かい心しんが薄れる）

　その三、人ひと気けのない路地まで誘さそい込んでゲット。

（躊ちゆう躇ちよせず即そつ攻こうで仕留めること）




「完かん璧ぺきです。覚えました。記き憶おく力りよくはいいんです」

「よし行け！」

「行って来ます」

「マサは松まつ葉ば杖づえでえっちらおっちらとターゲットの背後へと近づいていった。

「すいません」

「はい？」

　ターゲットは振り向いた。

　大きな眼鏡めがねがきらりんと光ってちょっと眩まぶししかった。




　その一、道を尋たずねる。




　マサはゴクって唾つばを飲むと、盲もう腸ちようになったフンコロガシのような声で尋ねた。

「ちょっとお尋ねしますけど、食パンはどこで買えますか？」

「そこです！」

　ターゲットの少女は道の反対側をばしっと指さした。

　パン屋はそこにあった。

　ちょっと分からないから案内してなんて口が避さけても言えない距離だ。

「ど、どうも」

「いいえ。ちょっと高いですけどレーズン入りがお勧すすめですよ。あ、学生証見せれば少し安くなるんです。一いつ緒しよに行きましょう」

　ターゲットはマサの手を引っ張ってパン屋へと雪崩なだれ込んだ。

　数刻後、レーズン入り食パンを抱かかえたマサが出てきた。

「すいません。ドーナツ買ってもらっちゃって」

「いや」

「それじゃ」

　ターゲットはにっこり笑うと、ドーナツを嚙かじりながら去って行った。

　マサはしばらく呆ぼう然ぜんとしてから、袋ふくろからレーズン入り食パンを引っ張り出すと嚙った。

「うん。うまい」

「お前はアホか！」

　健けんの兄貴パンチが後頭部を直撃した。

　ギブスで固めてるからいつもより一・五倍くらい威い力りよくが上がってた。

「ターゲットと仲良く買い物してどうする！」

「でも兄貴、分からないから案内してなんてとても言える距離じゃ」

「食パンなんてどこででも買えそうなものを口にするからだ。ここらじゃ手に入りそうもないものを引き合いに出せ。もういい。今度は俺おれが行く。俺の見本をしっかと目に焼き付けとけ」

　健は松まつ葉ば杖づえでえっちらおっちらやりながらなんとかターゲットに追いついた。

「ちょっとすいません」

「はい？」

　ターゲットは振り向いた。

「つかぬことをお伺うかがいいたしますけど」

「なんですか？」

「陸イグアナはどこで買えるでしょうか？」

「そこです」

　ターゲットはびしっと道の反対側を指さした。

　ペットショップがそこにあった。

「あ！」

　完全に凍こおりつく健にターゲットは言った。

「学生証があれば安くなるんです。一いつ緒しよに行きましょう」

　んでもって数刻後。

　リボンをつけたイグアナを頭に載のっけて健けんと少女は出て来た。

「良かったですねぇ。かわいいイグアナちゃんが手に入って」

「え、ああ」

「名前はアタシがつけてあげますね。え～と、トーマスってどうです？」

「トーマス」

「倉くら地ち先生がよく口にしてる名前なんです。って言っても分かりませんよね。それじゃね。トーマスちゃん」

　少女はイグアナの鼻はな面づらをちょんて押してからにこやかに去って行った。

　イグアナを頭に載のっけた中年だけが残された。

　イルカに乗った少年よりはインパクトが強かった。

「兄貴こそ何やってんすか！」

　マサのチンピラキックが炸さく裂れつした。

　こっちもギブスしてるからいつもより一・五倍くらい痛かった。

「仕方ないだろ。まさかこんなところにペットショップがあるとは思わなかったんだから。しかも学生割引がきくんだぞ。何考えてんだここは」

「言い訳になってませんよ。しかもイグアナなんか買って来て」

「なんだよ。お前だってレーズン入り食パン買ったじゃね～か」

「イグアナよりマシっす」

「なんだと。そんな食パンなんて食べちまえば終わりだがな、うちのトーマスは夏には蝿はえも取るし風か邪ぜ引いた時には氷ひよう囊のうの代わりにもなるんだぜ」

　二人は歯を剝むき出して喧けん嘩かを始めた。

　二人とも馬鹿だからそれが不ふ毛もうな争いだってことにいっこうに気づかなかった。

　と、黒塗りのリムジンが低音でやって来ると二人の脇わきにピタっと止まる。

　開いたガラス窓から顔を出した男は、さも面白おもしろそうにクックと笑った。

「相変わらず面白いことをやっていらっしゃる」

「てめえ、有あり明あけ！」

　健けんが喧嘩を中断して男に敵てき意いの目を向けた。

「何しに来やがった！」

「何って、あの二人じゃ心もとないって組長がおっしゃるんでね。お手伝いに。来て正解でしたね。頭にイグアナ載のっけて遊んでるうすのろじゃいつまで待っても終わりませんよ」

「てめえ、それが同期の俺に言う言葉か？」

「同期？　は、笑わせないで下さい」

　有あり明あけは神経質そうな顔を歪ゆがめて笑った。

「確かにこの世界に足を踏ふみ入れた時期は同じですけど、あなたは万年平ひらのチンピラ。私はもう若わか頭がしら。同じにしてもらっては困りますね」

「くっ」

「実力が物を言う世界です。まぁ見てて下さい」

　ガラス窓がじ～～って閉じて、リムジンがスタートする。

　車はてくてく歩く少女の脇わきで止まった。

　有明は車から下りると、少女に端たん的てきに尋たずねた。

「三みつ石いし小こ夏なつさんですね？」

「え、そうですけど。何か？」

「実はあなたのお父さんには少々困ってましてね」

「え？」

「ちょっとだけ協力してくれると助かるんですよ」

　有明の拳こぶしが小夏の腹に食い込んだ。

　うっと気絶する小夏を受けとめて、さっさと車に押し込む。

　なんともまあ鮮あざやかなお手並みだった。

「すごいっすね。兄貴」

「お、俺おれだって怪け我がさえしていなけりゃ同じように」

「でも兄貴車の免許ないじゃないすか！」

「うるさい！」

　また不ふ毛もうな争いを始める二人に、有明は軽く会釈した。

「それではまた」

「あ、俺らも乗っけてってくれよ。見張りとかいろいろあるだろ？」

「あなた達は邪じや魔まなんですよ。今日は私の部下達だけで十分です。どうぞ、さっさとお帰り下さい」

　有明は思い切り軽けい蔑ぺつした口調でそう言うと車をスタートさせた。

「くそ、いつか殺してやる！」

「でも有明さんって、いっつも突撃部隊の人達に守られてますよね」

　健けんはしばらく静かになってから口を開いた。

「いつかあいつの入る前のトイレからトイレットペーパーをくすねてやる！」

　有明さんいつもポケットティッシュ持ってますよ、って言葉をマサは言わないようにしてあげた。

　見かけによらずナイーブな兄貴のために。
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「もう。お父さんが死にかけてるとか言うからどんなにかと思ったけど、御ご隠いん居きよさんすごく元気だったじゃない」

　一戸建ての古家から出て来た唐とう子この言葉に、銀ぎん之の介すけは心の底から頷うなずいた。

「確かに元気だったな」

　ギックリ腰ごしで蒲ふ団とんから出られない状況に噓うそ偽いつわりはなかった。八十八歳さいだ。そ～ゆ～こともあるだろう。

　ただ暇ひまだからってテレビゲームを十二時間連続でやってるそのエネルギーが銀之介には理解出来なかった。

　唐子がうどんを作ってる間対戦をせがまれてお相手したけど、相手のダメージを少しも削けずることなく大敗した。

　鉄てつ拳けんでも大敗した。

　ソウルキャリバーでも右に同じだ。

　市立ジャスティス学園熱血青春日記でも、とめぞ～って最強エディットキャラを作ってた。もちろん勝てるはずがない。

　あと五十年は生きれますって太たい鼓こ判ばんをそのシワ額ひたいに押して来たかったくらいだ。

「もしかして、ここはすごい街なのかもしれん」

　銀之介は、いろんなとこで常識外はずれなこの飯いい波なみ市に、ちょっと背せ筋すじを震ふるわせた。

「でも思わぬ臨りん時じ収入があったね」

　唐子がほくほく顔で言った。

　そう、きつねうどん代、出張調理代、交通費、などもろもろ込みで五千円もいただいちゃったのだ。

　こんなのもらえません！　って唐子はつっぱったけど、老おい先さき短い年寄りの好意を受けられないのか？　ってわざとらしく咳せきを始めるから受け取らないわけにはいかなかったのだ。

「えっと、半分にして二千五百円ずつでいいよね」

「いいよ。うどん作ったのは唐子だろ。僕は何もしてないって」

「噓うそ噓うそ。ずっと荷物持っててくれたし、それにゲームして御ご隠いん居きよさんの暇ひま潰つぶししてたじゃない。だから半分は銀之介君のだよ！」

　唐子は譲ゆずれませんってつっぱった。

　わざとらしく咳せきをしても唐子のつっぱりは跳はね返せないだろう。

「分かった。じゃあ、荷物運び代と暇潰し代として千円もらおう。それ以上は受け取らないからな！」

「ＯＫ。千円だね。それじゃ早く家に行こ」

「え？　唐とう子この家にこれから？」

「どうしたの？　何か問題？　あ、味あじ見みのことなら大だい丈じよう夫ぶだよ。もう準備の時間だから急がしくてそれどころじゃ」

「いや、それもあるけど……今日は確か十五夜だろ」

「そう言われればそうね」

「十五夜だからな。う～む」

　銀ぎん之の介すけは空と時計を見比べてしばし思案した。

「ま、大丈夫か。まだ日がくれるまでにはだいぶあるし。それによく考えたら鞄かばん置いたままだった」

「そーそー。明日あしたは休みなんだから多少遅くなったっていーじゃない。それじゃ行こ」

「ああ」

　って歩き出した銀之介だが、不意に足を止め振り返る。

「ど～～したの？」

「いや、今僕の横をすれ違ってった高そうな車に、不思議研の三みつ石いしちゃんが乗ってたような？」

「え？　あのリムジンのこと？」

　目で追うリムジンは、見るからに真まっ当とうじゃない建物の駐車場へと入って行った。

『股もも引ひき組ぐみ事務所』

「あそこって」

「二年くらい前に出来たかな。もちろんあっち系統の自営業の会社」

　唐子は面白おもしろくなさそうに鼻を鳴らした。

「いくらあの娘こでもあそこまで交遊範囲は広くないでしょ。さ、行こ」

「そ～だよな」

　って返事はした銀之介だけど、何かが脳のう味み噌その端はしに引っかかる。

「それにしても似てたなぁ」
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「ただいまっとな」

　唐子の御帰宅だ。

「おう！　お帰り。どうだった。御ご隠いん居きよさんは？」

「思ったよりずっと元気そうだったよ。あれ、もう店開けてるんだ？」

　狭い店内、ちらほらと客が入ってうどんをすすっている。

「土曜で早はや夕ゆう飯はんが多いからな。もうしばらくは手伝いいいぞ。俺おれ一人でなんとかなるから」

「またまたお邪じや魔まします」

「あ、悪かったね銀之介君。唐子に付き合ってもらっちゃって。鞄は唐子の部屋にあげといたから。ゆっくりしてってくれや。あとでてんぷらうどんでも届けるから」

「いいってば。ジュースもらってくから。それじゃ銀ぎん之の介すけ君。来て」

　業務用冷蔵庫から瓶びんコーラを二本摑つかんだ唐とう子こは、靴を脱ぬぎ捨てて階段へと上がってった。

　銀之介も後ろに続いた。

　実はちょっとドキドキしてた。

　普通の女の子……にしてはえらく特異点が多い唐子だけど、分類的に言えば花も恥はじらう女子こ～せ～。

　部屋はピンク色の壁紙かなんかで可か愛わいらしく彩られて。

　ふかふかのじゅうたんが優しく足を受けとめて。

　ベッドの上にはかわいらしいぬいぐるみがちょこんと座すわってて。

　本ほん棚だなには恋愛小説がずらっと並んでて。

　ＣＤラックには流行はやりのポップスなんかが背せい比くらべしてて。

　きちんと整せい頓とんされた勉強机が部屋のすみにそっと置かれている。

　きっとそんな部屋に違いない。

　その部屋に進入するってんだから青少年としては緊張しない訳がない。

「ここの部屋。襖ふすま戸どってとこが悲しいけど。あれ？　ど～したの顔かっちんこっちんにして」

「いや、なんでも」

「はっは～～。分かった。女の子の部屋に入るから緊張してるんでしょ」

　唐子がいたずらっぽく言った。

「そ、そんなことないって」

　思い切りあわてた。

「いいって。いいって隠かくさなくたって。それじゃアタシの部屋へご案内しま～す」

　襖戸が開かれた。

　部屋は漆しつ喰くいの壁で地味に彩られて。

　かちかちの畳たたみがしっかりと足を受けとめて。

　三つ折りにされた蒲ふ団とんにはそばがらっぽい枕まくらがどすんと置かれてて。

　本ほん棚だなにはうどん関係の料理本がずらっと並んでて。

　カセットラックには渋しぶいさぶちゃん演歌なんかが縄なわ張ばりを張ってて。

　使い込まれたちゃぶ台が部屋の真まん中なかに場をかまえている。

　銀之介の理想とはちょっと（ほんの地球と海かい王おう星せいとの距離くらい）離れてた。

「理想は理想のままで終わらせとけば良かった」

　銀之介は静かに落らく涙るいした。

「何言ってんの？　はい。コーラ」

　唐子は、ちゃぶ台の縁ふちでコーラの蓋ふたを開けると銀之介に手渡した。

「どっかおかしい？　この部屋」

「いや、ほんの少し僕の想像と違ってたから」

「ま、古いってのは認めるけど、居心地はいいわよ。このちゃぶ台でほうじ茶なんか飲むと。は～～、生きてるんだな～って」

「でも、その後ろのポスターだけは今いま時どきだな。それがあるからまだ若者の部屋って感じだよ」

　銀ぎん之の介すけは唐とう子この後ろの壁を指さした。

　なんとも場違いに、そこにだけ流は行やりのロックバンドのポスターが張り付けてあった。

「あ、これのこと」

　唐子はペロって舌を出した。

「実はこの前、ジャッキーチェンの映画を見たあとで部屋で真ま似ねしててさ」

　ポスターを外はずす。するとそこには見事に打ち抜かれた足サイズの穴があった。

「こ～～なっちゃった訳。お父さんにバレるとうるさいから友達からもらったポスターで隠かくしてるの」

「そ～なんだ」

　唯ゆい一いつの砦とりでも打ち滅ほろぼされた気分だった。

「でも、怪け我がの巧こう妙みようって言うのかな。この穴、店の通風孔こうと繫つながってて、ここで耳をすますと通風孔の近くのお客さんの会話が聞こえてくるんだよ」

「へ～」

「所しよ詮せんうどん屋さんだから、ワイドショーが喜びそうな別れ話とかなんてないけど。聞いてみる？」

「そーだな。なんか面白おもしろそうだし。聞いてから帰ったって暗くなる前には家につけるだろ」

　二人は壁の穴に耳を近づけた。




「兄貴。オイラ達なんでこの店でうどん食べてんでしょうね」

「知るか。お前の後をついて来たんだぞ」

「おいらは兄貴の後をくっついて来たんですよ」

「あのなぁ……止めよう。時間と体力の無む駄だだ」

「ですよね」

　ちゅるちゅるちゅるちゅる。

　うどんをすする音。

「しかし、あの娘むすめ。どうなるんでしょうかね」

「さぁ、親を脅きよう迫はくして記事を書かせないようにするだけだから、そんなに手荒なこたしねえと思うが」

「それでも組事務所の見学させて返すってわけにもいかないでしょ」

「そうだな。返した後で警けい察さつに駆かけ込まれたら元も子もないし。どーすんだろ？」

「さっきの本に書いてあるんじゃないすか？　完全なんとか」

「完全誘ゆう拐かいマニュアルか。確かにな。ちょっと待てよ」

　ごそごそごそ。

「こら！　トーマス。本に嚙かみつくな！　大人おとなしく鞄かばんの中に入ってろ！」

　パラパラパラパラ。

「え～～と、誘拐した後で何するか？　相手は女子高生の場合っと。お、あった。読むぞ」

「はい」

「解放後、警察に通報されるのを防ぐには、公表されたくない写真を取っておくべし。例、バカ殿様の格かつ好こう。変なおじさんの格好。ヌード」

「三択たくですね」

「三択だな」

「いくらなんでも最後のはないでしょう。だってあんなガキなんすよ」

「俺おれは有あり明あけの趣味を知っている」

「え？」

「あいつは………あ～ゆ～～眼鏡めがねのが好きなんだ」

　沈ちん黙もく。

「兄貴ぃ。あの娘むすめ、むかれちゃうんですかい？」

「おそらくな」

「ちょっとかわいそうっすよ。あの娘、悪い娘じゃないと思うんす。ただ親が雑誌の編集長だっていうだけの不運で」

「マサ。飲みに行くぞ」

「兄貴！」

「耐えるんだ。いつの日か、そんなことを絶対しない明るく健全な組を俺が作ってやるからな。それまでは耐えてくれ。マサ！」




　………………………………。

　沈黙だけがその部屋を支配していた。

　最初に沈黙をぶち殺したのは唐とう子こだった。

「銀ぎん之の介すけ君、今の話」

　銀之介はこっくり頷うなずいた。

「ああ、聞いた」

「さっき銀之介君が見たのって」

「やっぱり不思議研の三みつ石いしちゃんだったってことか」

　二人はたっぷりと空気を味わってから、一いつ気きに叫んだ。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　二人そろって部屋を飛び出すと、階段を転ころげ落ちるように転げ落ちる。

　どんがらしゃっしゃんしゃん！

「あ、ちょっと待ってろよ。今特製てんぷらうどんを作ってるから……」

　辛から雄おの言葉が終わるか終わらないかのうちに二人は店を飛び出していた。

　辛雄は目をパチクリさせた。

「あいつら、尻しりに唐とう辛がら子しでも塗ぬったのか？」
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　二人は組事務所が見える電柱の後ろに仲良く身を潜ひそめていた。

　さながら張り込み中の刑けい事じって感じだ。

　駒こま犬いぬ刑事は難しい顔で呟つぶやいた。

「しかし、つい勢いにまかせてここまで来てしまったが……一体何をすればいいんだ？」

「聞かないでよ。アタシも今、考えのない行動だったなあって反省してるんだから」

　七しち味み刑けい事じも呟つぶやいた。

　二人そろってパニックになると走り出すエリマキトカゲのような性格なのだ。

「よし！」

　たっぷりと時間をかけて考え込んだ二人は、一つの結論を弾はじき出した。

「お巡まわりさんに話そう！」

　実にオーソドックスだけど、多分ベストなチョイスだろう。

　最も寄よりをパトロールしていたお巡りさんはいないかと見渡すと、うまい具合に警けい察さつの皆さんがこっちへ向けて走ってくるところだった。

　なんかヘルメットかぶったり、盾たて持ったりしてる仰ぎよう々ぎようしい連中だったけどタイミング的には申し分ない。

「お巡りさん！　大変なんです！」

　これ幸いと声をかけるけど……。

「すまないが今それどころじゃないんだ。凶きよう悪あく犯人を追いかけてるところなんでね」

「凶悪犯人？」

「ああ、最近ここいらを恐きよう怖ふのどん底におとしいれてる奴やつだ」

「いたぞ！」

「よし、怯ひるむな！　かかれ！」

　わ～～～～～！

　お巡りさん達は一いつ斉せいに犯人めがけて襲おそいかかった。

「あんな重装備の大人数で追っかけてるんだ。とてつもない凶きよう悪あく犯人に違いない」

　お巡まわりさんってすごいな～の瞳ひとみで捕とり物もの劇を傍ぼう観かんする銀ぎん之の介すけだったけど。

「捕まえたぞ！　連続バナナの皮投げ捨て事件の犯人め！」

　銀之介はその場でひっころんだ。

「さ、一いつ緒しよに来るんだ！」

「これで街にも平和が訪れますね」

「ああ、こんな恐ろしい事件は初めてだった」

　これをマジ顔で言ってるんだから質たちが悪い。

　お巡りさん達は肩かたをたたき合いながら帰って行った。

　銀之介は夕日に染まる戦士達の背中を見送ってからいかりやさんの決まり台詞せりふを口にした。

「駄だ目めだこりゃ」

「平和な街だからね。バナナの皮投げ捨て事件だってお巡りさん達にとっちゃ前代未み聞もんの凶悪犯罪なんだよ」

「誘ゆう拐かい事件なんて対処出来ないそ。絶対に。昼飯かけてもいい」

「う～～ん」

　二人は仲良く深海のアンモナイトになった。

「ジョーンズさんに電話かければすぐに部隊引き連れて来てくれるんだけど、あまりに時間がかかり過ぎるし」

「ジョーンズさん？」

「うちの店の常連の米軍の大たい佐ささん。立たち川かわの基地にいるの」

　日本の事件に米軍の武装集団が首を突っ込む。

　それも問題があるんじゃないかって銀之介は思った。

「一体どうしたらいいんだ？」

「う～～ん」

　二人はまたアンモナイトになった。

　そのまま化か石せきになるまでむっつり黙だまってると思われたが、片方のアンモナイトがぱっくりと割れた。

「あ！」

「どうした？　何かいい考えがあるのか？」

　質問には答えず、唐とう子こはマイク握にぎるように拳こぶしを固めるとそれを銀之介につきつけた。

「突撃レポートの時間です。今日は駒こま犬いぬ銀之介君にインタビューしてみたいと思います」

「は？」

「変身した銀之介君は強いって本当ですか？」

「……まあな」

　ちょっとした迫力に、困こん惑わくしながらも銀ぎん之の介すけは答えた。

「喧けん嘩かも強いんですか？」

「一応」

「どれくらい強いんですか？」

「かなり強いよ。不良グループの五十人や百人は軽いかな。多分自衛隊だって相手に出来ると思う」

「それじゃやくざの五十人や百人ど～ってことないよね」

「確かにど～ってことない。ピストルで撃たれたって銀の弾だん丸がんじゃなければすぐに傷口は塞ふさがるし。まあ、それ以前に飛んでくる弾丸なんて避けるか受けとめるかすればいい訳で……………」

　銀之介は押し黙った。

　なんとなくだけど唐とう子この思考回路が想像ついたからだ。

　それでも石橋を叩たたくようにおずおずと尋たずねた。

「あのさ。唐子。一体何を考えてるのかな？」

「もちろん、三みつ石いしちゃん救出作戦じゃない！」

　唐子は胸張って答えた。

　銀之介は即座にそっぽを向いた。

「さ、もう一回お巡まわりさんに話してみようか」

「え～～～。銀之介君ってそ～ゆ～薄はく情じような人だったの？」

「いや、薄情って訳じゃないけど、でも今日はもう家に帰らなくちゃ」

「あ～～ぁ、幻げん滅めつだな。少し変わってるけど困った人はほっとけない優しい人だと思ってたのにな。家に帰るって言うなんて。あ～～～あ」

　唐子が非難っぽく言った。

　プロ免許あげてもいいくらいのけしかけだった。

　銀之介は難しい顔で奥歯を嚙かみ締しめた。

　薄暗くなって来た空を見上げ、時計を見て、そして空を見上げ、最後に軽く舌を鳴らした。

「え～～い！　仕方ない！」

　銀之介は見るからにガラガラの立ち食いそば屋に飛び込んだ。

「月見うどん一杯！」

「あいよ」

　早い！　安い！　そんなに不ま味ずくない！　を売り物にしてる店だ。たちまちどんぶりが銀之介の前に置かれる。

　中を覗のぞき込む前に、銀之介は言った。

「ちょっと後ろを向いててくれませんか？　食い逃げしようって訳じゃないんす。お金なら先に払はらっとくし」

　きっちり釣つりなしで渡されて、店の親父おやじはいぶかしげながらも後ろを向いた。

　銀ぎん之の介すけはどんぶりを覗のぞき込んだ。

　見事なお月様がそこにあった。

「うおぉぉぉぉ」

　銀之介は、きっちりと変身をとげると店を出た。

「唐とう子こ。これ持っててくれよ」

　脱ぬいだ制服の上着、そして靴を渡す。

「よし、何がなんでも月が出る前に終わらせるぞ」

「ど～～して？」

「今日は満月だからだよ」

　銀之介はその言葉を投げ捨てると、怒ど濤とうの勢いで股もも引ひき組ぐみ事務所ビルへ向けて突っ走って行った。

「おかしいの。もう変身してるのにどうして満月が恐こわいんだろ？」

　唐子はしばし考えたけど、答えは見つからなかった。

「そう言えば、せっかく作ってもらったうどん無む駄だにしちゃ悪いね」

　唐子はのれんをくぐると湯ゆ気げをたてている月見うどんを頰ほお張ばった。

「もう後ろを向いていいかい？」

「ど～ぞ」

　振り向いた店のご主人はすっかり変わってる客の様子に驚おどろいた。

「引ひき田た天てん功こう？」

　訳のわかんないことを口走った。
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「暇ひまだな」

「ああ、暇だな」

　まだ若い組員二人は、正面玄関の前に並んで立っていた。

　チンピラＡとチンピラＢとしておこう。

　二人は、有あり明あけの命令で、こうやって立ち番をしているのだ。

「有明さん。もう電話かけたのかな？」

「いや、電話かける前に写真撮とるって言ってたぞ」

「写真か。有明さんもえげつないな。相変わらず」

「邪じや魔まが入ってこないようしっかり見張っとけって言ってたが、いったいどこのどいつがここに入ってくるって言うんだよ」

「そりゃそうだ。そんな命知らずはいないだろ」

　チンピラＡとＢはケラケラ笑った。

　でもその笑いはそんなに長くは続かなかった。

　命知らずがいたのだ。

　いきなり柵さくを飛び越えて飛び込んで来たそいつは次の瞬しゆん間かんにはチンピラＡにボディブローをくらわせていた。

　一いつ瞬しゆんにしてチンピラＡは何もしゃべれなくなった。

「くっ」

　チンピラＢが拳けん銃じゆうを抜くが引きがねを引くよりも早くそいつは拳銃を蹴けり飛ばした。

　そしてチンピラＢの首を締しめ上げる。

　薄暗い中、さらにサングラスもつけてるからよくは見えないが、今自分を摑つかみ上げてる奴やつは真ま正と面もじゃない。

　とんがった耳、電灯に照らされ光る牙きば。そして獣けものの匂におい。

　少なくとも人間じゃない。

　ちんぴらＢがおしっこ漏もらす前にそいつは口をきいた。

「どこだ？」

「え？」

「不思議研の三みつ石いしちゃん……って言っても分かんないか。今日誘ゆう拐かいして来た女の子だよ」

「それは？」

「早く言ってよ。こっちも時間がないんだ」

「四階の………一番左の部屋」

「ありがと」

　外見に似合わないお礼の言葉を呟つぶやくとチンピラＢを地面に下ろした。

「何もしないって言うなら気絶させないけど」

　チンピラＢがこっくり頷うなずくのを見て、そいつはビルの中に飛び込んで行った。

「俺おれ、やっぱ故郷で魚屋継つごう」

　足洗う決意を固めるチンピラＢだった。




「さてと、という訳です。理解していただけましたか？」

　若わか頭がしら、有あり明あけは長い長い説明を終えた。

　椅い子すに縛しばられた少女、小こ夏なつはげんなりした顔で説明を聞いていた。

「つまりうちのお父さんが地じ上あげ関係の記事を書こうとしてるからそれを止めさせようと」

「そういうことです」

「そ～～ゆ～～ことならなんで誘拐する時に言ってくれないのよ！」

　小こ夏なつは激しく抗議した。

「あの人が同じテーマで記事を書くわけないじゃない」

「え？」

「私と違って飽あきっぽいんだから。そりゃ今月号には来月特集するなんて書いたかもしれないけど、百パーセントの確率で違う物になるわ。断言出来る」

「なんだって」

「噓うそだと思うならこれまでの雑誌全部持って来て調べてみなさいよ。来月予告と内容が一致したのってただのいっぺんもないんだから。なんなら編集部に電話かけてみる。もう違う企画が出てるって。飯いい波なみ堂どうのカステラかけたっていいわ」

　有あり明あけは携けい帯たいを取り出すと何処いずこへと電話した。

「あ、俺おれだ。ちょっと調べて欲しいんだが」

　しばらく後、折り返し電話があった。

「そうか」

　有明はむっつりした顔で携帯をポケットに突っ込んだ。

「今、月刊い～なみの編集部に電話をかけさせた。来月号の特集は予定通りやるんですかと聞かせた。そしたら編集長が出てこう言ったそうだ。読者がくいつきそうなえげつない話もなかったし、飽あきたからやっぱり老人医療特集にするって」

「それも多分変わるよ。きっと。最終的にはラーメン特集になるんじゃないかな？」

「それでは私のしたことは無む駄だだったということか」

　有明は心の底から疲れた息を吐はき出した。

「ね、分かったでしょ。だから早く家に返してよ。土曜サスペンス劇場に間に合わないじゃない」

「そういう訳にはいかん。顔を見られてますからね。警けい察さつへ届けられないように安全装置を用意しておかないと」

　有明がパチリって指を鳴らす。

　部屋の壁の一部がガ～～って開いてクローゼットが現れた。

　そこには①番から⑤番の番号をつけられた衣い装しようがずらってならんでいた。

「どれでも好きなのを選んで下さい。思い出の一枚を取ってあげますから」

　有明が三脚つきカメラを用意している。

　小夏は泣きそうな顔で衣装を見た。




①バカ殿

②エリマキトカゲの着ぐるみ

③変なおじさん

④巨きよ大だいなタコ焼きの着ぐるみ

⑤バニーガールの耳




「え？」

　小こ夏なつは目を大きくした。どれもこれも着用するだけで末まつ代だいまでの恥はじになりそうな衣い装しよう達だけど、一つだけ別格がある。

　そう、⑤だ。

　バニーガールの格かつ好こうって訳じゃなく。ただウサギの耳だけがマネキンにくっついている。

「ねぇ、⑤番なんだけど、あれだけなの？」

「ええ、間違いなくあれだけです」

　有あり明あけは妙みように力を込めて言った。

「衣装を洗濯に出してたまたまないとかそ～～ゆ～～理由じゃありません。ナンバー⑤はあれだけを着用していただきます」

　地じ獄ごくに一筋の光ってやつだ。

　頭にウサギ耳をくっつけてる写真くらいだったらそんなに恥はずかしくはない。末代まで恥は残らないだろう。

「じゃあ⑤！　⑤番にする」

「なるほど⑤番ですね。変更はききませんよ」

　有あり明あけはバニーガールの耳を取ると小夏の頭に装着した。

「さ、早くして家へ返してよ」

　せかす小夏に、有明はにんまりと笑った。

「何言ってるんです？　まだ準備が出来てないでしょう」

「え？」

「言ったはずです。ナンバー⑤はあれだけを着用していただきます。あれ以外は着用していただきません。何一つね」

「……………………」

　ようやく小夏にも理解出来た。

「もしかして………裸はだか？」

「ピンポーン。その通り。いや、あなたが⑤番を選せん択たくしてくれるとは思いませんでしたよ。ま、どっちみちこれにするつもりでしたけど」

　有明がいやらしく目を細めた。

　その手がセーラー服へと伸びる。

「いや～～！　エッチ！　変態！　ケダモノ！」

「うるさい。大人おとなしくしろ！」

　有あり明あけは小こ夏なつを一発引っぱたいた。

「ここに連れてこられた時からあなたの運命は決まってたんですよ。諦あきらめて下さい」
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　有明の手が小夏の胸元を押し開いた時だ。

　ピーピーピーピー。

　携けい帯たいがけたたましく鳴った。

「なんだよ。今いいところなのに」

　耳に当てて通話ボタンを押す。

「用事なら後にしてくれないか？　私はこれから男としての大切なお仕事が」

『若わか頭がしら！　大変です！』

　死ぬまで五秒の声が聞こえて来た。

「どうした？」

『……………狼おおかみが来ました』

　狼少年からの通信はそこで途と切ぎれた。

「何だってんだ？」

　いぶかしげに携帯を見つめる有明だったが、いかんせん男のお仕事の方が大切だ。

「まあぁいい、気を取り直して」

　有明が携帯を投げ捨て、再びメガネっ娘こフェチ仮面となったその瞬しゆん間かん。

　ドッゴ～～～ン！

　壮そう絶ぜつな音を立てて扉とびらが蹴け破やぶられた。

　蹴破られた……っていうのは控ひかえ目めな表現だろう。正確に言うなら外からバズーカーでもぶっぱなしたように破壊された。

　そしてそいつはゆっくりと入って来た。

　そいつの普通じゃない容よう姿しに有あり明あけは恐きよう怖ふした。

　そして、小こ夏なつは、「あ！」っと叫んだ。

「倉くら地ち先生の絵！」




「思ったより時間がかかった」

　銀ぎん之の介すけはふうと息を吐はき出した。

　ここに来るまで二十三人と会った。何もしませんって降こう伏ふくした奴やつはそのまま。あくまで抵抗する十二人は黙だまらせた。

　まぁ軽く腹を殴なぐっただけだから二、三時間したら目を覚ますだろう。

　でも後味は悪い。暴力は好きくなかった。元がん来らい優しい性格なのだ。避さけれるもんなら避けたい。

「なんだ貴様！」

　有明が怒ど鳴なった。その言葉にはちょっとした恐怖があった。

　なんだ貴様！　と叫ばれたら、何か言わなくちゃいけない。

「通りすがりのワイルドウルフだ！」

　銀之介は適当に頭に浮かんだその名前を口にした。

「ふざけるな！」

　有明がポケットから引き抜いた拳けん銃じゆうのトリガーを握にぎった。

　でも変身後の銀之介にとって避けるなんてた易やすいことだった。

　弾たまをすっと避よけるとそのまま有明に突進。軽く拳こぶしを腹に叩たたき付ける。

　それで有明は静かになった。

「さてと。大だい丈じよう夫ぶか？」

「後ろ！」

「あ？」

　小夏の叫びで銀之介は肩かた越しに振り返った。

　有明がマシンガンを手に立っていた。

　目が完全にいっちゃってた。

「死ねぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　関節がくいって曲がった。

　鉛なまり弾だまブラザーズが勢いよく飛び出した。

　自分だけ避さけるのは簡単だ。でもその場合、小こ夏なつが蜂はちの巣すになっておいしい蜜みつを噴ふき出すことになる。

「えぇい」

　銀ぎん之の介すけは背中を盾たてに小夏を守った。

　インフルエンザの予防接種を受ける心境だ。

　ガガガガガガガガガ！

　弾だん丸がんが背中に食い込む。鮮せん血けつがほとばしる。当たり前だけど痛い。

「はっは、これで終わりだな。化ばけ物もの………」

　有あり明あけの勝ちほこった笑いも長くは続かなかった。

　銀之介の肉体は、スイカの種たねでも噴ふき出すように食い込んだ弾丸を体外へと押し出す。

　どんどん排出されて、そして傷口も塞ふさがる。

「そんな、そんなアホな！」

　有明はがっくりと膝ひざを落とした。

　銀之介はくいっと背中を見て、シャツが穴だらけになってるのを見て激げつ昂こうした。

「ワイシャツだって高いんだぞ！」

　銀之介の怒りの飛び蹴げりが決まった。

　今度こそ有明は静かになった。

「あ～ぁ、母さんに言うわけにもいかないし。小こ遣づかいで買うしかないんだろ～な」

　銀之介はぶつくさ呟つぶやきながら小夏を縛しばっている縄なわを鋭い爪つめでぶった切った。

　小夏が飛びついて来た。

　と同時に質問攻撃が始まった。

「倉くら地ち先生に襲おそいかかったのはあなたですよね。倉地先生を食べようと思ったんですか？　そんなことありませんよね。私を助けてくれたのはどうして？　もしかして私を食べたい？　それはないですよね。私なんか体も小さいし食べる所なんか少ないし。何か別の目的があるんですよね。それよりあなたは狼おおかみ男さんなんですか？　そ～ですよね。そーに決まってます。今日は十五夜で、でも倉地先生が襲われた日は満月じゃなかったし昼間でしたね。一体ど～して」

　やかましかった。

　ある意味、さっきのマシンガンよりも痛い。

「失礼」

　ボコス！

　小夏の腹に軽く拳こぶしを叩たたき付けて静かにさせると、よいこらしょと肩かたに担かつぐ。

「さてと、さっさと撤てつ退たいするかな」

　銀之介はそのまま窓から飛び降りた。




「ふ～～、まだまだね」

　月見うどんを平らげた唐とう子こがハンカチで口元をぬぐいながら出て来た。

「ダシの取りかたがなっちゃいないわ。それに醬しよう油ゆだってイマイチ。第一麵めんの質が悪すぎるのよ。茹ゆで具合だって悪いけどあの麵じゃど～しよ～もないわね」

「お～～い、助けて来たぞ～」

　小こ夏なつを肩かたに担かつぎ上げた狼おおかみ男が暗闇の中に立っていた。

「お帰り。きっちり十分間だよ。いや～～、すごいね銀ぎん之の介すけ君」

　銀之介に駆かけ寄って肩をばしばし叩たたく唐子は、銀之介の背中に広がる真まつ赤かな色に息を飲んだ。

「銀之介君！　シャツに血が」

「ああ、ちょっと撃うたれたんだ。でももう傷も塞ふさがってるし大たいしたことない。毛皮にハゲが出来てるだろうけど」

　銀之介は道みち脇わきに小夏を寄りかからせると血ち塗ぬれのシャツを脱ぬぎ捨てた。人間時には考えられない洗せん練れんされた筋肉が現れる。

「ところで唐子。一つ重要な質問があるんだけど」

　銀之介は、ものすごく真剣な瞳ひとみを唐子に向けて尋たずねた。

「今、空ってどうなってる？」

「どうなってるって」

　唐子は夜空を見上げた。

　まん丸いおっ月様がこっちを見下ろしてた。

「奇き麗れいな満月が出てるよ。雲一つない」

「やっぱりそうか！」

　銀之介は絶望の息を吐はき出した。

「そうだろうとは思ってたんだ。明るいし肌はだが粟あわ立だってるし」

　銀之介はしばし奥歯を嚙かみ締しめてから、目を開いた。

「唐子。悪いけどタクシーでも呼んでこの娘こ連れて帰ってくれないか？　僕はこれから屋根のあるとこまで行って朝までじっとしてなくちゃならない。最悪の事態を回かい避ひするために」

「え？」

「もしその娘が途中で目を覚ましても、道に捨てられてるのを偶ぐう然ぜんに拾ったってことにしとけば大だい丈じよう夫ぶだろう。なんとか誤ご魔ま化かし頼たのむよ」

　銀之介はそれだけ言うと、手で目を押さえながら路地の方へと向かい始めた。

　まるで何かが目に映るのを必死に避さけるかのように。

「ちょっと。銀之介君」

「詳くわしい説明はまた今度するよ。不思議でしょうがないだろうけど今は空が見えないとこまで行くことが先決」

「違うって。足元」

「え？」

　ヅル！

　右足が何かを踏ふみつけた。

　次の瞬しゆん間かんには右足は滑すべって前へ、そして頭は後ろに振られる。

　後頭部をアスファルトにしこたまぶつけた。

「あ～ぁ、バナナの皮があるって言おうと思ったのに話聞いてくれないから」

　唐とう子こが非難っぽく言った。

　でも銀ぎん之の介すけの耳には届とどいてなかった。

　仰あお向むけに倒れた銀之介の視界には、一杯の星空、そしてその中央にまん丸い満月。

　銀之介は血走った目を見開いて叫んだ。

「僕にお月様を見せないで───」
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「さっきのバナナの皮捨て犯人だよ。きっと。運が悪かったね。でもバットで殴なぐったって平気なんだからアスファルトくらい大だい丈じよう夫ぶか」

「……………」

「ちょっと、もしかして打ち所悪かった？」

　心配そうに声をかける唐子だが、幸い返事は返って来た。

「暴れたりねえ」

　それが返事だった。

　声質は同じだが、その色合いは天と地ほども違う。

　銀之介はむっくりと起き上がった。

　唐子は思わず言葉を失った。

　銀之介の目の変化に気がついたのだ。

　たとえ変身しても変わらなかったあの優しそうな目つきが、今では噓うそのようだ。

　ギラギラと輝く瞳ひとみ。

　獰どう猛もうで残ざん虐ぎやくで狡こう猾かつ。血に飢うえた野や獣じゆうの瞳だ。

「ちょっと、銀之介君。どうしちゃったの？」

「俺おれ様さまの毛皮にハゲを作った奴やつ。あの野や郎ろうだけは許せねえ。八つ裂さきにしてやる！」

　銀之介は牙きばを剝むき出しにして唸うなると一いつ気きに組事務所目掛けて走り出した。

　なんだかいやな予感がした。

「待ってよ！　銀之介君！」

　唐子は慌あわてて狼おおかみを追いかけた。




　先ほどは柵さくを飛び越えた銀ぎん之の介すけだが今回は違う。

　しっかりと柵を破壊して銀之介は敷地内に飛び込んだ。

「あ！」

　荷物をまとめて出てくるチンピラＢが、銀之介を見て両手を上げた。

「言われたとおり何もしません！　だから」

「何もしませんだと」

　銀之介はフンって鼻を鳴らした。

「じゃあ息もするな」

「え？」

「何もしねえんだろ」

「そんな。息しなくちゃ死んじゃう」

「なら死ね！」

　銀之介はチンピラＢをボコボコに殴なぐりつけた。

　息いきの音ねが止まる寸前まで殴りつけてから事務所内に飛び込む。

「さぁ、出て来い。ワイルドウルフ様のお通りだぜ！」




「これは………」

　銀之介を追いかけて来た唐とう子こは建物内部の惨さん状じように目を背そむけた。

　地じ獄ごく絵図。

　この言葉程この状況を説明しているものはない。

　ある者は壁から生はえていた。

　ある者は天てん井じように頭から突っ込んでいた。

　またある者は素すっ裸ばだかにされて逆さに吊つるされていた。

　尻しりの穴に鉄パイプを突っ込まれてる奴やつだっていた。

　少なくとも言えることは、こいつらみな向こう一カ月は病院のベッドから起き上がれないってことだろう。

　被害者達の血を絵の具として使ったのだろう。白い壁に『ワイルドウルフ参さん上じよう！』って書かれていた。

　その隣となりには、『ステーキばんざい！』とも書かれてた。

　よく分からないがきっと魂たましいの叫びなんだろう。

　さらにその隣となりには『野や獣じゆう王おう…生！』って書かれてて、…の部分にはぽっかりと穴が空あいていた。

　きっと、『野獣王誕たん生じよう！』と書きたかったんだろうけど、誕の漢字が分からなくなってイライラして壁を殴なぐりつけたんだろう。

「いくらなんでもやりすぎだよ。銀ぎん之の介すけ君」

　唐とう子こはどうして銀之介があれほど満月を見るのを恐れていたのか、やっと理由が分かった。

　こ～なるからだ。

　こ～～ゆ～～事態を避さけるために、銀之介は満月が出る前に家に帰ろうとしたのだろう。

　でもそれを自分が押し止めた。

　その結果こんなことになった。

　唐子は背中に責任って重りがズンと載のっかるのを感じた。

「なんとか止めなくちゃ！」

　唐子はまだ息のありそうな被害者に駆かけ寄った。

「ねぇ、狼おおかみはどこ？」

「うぅぅ、若わか頭がしらの部屋へ」

　無理矢理ヨガの格かつ好こうをさせられてる男はそこで意識を失った。

　唐子は静かに合がつ掌しようしてから階段を駆かけ登った。

　ずきゅーんずきゅーんずきゅーん！

　ガルルルルルルルル、

「うぎゃぁぁぁぁ!!!!」

　拳けん銃じゆうの音、獣けものの吠ほえ声、断だん末まつ魔まの悲鳴とが繰り返し上の階から響ひびいてくる。

　気の弱い奴やつなら一いつ瞬しゆんでチビル迫力だ。

「よかった。立ち食いんとこでトイレ借りといて」

　唐子は心の底からそう思った。

　あちこちで虫の息遣いをする男達を踏ふみ越え、唐子は四階へと到着した。

　若頭の部屋はすぐ分かった。床ゆかや壁から生はえてる男達をたどって行けばいい訳だし、それに何かがぶち壊こわれる音が断続的に続いている。

　唐子は完かん膚ぷなきまでに破壊された扉とびらからその部屋へと足を踏み入れた。

　部屋はすごいことになっていた。

　壁のいたるところに生なま々なましい爪つめ痕あと。そして家具やソファーはびろびろに引き裂さかれている。

　そして銀之介はそこにいた。

　馬鹿殿の格かつ好こうをさせた男を、蹴けり飛ばし、殴なぐり飛ばし、嚙かみついて天てん井じようへ投げつける。

「ひゃははははははは。俺おれ様さまの毛皮にハゲを作ったお礼だ。しっかりと味わうんだな」

　もう意識なんてないのに、その行為を繰り返す。

　手加減なんて無む縁えんの言葉だ。文もん句くなしに殺すつもりらしい。

「止やめて！　銀之介君！」

　唐子はデンジャラスゾーンに飛び出すと、銀之介の前で両手を広げた。

「もう十分でしょ。いくらなんでもやりすぎだよ！」

「黙だまれ！　うどん娘むすめ！」

　銀ぎん之の介すけは牙きばを剝むき出し唸うなった。

「うどん……娘？」

「ああ、脳のう味み噌そにうどんの麵めんしか詰つまってねえんだろ。だからうどん娘だ」

「ひっどぉぉぉい」

　唐とう子こは頰ほおを思い切り膨ふくらませた。

「うどん娘で悪けりゃ唐とう辛がら子し娘むすめだ。七しち味み唐辛子さんよ」

「よくも言ったわね！」

　唐子は思い切り銀之介に平手打ちを食らわした。

　人間時だったら、ひっくり返って「痛いぃぃ」なんて悶もだえる銀之介だけど、今はびくともしない。

「へ、元気でけっこう。だがお前と遊んでる暇ひまはねえんだ。引っ込んでろ」

　銀之介は唐子を指先でちょんと押した。

　それだけで曙あけぼのに張り飛ばされたような威い力りよくなのだ。

「さ、そろそろこの世とおさらばする時間だぜ！　頭を砕くだかれるか？　首をちょん切られるか？　心臓をえぐり出されるか？　どれがいいか自分で選べよ」

　このままでは、あの馬鹿殿は間違いなく惨ざん殺さつされる。

　悪党なんだろうけど、だからって放っておく訳にもいかない。

　唐子は思い出した。変身した銀之介を一いつ瞬しゆんで元に戻もどすあの裏ワザを。

「本当は大切にとっておきたいんだけど」

　唐子は目の前の地じ獄ごくを見て意を固めた。

「迷ってる状況じゃないよね」

　勝利に酔よいしれる銀之介の背後へゆっくりと歩み寄る。

「ワイルドウルフさん」

「なんだよ、まだ俺おれ様さまに用事か……」

　振り向いた狼おおかみに飛びつき、唐子は熱烈なむちゅ～をくれてやった。

　もう…いいかな。

　それまで閉じていた目を開いて、唐子は愕がく然ぜんとした。

　外はずれていたのだ。ビミョ～に!!

　口を狙ねらったはずなのに、そこんとこは慣れてない悲しさ。結果的には狼のほっぺにチュ～してしまったことになる。

「あ～、いくら怖こわいからって目閉じたのがいけなかったぁぁ。でも女の子が目をパッチリさせてキスするのもなんかいやだしぃぃぃ!!」

　ひとり騒さわぐ唐子に、銀之介はにやっと笑って言った。

「そうか。お前、俺様のガキが欲しいんだな」

「ちがうよ!!　そんなんじゃなくて」

「いい。何も言うな」

　銀ぎん之の介すけは唐とう子こをひょいと抱だき上げるとソファーに向けて放り投げた。

　びろびろに引き裂さかれたソファーはうまい具合にベッドみたく広がってた。

「大人おとなしくそこで待ってろ。こいつをミンチにしたらたっぷり相手をしてやるからな。今晩は朝まで眠ねむらせないぜ」

　銀之介は馬鹿殿へと目を向けた。

「さ、おねんねの時間だ」

　ぱっくりと口が開かれる。無数の牙きばがてらりと光った。

　もう、これまでだ。

　そのシーンを見るに耐えれず、唐子は思わず目を閉じた。

　牙が骨を砕くだく音は聞こえてこなかった。

　その変わりに……。

　ドゴス！

　鈍にぶい音が響ひびいた。

「やれやれ、もう少しで息子むすこを殺人犯にするところだったぞ」

　違う声が響ひびいた。銀之介のではない。馬鹿殿でもないだろう。もちろん自分じゃない。

　唐子はゆっくりと目を見開いた。

　狼おおかみ男が、ぐったりとした銀之介を抱かかえていた。

　もうワイルドウルフじゃない。貧ひん弱じやくな上半身をさらけ出した変身前の銀之介だ。

「相変わらず満月で自我を失うか。私は中二で卒業したぞ。まだまだ未熟な奴やつめ」

　変身した銀之介のような灰色、照らされると銀色に光る毛並み。

　でも鼻の上にちょこんと置かれた小さな丸眼鏡めがねには見覚えがあった。

「銀之介君のお父さん！」

　唐子は大声を上げた。

　銀之介の父、銀ぎん一いち郎ろうは唐子に目を向けると、ニコって狼の口で微ほほ笑えんだ。

「ま、こんな風に変わった奴だけど。君さえよかったらこれからも仲良くしてやってくれないか。満月さえ見なければいい奴なんだから」
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「腹筋が死ぬ程痛い」

　月曜日の朝、銀之介は腹を押さえながら登校した。

　この痛みの理由は父親から聞いている。

　ロストマインドした自分を気絶させるために、全力で腹を殴なぐりつけたらしい。

　変身後の父親のフルパワーの一撃。痛くて当たり前だ。生なま身みだったら反対側に突き抜けてる。

「結局、またやっちまったんだなぁ」

　銀ぎん之の介すけは空を見上げた。

　そして深く反省した。

「お早う。銀之介君」

　いつものように後ろから唐とう子こに声をかけられる。

「あ、唐子」

　銀之介は振り返ると、神しん妙みように頭を落とした。

「土曜の夜は御ご免めん。父さんからだいたいの話は聞いたよ。なんかすごいことになってたらしくて」

「覚えてないの？」

「満月の時の記き憶おくはほとんどないんだ。かすかに壁にステーキがどうのこうの書いた記憶が残ってるくらい」

「もー。すごかったんだから。それでも新聞で死人は出てないって書いてあったよ。かろうじてね」

「全く。自分でも本当に情けなくなるよ」

　銀之介はがっくりと肩かたを落として頭を振った。

　それから顔を上げると、ひどく真剣な顔で尋たずねた。

「一番大切なことなんだけど。僕、唐子に怪け我がさせたりとかしてないよな。もうそれだけが心配で心配で」

「別に怪我はないよ」

「よかった」

　ほっと胸をなで下ろす銀之介。ただ唐子は意味あり気な言葉を続けた。

「ただちょっとね」

「ちょっと？　僕やっぱ何かしたんだ。正直に言ってよ」

「いいの？　言って」

「いい。頼たのむ。自分が何をしたかぐらいは知りたいんだ」

　銀之介の瞳ひとみは百パーセントの本気だった。

　唐子は、ゆっくりと口を開いた。

「銀之介君はね、お前、俺おれ様さまのガキが欲しいんだなって言ってアタシを無理矢理ソファーの上に放り投げたんだ」

　銀之介の頭の天てつ辺べんから血液がさ～～って落っこちた。

　青く、ひたすら青くなる。

「それから、最後に今晩は朝まで眠ねむらせないぜって言って……それから」

「申し訳ございません！」

　銀ぎん之の介すけは土ど下げ座ざした。額ひたいを道路にごりごり擦すり付けた。

「本当に悪かった。謝あやまってすむ問題じゃないってことは分かってる。ただこれだけは分かってくれ。満月の僕は僕じゃないんだ。あれは最低のケダモノ。本当の僕じゃないんだ」

「責任取ってくれる？」

「分かった。取るよ。男としてのケジメはつける」

「そー。それじゃ放課後ね」

「分かった。放課後だな」

　銀之介は言葉を嚙かみ締しめた。

　それから心の中で両親に謝しや罪ざいした。

　お父様。お母様。銀之介は本人も知らないうちに大人おとなになってしまいました。責任をとってうどん屋になります。




　んでもってほ～～かご。

　ぼ～～ぜんとした銀之介の目の前には巨きよ大だいなパフェがあった。

　メロンなんかがど～～んっと載のっかってる高級そうなやつだ。

「いや～～ここの夕張メロンパフェって前から食べて見たかったんだ。でも一個二千円もするからなかなか手が出なくて。悪いね。おごってもらっちゃって」

「いや、それはいいんだけど」

「あ、銀之介君も食べなよ。これ一人には大き過ぎるんだから」

　唐とう子こに無理矢理スプーンを握にぎらされても、銀之介のぼ～～ぜんは元には戻もどらない。

「あのさ、この後で挨あい拶さつに行くのか？」

「挨拶？　どこへ？」

「唐子の家へ」

「なんで今いま更さらアタシの家へ挨拶しに行かなくちゃなんないの？」

　唐子は心しん底そこ不思議そうに聞き返して来た。

　謎なぞは深まるばかりだ。

「あのさ、それじゃ責任って」

「これ」

　目の前の巨大パフェを指さす。

「これ？」

「そー。この夕張メロンパフェ。これでチャラにしたげる」

「こ、こんなものでいいのか？　僕は唐子にあんなこと言って……それで」

「いいって。アタシっていつまでも根に持つタイプじゃないし。それに」

　唐とう子こはメロンを口に押し込んでふがふがしながら続けた。

「別に何もされなかったもん」

「は？」

　銀ぎん之の介すけの頭からひまわりが咲いた。

「だから、別に何もされなかったの。アタシにあんなこと言ったすぐ後に、銀之介君のお父さんが格かつ好こうよく現れて腹パンチ。銀之介君は濡ぬれた洗せん濯たく物ものみたくなってさよならだよ」

「………………………」

「ど～したの？　瞬またたきのギネスブックに挑戦してるのかな？」

　唐子は悪戯いたずらっぼく笑った。

　女ってずるい。

　銀之介は生まれて初めてそう思った。

　でもまぁ、最悪のことをしてないってことが分かっただけでも肩かたに載のっかってた金こん剛ごう力りき士し像ぞうがお寺へ帰った気分だ。

「なんだ。そうだったのか。あはは、僕はてっきり」

「てっきり何？」

「いや、なんでもないよ。さ、パフェー食べよう。安心したらなんか腹減ったな。すいません。チキンピラフ一つ」

　銀之介が注文しようと手を上げかけたその時。

「こんにちは」

　ワンパターンながらあの娘むすめが飛び込んで来た。

「マスター。絵拾ったって本当ですか？」

「ああ、土曜かな。コンビニへ買い物に行った帰り、道にね。捨ててあるにしちゃ見事な作品だし、店に飾ろうと思って拾って来たんだ。そしたら作者サインにＫＵＲＡＣＨＩって書いてあるだろ。もしかしたらって思って」

「その通りなんです。捜さがしてたんです。どーもありがとーございます」

　娘は絵を受け取るとほくほく顔で頭を下げた。

　と、目め敏ざとく知り合いの二人を発見する。

「あ～～！　七しち味み先せん輩ぱいと駒こま犬いぬ先輩じゃないですか。またお茶してるんですか？　仲がいーんですねぇ。若いってい～ですねぇ」

　また推定年ねん齢れいオヤジ年なことを口にした。

　でもそんなこと気にしてられない。

「あの、不思議研の三みつ石いしちゃん？」

「面めん倒どう臭くさいから三石ちゃんだけでいいです」

「三みつ石いしちゃん。その手に持ってるのは？」

「え、これですか。倉くら地ち先生に描かいてもらったんです。似てますよね。さすが美術の先生」

　キャンバスに描かれているのは、紛まぎれもない変身後の自分の絵。

　なしてこの絵を書いてもらったかなんて容易に想像がつく。

　指名手配写真を作ってばらまこうって腹なんだろう。

　ハッキリ言って気持ちのいいもんじゃない。

「あのさ。三石ちゃん。その絵、やっぱり学校にばらまくのかな？　あの恐こわい人達にも」

「恐い人？　ああ、倉くら地ち先生ファンクラブの人達ですね。最初はそう思ってたんですけど、考えが変わりました。あの人達には渡しません」

「そうか」

　銀ぎん之の介すけは安あん堵どのため息を吐はき出した。

「ワイルドウルフ様はアタシ一人で捜さがし出します！　この絵は私の部屋に飾っときます。ワイルドウルフ様のお顔を忘れないように。キャッ！」

　小こ夏なつは一人で言って一人ではにかんだ。

「それじゃ二人とも。また」

　小夏は絵を抱だきしめるようにして店を出て行った。
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「なんか、知的探求心だけじゃなくなっちゃったみたいね」

「え？」

「五月に空飛ぶ川魚の心も交じっちゃったみたい」

　最後に唐とう子こは気の毒そうに言った。

「思ったより長く燃え続けることになりそうだね」

　銀之介は、顔を引きつらせながら、どうしてこんな事態になったのか考えてみた。

　学校で倉地先生に目撃されたから、小夏は知的探求心を覚えた。

　事務所から助け出したから、川魚の心が交じった。

　どうして倉地先生に目撃されたかって言えば、運ばれて来た出前が月見うどんだったから。

　どうして事務所から助け出す羽は目めになったかって言えば、唐子にけしかけられたから。

　どうして唐子がけしかけたかって言えば、銀之介の変身能力のことを知ってたから。

　どうして唐子が知ってたかって言えば、最初に変身シーンを見てるから。

　どうして変身シーンを見てるかって言えば、すうどんを注文したのに月見うどんが出て来たから。

　そう、みんなみんな月見うどんのせいなのだ。

　えらいこじつけだけど、何かに責任を擦なすりつけないとやってられなかった。

　銀之介はやけくそでメロンを摘つかむと口に押し込んだ。

　そして心の中で力一杯叫んだ。

　月見うどんのバッキャロー！




　　　　　　　　　　　　　　第三話　完













　　　あとがき







　時はまさにミレニアム。

　東京某ぼう所しよでこんな密談が行われた。





担当さん「また宮ミヤ須ス弥ミさんと仕事しませんか？」




作家もどき「やります！」




担当さん「それじゃ『僕血』の続編」




作家もどき「無理です！」




担当さん「でもせっかく同じイラストレーターさんなんだから、なにか関連づけた内容の方が」




作家もどき「それじゃ狼おおかみ男！」




担当さん「悪くないね。吸きゆう血けつ鬼きの向こうを張ってるし」






　こうして密談は終わり、この企画がスタートした。

　説明するまでもなく、なんともいい加減な企画会議です。

　でもそれは担当さんのせいじゃありません。

　僕ぼくのせいでもありません。

　思いつきだけで物事を進める僕の脳のう味み噌そが悪いんです。

　すべての作家さんがこんな風だと誤解しないでくださいね。十人作家がいたら、こんなにいい加減なのはせいぜい二人ぐらいです。いや、三人ぐらいかな。ひょっとしたら四人いるかも……。

　とにかく、少ないことは確かです。

　思いつきっていえば一応ヒロイン役の七しち味み唐とう子こちゃん。彼女の名前なんて言うまでもなく思いつきの産物。

　自分でもまずいかな～と思ってたし、変えた方がいいなんて思ってたんだけど……。

　月日は流れて…………。

　慣れちゃったんですよね。この名前に（しょ～～もないことに）。

　違和感のある人は、十回程度口にしてください。おそらく慣れるでしよう。

　とまぁ、そんなことで始まった新シリーズ。

『僕にお月様を見せないで』！

　ど～～でしたでしょ～～か？

　この先、狼おおかみ息子むすことうどん娘むすめにどんな災さい難なんの数々が降りかかってくるのか？

　それは分かりませんって言うかまだ考えてない。

　健けんとマサは地上げに成功するのか？

　それもやっぱり考えてない。

　なんていい加減な奴やつだ！　とお怒いかりの方もいるでしょう。

　でも僕は悪くありません。

　これもみんな、思いつきだけで物事を進める僕ぼくの脳のう味み噌そが…（くどくなるので以下削さく除じよ）。




　それじゃ、また会う日まで。





阿あ智ち太た郎ろう






　言っておきたい一言





その①　学生時代の倉くら地ち、プチじゃない三みつ石いしちゃん、世界で一番馬鹿な男。これらすべてを知ってるって方。あんたらすごいよ！（涙なみだ）

その②　宮ミヤ須ス弥ミさん。また一いつ緒しよにお仕事させていただくことになりました。まだまだいたらない僕ですけれど、よろしくお願いします。

その③　とうとう僕も二十二歳さい。そろそろお嫁よめさんを探し始めないと。

その④　レイクエンジェルで一番大変なのは「イ」の人だと思う。
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年10月、長野県の秘境にて誕生。高校在学中に書いた『僕の血を吸わないで』で第４回電撃ゲーム小説大賞〈銀賞〉を受賞。高校卒業とほぼ同時にアメリカに渡り、その後イギリスに暮らす。が、２０００年春急遽日本へ帰国。最近はラーメンに加えチャーハンにも凝っている。
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イラスト／宮みや須す弥み

数々のＴＲＰＧ誌やゲーム雑誌などで活躍するイラストレーター。現在「電撃ｈｐ」誌上に『僕の血を吸わないで ザ・コミック』を連載中。ほかに『女神学園』（メディアワークス刊）などがある。
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僕ぼくにお月つき様さまを見みせないで①




月つき見みうどんのバッキャロー
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